























針の魔法




～スワンドール奇譚～











著者　剛しいら

イラスト　凪かすみ















電子版 ビーズログ文庫









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。






本作品は本文縦組で制作されております。ごらんになるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。



















　　目次



針の魔法

あとがき

































[image: ]






　魔法が使えたら、何をしよう。

　毎晩、眠る前に幼おさないマリアンネは考える。

　まずはお金持ちになろう。明日のパンもないなんてことのないよう、たくさんお金が欲ほしい。

　お金持ちになったら、大きな家を買う。今の借しやく家やみたいに、部屋が二つしかないなんてのは嫌いやだ。五人の弟てい妹まいと同じベッドで眠るなんてことがないよう、それぞれに一つずつ部屋がある家が欲しい。

　そんなに広い家だと、掃そう除じをするのも大変だから、使用人を雇やとう。料理人も必要かもしれない。家族八人分の食事も、今はパンとスープだけだから、作る母もたいした手間ではないだろうけれど、豪ごう華かな食事となったら一人ではとてもきりもりできないだろう。

　そしてドレス……。

　ふわふわのドレス。

　レースやリボンで飾かざられた、ピカピカに光るシルクのドレスが欲しい。

　誰だれかの着き古ふるしたお下がりなどではなくて、新品のドレスだ。

　くるっと回ると、裾すそがふわーっと舞まい上がり、微かすかに衣きぬ擦ずれの音がするようなドレスがいい。

　大通りを走る馬車には、そんなドレスを着た貴族の姫君たちが乗っている。マリアンネはいつも憧あこがれの眼まな差ざしで、姫君たちを見つめていた。

「そうか……お金持ちになったら、姫君になれるのね」

　思わず呟つぶやいたマリアンネの腹に、弟の足がどんっと乗った。けれどマリアンネは怒おこらず、毛もう布ふを直して優しく弟の体を包んであげた。

「いつかあんたにもベッドを買ってあげるからね」

　みんなに一つずつのベッド。母には使用人。父には、欲しがっている安あん楽らく椅い子すを買ってあげよう。

　そして自分にはドレス。

　そこまで考えているうちに、やっとマリアンネにも穏おだやかな眠りが訪おとずれる。

　けれど寝ね覚ざめるときは、いつも悲しい気持ちになる。

　やはり魔法なんて使えなくて、マリアンネの生活は貧まずしいままだったからだ。
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　マリアンネはスワンドール王国の首都、ウェルンブルグの下町で生まれた。父親は馬ば具ぐを作る職人で、腕うではいいしよく働く男だったが、子供が六人もいて家はいつも貧まずしかった。

　そのため母は市場で働き、幼おさない弟てい妹まいの面めん倒どうはマリアンネに任まかされていた。

　忙いそがしい母親に代かわってマリアンネがよくしていたことは、服の繕つくろいだ。お下がりばかりだから、何人もが着た服はすぐに破やぶれたりほつれたり、小さくなって着られなくなってしまう。

　それを直すのが、マリアンネの役目だった。

　ところがマリアンネの繕いの腕が見事だったので、近所の人たちも自然と頼みに来るようになった。大きなパンが一つ、お芋いもが五個なんてものと交換に、マリアンネはせっせと頼まれ仕事をこなす。

　馬具職人の父に似にて、手先が器用だったのだろう。マリアンネはわずか十歳で、下町のお針はり子ことなっていた。

　ある日、そんなマリアンネの噂うわさを聞きつけて、一人の老婦人がやってきた。

「母さん、馬車に乗ったレデイが、家の前にいるよ」

　弟の一人が、窓まどから外を見て不ふ思し議ぎそうに言う。マリアンネも急いで窓に駆かけ寄り、そのレデイが着ているドレスを見ようとした。

　馬車は二人用で一頭立ての小さなものだったが、どこも傷いたんだところがなく、金具はみんなピカピカだった。御ぎよ者しやも綺き麗れいな服を着ていて、履はいているブーツも汚よごれていない。

　馬車の扉とびらが開かれ、中から老婦人が降りてきた。

「紫むらさきのドレス。レースは黒、上品ね。髪かみの色にも合ってる」

　若い頃は見事な金髪だっただろう。それが色褪あせ、白に近い色に変わってきている老婦人は、そこにいるだけで威い厳げんが感じられる。

　老婦人は御者に荷物を持たせると、そのままマリアンネの家に向かって真まっ直すぐに近づいてきた。

「マリアンネ・ザウエルの住まいはこちらでよろしいか？」

　御者が扉を叩たたき、気取った声で呼びかけてきた。芋の皮を剝むいていた母は、急いで扉を開き、この辺あたりで見かけない上品な客を出で迎むかえた。

「あの、ザウエルの家ならここですが、娘に何かご用でしょうか？」

　すると老婦人が近づいてきて、母にぎこちない笑え顔がおを見せる。

「私、オズモンド男だん爵しやくの家内のエミリアです。こちらにマリアンネという、とても腕のいいお針子がいると聞いたのですけれど」

「マ、マリアンネはうちの子ですが……」

　そこで母はマリアンネを手て招まねきした。

　明るい茶色の髪に、緑みどりの瞳ひとみを持つマリアンネは、愛らしい少女ではあったが、まだソバカスも消えていない下町の子供だった。

　その姿すがたを見て、男爵夫人のエミリアは、驚おどろいた様よう子すだった。

「まぁ、まだ子供なのね」

　そう、まだ子供なのだ。エミリアはきっと年頃の娘を想像していたのだろう。その顔にははっきりと落らく胆たんが表れていた。

「はい、十歳にはなりましたが」

　不安そうに答える母に、エミリアはやっと本題を告つげた。

「私の夫は、女王陛へい下かや貴族の皆様がお召めしになる、被ひ服ふくの工こう房ぼうを経営しておりますの。そこで雇やとうお針子を捜さがしておりましたら、マリアンネの名前を耳にしたのですわ」

　ああ、魔法は使えないままだけれど、神様はとんでもない幸運を恵めぐんでくれたと、マリアンネは思った。

「男爵の奥様ご自身が、わざわざ迎えにいらしたのですか？」

　母は別の意味で驚いている。するとエミリアは眉み間けんに皺しわを寄せて言う。

「お針子と言っても、女王陛下のお召し物まで扱あつかうのです。出しゆつ自じがはっきりしていて、健康で心こころ根ねのよい者でなければなりません。オズモンドの工房は、それはそれは厳きびしいのです」

「そ、そうなんですか。それではとても……」

　母が申し訳なさそうにしているのを押しのけて、マリアンネは前に出る。そして必ひつ死しにエミリアに訴うつたえた。

「男爵夫人様、お願いです、わたしをお針子にしてください。体は丈じよう夫ぶです。盗ぬすみなんてしたこともないし、噓うそも吐つきません」

「マリアンネっ、あんたって子は、失礼でしょ」

　何とか押しとどめようとする母を振り切り、マリアンネは顔を真っ赤にして訴えた。

「どんな仕事でもします。縫ぬえるんなら、ドレスを縫えるんなら、何でもします」

　ふわふわのドレスが、自分のものにならなくてもいい。ドレスをこの手で作ってみたい。魔法で作るのではなく、この手で作ってみたかった。

「それではマリアンネ。簡かん単たんな試験をいたしましょう」

　エミリアは御者の手にした荷物を取り寄せる。

「あ、どうぞ、その、狭せまくて汚きたないところですが」

　母は慌あわててエミリアを室内に招き入れた。

　寝室と居間しかない家だ。父と母は、夜になると古びたソファを二つ並べてベッドにしている。けれど家の中は綺麗にされていて、ケトルもピカピカに磨かれている。その様子を見てエミリアは安心したのか、勧すすめられるままに椅い子すに座すわった。

「お針子になったからといって、いきなりドレスは仕立てられません。最初は主に下着を縫うことから始めます。けれど下着といっても、上質な麻あさや絹きぬを使います。失礼かと思いますが、下着一枚の材料の値段で、あなた方の一家が一ひと月つき食べていけるでしょう」

「うっ……」

　下着一枚がその値段だったら、ドレスとなったらどうなるのだろう。恐おそらく三年は楽に食べていけそうだ。

「失しつ敗ぱいしたらどうなるか、それでお分かりでしょう？」

　エミリアは箱はこの中から、端は切ぎれを取り出す。けれどその端切れでさえ、マリアンネには宝物のように思えた。

「基き本ほんのランニングステッチと、バックステッチ、オーバーカストをやってみなさい」

　そう言われてマリアンネは慌てた。ステッチの名前など知らなかったから、どんな縫い方を言っているのか分からなかったのだ。

「見本を見せていただけますか？」

　おずおずと申し出ると、エミリアは箱の中から、綺麗に仕上げられた見本を取り出した。その出で来き映ばえの見事さに、思わずマリアンネはため息を漏もらしてしまった。

「男爵夫人様が縫ったものですか？」

「いいえ、私は……刺し繡しゆうなど嫌きらいなんです。これはうちの工房の、一番若いお針子が縫ったものです」

　一番若いお針子が、これだけの仕事をするのだ。マリアンネはすっかり自信をなくしてしまったが、こんな機き会かいは滅めつ多たにない。渡された細い針と絹糸を使って、見本通りに縫い始めた。

「手は速いようね。速くて正確、それが何よりです」

　マリアンネがやっている間に、母は特別な客用のお茶の缶かんを開き、エミリアのためにお茶を淹いれた。

　エミリアは優ゆう雅がな姿でお茶を飲む。そんな姿は、マリアンネにとって永遠の憧れ、本物のレデイのものだった。

「ミセス・ザウエル。お針子は工房に住み込み、新年を挟んで五日間の休みしかありません。給きゆう金きんは年ねん俸ぽうで支払いますし、衣い食しよく住じゆうの保証はいたします」

　お茶を飲み終えると、エミリアは言った。それはマリアンネが合格したということなのだろうか。

「男爵夫人、こんな子供がお役に立てるのでしょうか？」

「よい腕を持っています。それは認めます。毎日縫えば、もっと技量も上がるでしょう。ここにいても、いずれは市場で働くぐらいでしょう？　それではもったいない腕です」

「あ、ありがとうございます」

　けれど母はやはり不安そうだった。貧まずしいけれど、一家は仲良く暮くらしている。母としては、マリアンネが辛つらい思いをするのではないかと不安なのだろう。

「母さん、わたし、行きたい。お針子になりたいの。わたしがいなくなれば、みんなのパンが増えるし、お給金も貰もらえるのよ」

　母のために使用人を雇うことはできなくても、みんなが祝日にプディングや肉を食べられるかもしれない。それだけでも今のマリアンネにとっては、十分な幸福だった。

「夫も優すぐれた馬具職人です。鞍くらを縫ったりしているのを見て、いつの間にか針を持つことを覚えたようですが……」

　そこで母は目元を拭ぬぐうと、マリアンネをそっと抱きしめてきた。

「ああ、マリアンネ。こんなに早く、手元からいなくなるなんて、思っていなかったわ」

「年末には帰れるわ、母さん。みんなでプディングを食べましょう」

「そうね……」

　エミリアはマリアンネの決意に満まん足ぞくしたのか、すっと立ち上がりドレスを直した。

「明日には工房にいらっしゃい。持ち物は何もいりませんから。それとこれは少しですけれど、支し度たく金きんとして置いていきます」

　背はい後ごで様子を窺うかがっている、幼い弟妹の姿に気が付いたのだろう。エミリアは一ケ月分のパンの代金となる金額を、そっとテーブルの上に置いた。

　まだ仕事もしていないのに、こんなによくしてくれる人はそういない。マリアンネは素す直なおに喜よろこび、エミリアのためにもいいお針子になろうと思った。

　いつかはドレスを作れる。それが何よりもの夢になった。

　エミリアが出て行くと、御者が恭うやうやしく馬車の扉を開く。鷹おう揚ように頷うなずくとエミリアは馬車に乗り込み、もうマリアンネを見ることもせずに、姿し勢せいを正してしっかりと前を向いていた。

「母さん、見た？　あの人は本物のレデイよ」

「そうね……だけどこんな幼いマリアンネを働かせるなんて、父さんがどう思うか」

「父さんならきっと分かってくれるわ。だって父さんだって、十二から親方のところで働いていたんだもの。あっ、これ……」

　マリアンネの縫った小布は、そのままテーブルの上に置かれていた。自分としても綺麗に仕上がったと思う。

　美しいシルクの切れ端は、その瞬しゆん間かん、マリアンネの宝物となった。
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　オズモンド男だん爵しやくの被ひ服ふく工こう房ぼうには、大勢のお針はり子こがいた。就しゆう業ぎよう五年未満の見習いが二十人、その上が二十五人、さらにレースやリボンを縫ぬいつける専門のお針子がいた。それ以外には、ドレスの型かた紙がみを作るカマベールという男と、その部下が数人いた。

「あんたはまだ小さいから、カマベールに狙ねらわれることはないからいいわね」

　一人でやってきたマリアンネの面めん倒どうを見てくれることになったのは、十四歳のアネットだ。ほっそりしていて背の高いアネットを、マリアンネは見上げる。いきなり言われた言葉の意味が、よく分からなかった。

「狙われるってなぁに？」

「いいのよ、子供は分からなくても。最初の仕事は、自分の下着を縫うことからよ。さっさとやらないと、ずっと同じ下着で過ごさないといけないわ。だけど……あんた用の小さい服なんてないわね。どうする？」

「どうするって……」

「初めは新品を一枚、お古ふるを一枚ずつ貰もらえるの。だけど一番小さいのでも、まだ大きいみたい」

　マリアンネは最初に倉庫らしき場所に案内された。そこはまるで宝ほう物もつ殿でんのようにマリアンネには見える。くるくると巻まかれた大量の布が保管されていたのだ。

　そこの一画に、同じようなドレスがずらっと並ならんでいる。その中から、アネットは一番小さいのを選び出して、マリアンネに渡してくれた。それでも裾すそは引きずりそうだし、胸むねの辺あたりはぶかぶかになりそうだ。

　さらに真っ白なエプロンが二枚渡されたが、これもかなり大きかった。

「自分で何とか直すわ」

「そうね。それしかなさそう」

　お針子たちは、皆みな、同じドレスを着ている。青色と白のストライプの木綿のドレスで、その上に白いエプロンをしていた。エプロンにはポケットがあって、そこに必要なものの入った裁さい縫ほう箱ばこを入れるようになっている。

　アネットはその横にある箱から裁縫箱を一つ取り、中身をマリアンネに見せた。

　中には糸いと切きり鋏ばさみと針、それに指ゆび貫ぬきが入っている。

「いい、ここにある針の数は、仕事が終わったときに、必ず同じじゃないと駄だ目めなのよ」

「……はい……」

「一本でもなくしたら、見つかるまで部屋に帰れないからね」

　その意味はマリアンネにも分かる。針が刺ささったままの衣い装しようを着たために、体に針が入って命を失うしなうこともあるからだ。

「縫い針が五本と、まち針が二十本。折おれたら、お針子長のロザンヌに言って、新しいのと取り替えてもらうのよ。これはずっと使うことになるから、大切にしなさいよ」

「分かった」

「だけど何であんたみたいな子供が、ここで働けたのかしら。これまではあたしが最年少だったのに、簡かん単たんに記録を破やぶられちゃった」

　アネットは面おも白しろくなさそうだったが、すぐに気を取り直して説明を続けた。

「部屋は大部屋よ。五年が過ぎたら四人部屋、仕し立たて師しになれたら個室も貰もらえるし、ここを出て通かよいで働いてもいいのよ」

「仕立師って？」

「ただのお針子じゃないの。自分でデザインしたものを作っていいのよ。貰える給金も全然違ちがうわ。ドレスの売うり値ねの一割は貰えるのよ」

「す、すごいっ。パンがどれだけ買えるかしら」

　マリアンネが驚おどろく様よう子すに、アネットは苦く笑しようする。あんたって本当に子供ねと、その顔に書かれているかのようだ。

「ここの食事は結構ましよ。スープには肉が浮ういてるし、パンは焼やきたて。夜は魚か肉の料理が必ず一皿出るし。お針子は目を使うから、栄養が足たりないと目が弱くなるんですって」

「毎日、肉か魚がでるの？」

　それはすごいとマリアンネは感動した。家では夜も野菜スープとパンだけのことも多かったからだ。

「それだけじゃないわ。林りん檎ごとかオレンジも食べられるし、週に一度、ゼリーかプディングが食べられるわよ」

「し、週に、一度、ゼリーかプディング」

　気を失うしないそうになり、マリアンネの全身はぷるぷると震ふるえた。働くとは何て素す晴ばらしいことだろう。自分用のベッドがあり、きちんとした食事も与あたえられる。そのうえちゃんと給金も貰え、頑がん張ばれば仕立師にもなれるというのだ。

「こっちにいらっしゃい。ここが……端は切ぎれ置き場よ。元は高こう価かなものだから、勝かつ手てに盗とったりしたら怒おこられるんだから。いいものは、人形の衣い装しようにするんですって」

「へぇーっ」

　倉庫の隅すみには大きな箱があって、その中に裁さい断だんされた後の端切れが入っている。

「たまに上物のリネンとかあるけど、今日はなさそうね。いい、この中から自分の下着用の端切れを拾い出すの。今日の分で足りなかったら、また明日、端切れが出るのを待ちなさい。だけど下着用の端切れは争そう奪だつ戦せんだから、覚かく悟ごしておいたほうがいいわよ」

　下着を自分で縫うのは分かったが、端切れでちょうどいい大きさがあるはずもない。つまりお針子たちは、継つぎ接はぎの布で、下着を作らなければいけないのだ。

　この時代のスワンドールの女の子の下着は、股またのところを縫い合わせ、足を包つつむようにするゆったりめのペチコートと、上から被るようにして着る、袖そで無なしのシュミーズだ。

　ペチコートの裾に紐ひもを通し、より動きやすくするのが、若い娘や働く女性では普ふ通つうのことだった。

　どちらにしてもたっぷりと布を使う。綺き麗れい好きな娘だと、最低三枚は下着が必要になる。だがそれだけの端切れなど、どこにもない。

　マリアンネは咄とつ嗟さに、短めのペチコートについて考えた。どうせまだ背も低い。みんなが着るような、膝ひざ下したまであるペチコートなんていらない。

　シュミーズだってそうだ。レデイのように、何枚もペチコートを重かさね、さらにシュミーズの下にレースを縫いつけて、ドレスの下からさりげなく覗のぞかせるなんてことは、マリアンネには全く無用なことだった。

　膝下まであればそれでいい。だったらみんなの使う布の半分も必要とせずに作れるだろう。

「家族の下着、わたしが作ってたの。着られなくなったドレスやシャツで作ってたから、こんな新しい布で作れるなんて嬉うれしい」

「何でも嬉しいのね。羨うらやましい。あんたみたいに単たん純じゆんな頭していたら、きっとここでの暮くらしも楽しいでしょうよ」

「アネットは楽しくないの？」

「……朝から晩ばんまで、ペチコート縫う生活よ。楽しいと思う？」

「だって他に何もしなくていいんでしょ。勝手に家を出て行っちゃう弟を捜さがしにいったり、臭くさい生ゴミのバケツ抱かかえて、すぐに行っちゃうゴミ集めの馬車を、必ひつ死しに走って追おいかけていかなくてもいいんだわ」

　マリアンネの言葉に、ついにアネットは笑わらいだした。

　笑われるようなことを言っただろうか。それがマリアンネの現実だったのだ。

「あんた、結構悲ひ惨さんな生活してたのね。あたしの母は、貴族の家のお針子だったのよ」

「じゃ、アネットは貴族様の家で暮らしていたの？」

　またもやマリアンネは、くらっとくる。下町に育ったマリアンネにとって、貴族の家での生活なんてまさに憧あこがれ以外の何ものでもない。

「だけど追い出されたわ。今はもう家にお針子なんて置かずに、ここみたいな被服工房で作ったものを買う時代なんですって」

　アネットはそこで悲しそうな顔をした。きっと追い出されたときの辛つらさを、思い出してしまったのだろう。

　箱の中から、下着に使ったと思われる、上質な綿めんと麻あさの端切れを拾い出し、マリアンネは得とく意い満まん面めんになる。けれどそれではかなりのパッチワーク技術が必要になりそうだった。

「あんた……そんなのでいいの？」

「ペチコートとシュミーズが作れるわ」

「うそっ、それ、ゴミじゃない」

「ゴミなんかじゃないもんっ。糸と針さえあれば作れる」

「糸だけは、好きなだけ貰えるわよ」

　わくわくしているマリアンネを連れて、アネットは今度はお針子長のロザンヌのところに連れていってくれた。

　ロザンヌはでっぷりと太った女性で、もう娘と呼よべる年ねん齢れいではない。一人だけ離はなれたテーブルにいて、皆みなが縫い上げたものを検けん品ぴんしていた。

「お針子長様、今日から来たマリアンネです。ドレスとエプロン、それに裁縫箱を貰いました。それとこれが……下着用の端切れです」

　アネットに教わったとおりに、マリアンネはロザンヌに報ほう告こくした。するとロザンヌはじろっとマリアンネを睨にらみ、手にしたものをテーブルに置かせて点検する。だが端切れを見た途と端たんに、ロザンヌもおかしな顔をした。

「こんなもので下着を作るつもり？　人形の下着をこしらえるんじゃないのよ」

「はい、わたしはまだ小さいから、これで十分です。それに継ぎ接ぎは得意ですから」

　ぼろぼろに破やぶれたドレスやシャツから、まともな部分を切り抜いて、弟や妹の下着や服を縫っていた。だから縫っている途中で破れだす心配のない端切れなら、マリアンネにとっては楽な仕事なのだ。

「今日はまだ仕事をしなくていいわ。アネットに部屋に連れて行ってもらって、そのゴミ屑くずでさっさと下着を縫うことね」

　ロザンヌの口元には嘲ちよう笑しようが浮かんでいる。けれどマリアンネは気にもしなかった。

「明日からは、わたしもペチコートを縫うんですか？」

「とんでもない。まずは雑ざつ用よう係がかりよ。アネット、仕事の内容を教えてやりなさい」

「は、はい」

　何だ、いきなりペチコートは縫わせてもらえないのかと、マリアンネはがっかりした。けれどここの生活の素す晴ばらしさは分かったから、どんな仕事でも快こころよく引き受けないといけない。

　マリアンネは先せん輩ぱいのお針子たちが働く様子を見る。みんな必死になって縫っていたが、部門が別れているようだ。

　一番若いと思えるお針子たちは、ペチコートを縫っていた。それより年長らしきお針子は、シュミーズを縫っている。さらに一つのテーブルでは、シルクの靴くつ下したばかりを縫っていた。どうやらドレスは別の部屋で縫われているらしい。

　いつか仕立師になりたい。けれどその前に、まずドレスを縫う部屋までいけるようにならなければいけなかった。

「ねぇ、アネット、わたしもいつか、貴族のお姫様たちのドレスを作れるようになるかしら」

「そうね。なれるんじゃない」

　アネットはマリアンネを部屋まで案内しながら、気のない様子で言う。

「だけどそれまでに、死ぬほどペチコートとシュミーズを縫わせられるわよ。最初はおいしく思える食事だって、毎日毎日、ほとんど代かわり映ばえしなけりゃ飽あきてもくるし」

「アネットはここにいるのが嫌いやなの？」

「……貴族の家のお針子って、もっと自由だったわ。だけど母さんは、流りゆう行こうのものが作れなくてね」

　では流行のものとは何なのだろう。マリアンネには学ばなければいけないことが多そうだ。

「仕立師になるには、ちゃんと字が書けて、計算もできないと駄だ目めなのよ。だけどここで働いていたら、そんなこと勉強してる時間なんてないからね」

「うっ……」

「あたしは、いつかここを出て、小金持ちの男とでも結婚するわ。どうせ仕立師なんかになれないし」

　そんなに簡単に諦あきらめたら駄目と言いたかったが、確かに魔法を使えるのと同じくらい、仕立師になるのは大変そうだった。
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　マリアンネの継つぎ接はぎ下着は、オズモンドの被ひ服ふく工こう房ぼうの伝説になった。せっせと使えないような小さな端は切ぎれを集めたマリアンネは、来てから三日のうちに、自分用の下着を二枚ずつ縫ぬってしまったからだ。

　さらにその合間に、大きいドレスとエプロンを、自分用の大きさに直してしまった。しかも布を裁たつこともなく、縫い込むという技法でやってのけたのだ。

　けれどそんな技量があっても、マリアンネにすぐお針はり子この仕事は回って来なかった。最初の一年は、下働きしかやらせてもらえなかったのだ。

　お針子たちが使う糸の補ほ充じゆう、裁さい断だんされた後の布を集めること。床ゆかに散ちった繊せん維い屑くずの掃そう除じ。仕上がったものを、綺き麗れいな紙に包つつむ作業。そんなことばかりやらされていて、縫えないことに苛いら立だったマリアンネは、せっせと屑を集めて下着を縫う。

　そのおかげでマリアンネは、お針子の中でも一番の下着持ちになってしまった。

　二年目になると、やっとペチコートを縫う仕事に就つくことが許された。

　小さいものを扱あつかうのが上手じようずなことは皆みなが知っているから、マリアンネが手て掛がけたのは主おもに子供用のペチコートだ。仕事の速いマリアンネは、すぐに一日に指定された枚数を縫い上げてしまう。厳きびしいと評ひよう判ばんのロザンヌの検品でも、やり直しを命めいじられることはほとんどなかった。

　時間が余あまると、マリアンネは図書館へ赴おもむき、必死で文字と計算の勉強をした。計算能力が必要なのはよく分かる。ドレスを作るのに、どの布がどれだけ必要で、それには予算がいくら必要かまで、きちんと出せるのが仕し立たて師しなのだ。

　それに文字が読めて書けなければ、正確な注文書も作成できない。素そ材ざいの名前を知っていて、きちんと書けなければいけないうえに、物によってはややこしい外国語が混まじっていた。

　勉強の時間を確かく保ほするには、一日の規定枚数を少しでも早く仕上げねばならない。ところが最初のうちは子供用で難なんなくできたのに、次はレデイ用となって、大変さはどんどん増ましていく。

　三年目には、シュミーズ制作に回された。こうなるともう大変だ。やはり最初は子供用からやらされたが、次に担当したレデイ用となると長さもかなりある。

　けれど最終的にドレスを縫うつもりなら、シュミーズの長さで音ねを上げているようでは駄だ目めだ。綺麗にシュミーズを縫えないお針子に、ドレスの仕事が回ってくるはずもない。

　マリアンネは頑がん張ばった。すると二年後には、高級なシルクのシュミーズの担当となり、裾すそにレースをあしらう仕事まで任まかされるようになった。

　お針子の出しゆつ世せは、その座すわる位置で決まる。入り口から一番遠いのが、ペチコートの担当だ。続けてシュミーズとなるが、高級レースを使うようなものになると、入り口近く、ロザンヌのすぐ側そばになってくる。

　ロザンヌは自分では縫わない。毎日、毎日、ひたすら検品している。けれどこの厳しい目があるからこそ、オズモンドの被服工房は王室や貴族の御ご用よう達たしとなっているのだ。

　いつの間にかアネットとの位置は、逆転してしまった。いや、アネットだけではない。それより前からいるお針子をも抜いて、マリアンネは入り口近くの位置まで辿たどり着いていた。

　そしてついにマリアンネは、十六歳になった翌日、男だん爵しやく夫人のエミリアに特別室に呼び出された。

　工房にある特別室、そこにお針子は滅めつ多たに入れない。ここは賓ひん客きやくを迎むかえる部屋であり、経営者の男爵夫妻が寛くつろぐ部屋でもあった。

　美しい家か具ぐ調ちよう度どが置かれ、壁かべにはエミリアの若い頃の肖しよう像ぞう画がが飾かざられている。金髪の美女エミリアが、明るい水色のドレス姿すがたで、愛犬の真っ白なサモエドと一いつ緒しよに描えがかれていた。

「マリアンネ、よいお仕事をしているわね。私の目に狂くるいはなかったわ。あなたは、特別に優すぐれた手を持っている」

　執しつ務む用ようのデスクの椅い子すに座ったエミリアは、身の回りの世話をさせている侍じ女じよに命じて、マリアンネにもお茶をふるまってくれた。しかも滅多に口にできない、チョコレート菓が子しまで添そえてくれたのだ。

「あ、ありがとうございます。今日はあの、どのようなお話でここに呼ばれたのでしょうか？」

「そうね。たった六年で、しかもその若さで、ここまで仕事ができるようになったお針子はいないわ。私はそんなあなたの才能を、下着作りだけに使いたくないの。確かに、あなたの作った下着はとても好評だけど……」

　お茶を飲むマリアンネの手が震ふるえた。滅多に食べられないチョコレート菓子なのに、味わう余裕もない。

　エミリアが次に口にするだろう言葉を、マリアンネは聞きたくてたまらなくなっていた。

「ドレスよ、マリアンネ。そろそろドレス部門に異い動どうしましょう」

「だ、男爵夫人様、ほ、本当にいいのですか？」

　ここでドレスを縫えるようになるのは、みんな十年近く働いている者ばかりだ。わずか六年で、ドレスを縫うところまで行くのは、これまでにない早さだった。

「ではマリアンネ。ドレス部門に移れるかどうか、試験をしましょう。三日間で、部屋着を一枚縫いなさい。型紙と布は用意します」

「一人でですか」

「そうよ。それと……これは、あなたが頑張ったご褒ほう美びよ。今から街に出て、他の店を偵てい察さつに行きなさい」

「えっ……」

　お針子に自由はない。年に数回ある祝日と、新年を挟はさんでの五日間だけが休みなのだ。祝日には出掛けることも許ゆるされてはいるが、そんな日はどこの商店も休みで、他の店で売っているドレスなどを見に行くこともできなかった。

「その格かつ好こうでは、うちの使用人だとすぐにばれてしまうから、私の侍女のドレスを持ってきたわ。それに着替えなさい」

「よろしいのですか？」

「アマンダと背格好が似にているから、ちょうどいいでしょ。来たときはあなたもおチビさんだったのに……気が付いたら、もう娘になっているのね。私は娘を持ったことがないので、成長というものがよく分からないのよ」

　オズモンド男爵夫妻には、子供がいない。エミリアは男の子を一人産んだが、幼おさない頃ころに病やまいで亡なくしてしまったのだ。

「本当は皆みなを同じように連れて行きたいけれど、そうもいかないわ。オズモンドの被服工房は、他店のデザインを盗ぬすんでいるなんて言われたくないから。だから見込みのある子しか、連れ出さないの」

「ありがとうございます……」

　エミリアにとても気に入られている。そのことが分かって、マリアンネは嬉うれしかった。

「うちではカマベール・ドゥリョイがドレスのデザインを担当しているけれど、私はもっと新しいものが欲しいのよ。彼は冒ぼう険けんを好このまない。どんどん保ほ守しゆ的てきになっていくばかり」

　独ひとり言ごとのようにエミリアは呟つぶやく。

　一番最初にここを訪おとずれた日に、アネットに言われたことの意味を、マリアンネはもう理解していた。

　カマベールはお針子たちを、誰だれ彼かれ構かまわず誘さそうのだ。

　世せ間けん知しらずのお針子たちは、甘あまい言葉を囁ささやかれたり、外の世界の魅み力りよく的てきな話をされると、簡単にカマベールの誘ゆう惑わくに乗ってしまう。

　そしてカマベールはお針子を手に入れると、すぐに飽あきてしまって、ボロ切れのように捨てるのだ。

　マリアンネも祝日の日に外で食事をしようと誘われたが、即そく座ざに断ことわった。食事をした後に、恐おそろしいことをしてくると、すでに他のお針子たちから散さん々ざん聞かされていたから助かった。

　三十も半なかばになろうとするのに、カマベールは結婚もしないで、お針子や客のレデイを誘惑してばかりいる。エミリアもその噂うわさを聞いているだろうが、ドレスはカマベールのデザインで売れているので、追い出すこともできないのだ。

「アマンダ、着替えを出してあげなさい」

「はい、奥様」

　マリアンネより年上だろう。黒髪で美しいアマンダは、丁てい寧ねいに袋ふくろに入れておいたドレスを取りだす。濃こい茶ちやに緑みどりのリボンをあしらった、上品で大人おとなしい印いん象しようのものだった。

「これを……いいんですか？」

　毎日、お針子の衣装しか着ていない。

　外に出掛けるときは、フードの付いたマントを着ていく。それだって与あたえられたもので、個性なんてほとんどない。マリアンネはそれが寂さびしくて、端切れを集めて小さなリボンをたくさん作り、マントに縫いつけてささやかな演出を試こころみていた。

「素す敵てき、ベルベットだわ」

　思わずマリアンネはドレスを抱きしめてしまった。

「仕立師までなれれば、もうお仕し着きせのドレスを着ることはないわ。もっとも自分らしいドレスを着て、仕事をしていいの。けれど女性の仕立師はまだ少ないのよ」

　エミリアはマリアンネのドレスを脱ぬがすように、アマンダに示しめしながら言った。

「大切に才能を育てても、年頃になったら結婚してしまう。または最初から尻しり込ごみして、一生お針子でいいと思ってしまうの。上う手まくいかないものね」

　アマンダに促うながされて、マリアンネは着ていたドレスを脱いだ。その下に着ている下着を見られるのは少し恥はずかしい。相あい変かわらずマリアンネは、継つぎ接はぎの下着しか作っていなかった。

「マリアンネ、変わったデザインのシュミーズね？」

　興きよう味みを持ったのか、エミリアは近づいてきてマリアンネのシュミーズに触ふれる。そしてそれが無数の端切れを継いだものだと知って、手を止めた。

「あなたの技術の素す晴ばらしいことは分かったけれど、これはどういうことなの？　何か意味があるのかしら？」

「下着は端切れで作るように言われてますので、わたしは、少しの布でも継げますから、頑張ってみました」

　マリアンネは褒ほめられたと思って、胸むねを張って答える。

「待ってちょうだい。私は下着を端切れで作れなんて命めいじてないわ」

「え……そうなんですか？　わたしは、てっきり節せつ約やくのためになさっているんだと思いました」

「あなたたちのおかげで、オズモンドの被服工房は成なり立たっているのよ……。いいわ、この問題は後にして、出掛けなさい。あなたは店のものに何か訊きかれたら、オールム地方のガイザー卿きようの家庭教師だとでも言いなさい」

　それまで機き嫌げんのよさそうだったエミリアは、なぜか怒おこっているように見える。下着のことをまさかエミリアは知らなかったのだろうか。

「ガイザー卿って、どんな方なのでしょうか？」

「私が親しくしている方の、お兄様よ。地方の名家で、首都にはほとんどいらっしゃらないわ」

「ガイザー卿の家庭教師……小さな子供相手ですよね？」

「そんな真しん剣けんに考えなくてもいいわ」

　エミリアは苦く笑しようしながら、マリアンネに帽ぼう子しを被かぶせる。鍔つばの広い茶色の帽子には、控ひかえめに羽は根ね飾かざりが付いているだけだったが、それでもどこか上品さがあって、マリアンネを本物の家庭教師のように見せていた。
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　裏口からこっそりと街に出た。マリアンネの仕事は、他店のドレスのデザインをそれとなく見てくることだ。そんなことはどこの店でもやっていて、他店が流は行やらせたものは、すぐにどこの店でも同じようなデザインを作りだす。

　豊ゆたかな国であるスワンドールでは、これまで貴族の各家はお針はり子こを雇やとい入れ、家族のものをすべて縫ぬわせるのが普ふ通つうだった。けれど優ゆう秀しゆうなお針子などというものは少ない。縫うだけだったら上手じようずでも、新しいデザインまでできる者はそういなかった。

　そこでお針子たちを集めて、ドレスを作って売り出すという商売が始まった。お針子を何人も雇い、邸てい内ないで生活させ、同じ布で家中の者に古ふるびたデザインの服を着せるより、経済的でしかも快かい適てきだ。

　好きな布地で、色や柄がらも思いのままのものが作れる。多少値段は高くても、身持ちの悪い者や、どう説明しても思ったとおりに作れないお針子に苦く労ろうさせられるより、はるかに楽だった。

　オズモンドの被服工房の優すぐれたところは、異い国こくの仕し立たて師し、カマベールを雇い入れたことだろう。彼のデザインしたものは、それまで質しつ素そなデザインのものがほとんどだったスワンドールの社交界に、新しん風ぷうを巻まき起こしたのだ。

　以来、カマベール風のドレスを作ることが、レデイたちの流りゆう行こうとなった。けれど新しいものは、次々と生まれてくる。カマベールが自身の地位に慢まん心しんしたとき、凋ちよう落らくは静しずかに始まった。

　マリアンネは、数すう軒けんあるドレス工房を見て回った。店内に新作を飾ってあるところもあれば、デザイン画だけで選ばせるところもある。中には本当にここでドレスを作っているのだろうかと思える、怪あやしげな店もあった。

　おどおどとマリアンネが入っていくと、小バカにしたような態たい度どで応おう対たいする店員もいる。田舎いなか者ものめいたマリアンネの様よう子すに、どうせ買う気もないんだろうと思っているようだ。

　布のストックの少ない店。陳ちん列れつ棚だなに埃ほこりがある店。そんな店を見ると、マリアンネは自分の働くオズモンドの被服工房が、いかに素晴らしい店なのかよく分かった。

「男だん爵しやく夫人様は素晴らしい方だわ。わたしに勉強させようとしてくれたんだ」

　下町育ちで、お針子としてしか働いたことのないマリアンネは、社会のことを何も知らない。そんなマリアンネに、エミリアはドレスを買う人たちのことを教えてくれようとしたのではないだろうか。

　マリアンネは路ろ上じようで立ち止まり、道行く人の姿すがたをじっと見つめる。

　憧あこがれだったお金持ちの人たち。彼らはただ毎日綺き麗れいなものを着て、おいしいものを食べているだけじゃない。

　綺麗なドレスを着て、お洒落しやれしていく先には、彼女らの人生がある。

　よりよい結婚をするためには、美しく見せる必要もあるのだろう。いかに自分が金持ちであるか見み栄えを張るためにも、高価なドレスは必要だ。

　そういったレデイの事情が分からなければ、ドレスはただの布の塊かたまりでしかないだろう。

「お嬢じようさん、道に迷まよわれたんですか？」

　いきなり声を掛けられたが、マリアンネは最初自分に話し掛けられているとは思わなかった。

　何しろ相手は、黒髪で長身のとても美しい若者だったからだ。

　襟えり元もとの真っ白なカラー、シャツのレースは控ひかえめだが上質で、濃のう紺こんの体にぴったりと沿そったデザインの上着には、糸くず一つ付いていない。

　細身のズボンは今年から流行りだした灰色で、上着の下に着ている白い変わり織おりのベストともよく合っていた。

「完かん璧ぺきですね……」

　マリアンネは思わず呟いてしまう。

　すると若者は、紫むらさきに近い黒の瞳ひとみをマリアンネに向けて、不ふ思し議ぎそうに小首を傾かしげる。

「何が、完璧？」

「着こなしですわ。凄すごいです。まるでデザイン見本のよう。しかもブーツがピカピカ。あなたはきっと、まずい紅茶に文もん句くは言わないけれど、ブーツの汚よごれには耐たえきれないんでしょ？」

「おかしなことを言うお嬢さんだな。だけど当たっていますよ。ただし、まずい紅茶に文句を言うことはあるけれどね」

　若者は笑わらう。その顔はまさに美の結けつ晶しようといった華はなやかさで、マリアンネは視し線せんを逸そらさずまじまじと見つめてしまった。
















「お顔も綺麗な方ね。神様は美の配分に関しては、不公平だと時々思います」

「褒ほめられるのは嬉しいものだが、何だか照てれるな」

　あまりにマリアンネがじっと見ているので、若者の頰ほおに微かすかに赤味が増す。

「あ、私は怪しい者じゃない。ソルジェ侯こう爵家の長男のハリィ・ソルジェ。迷まい子ごになられたのなら、ご案内しますよ」

　それとなくハリィは腕うでを差し出した。

　そんなことはされたことがない。よくカマベールや、その部下の男たちが、お針子に向かって気き取どってやってみせるが、マリアンネは彼らの腕を取るようなことはしなかった。

　殿との方がたの腕を取るということは、エスコートされるということだ。それはレデイがされるものであって、マリアンネは自分をそんなレデイとはとても思えなかった。

　だから腕を取らずに、一歩後ろに下がった。

「ご親切にありがとうございます、ソルジェ准じゆん侯爵様。迷子ではありません。道行く人を、ただ見てました」

　差し出した腕を引っ込めねばならないことほど、紳しん士しにとって恥はずかしいことはない。けれどハリィは強要することなく、素す直なおに腕を引っ込めた。

「人を見ていたんですか？　それじゃ、何か面おも白しろいものは見られたのかな」

「今日一日歩いて見た中で、殿方で一番の洒落者はあなたですわ。わたし、紳士の服にはあまり詳くわしくないけれど、もしご自身ですべて選ばれたのなら、心からの賛さん辞じを贈おくります」

「ありがとう……。その、もしよければ、どこかでもう少し話しませんか？　お茶とケーキのおいしい店などでもいいし、もちろん、公園のベンチでも構いませんが。服に拘こだわりがあるけれど、それをこうも堂々と褒められたことがないので、もっとあなたの賛辞を詳しく訊ききたくなったんですが」

　マリアンネはそこで冷れい静せいになってきた。

　これはきっとすべての乙女おとめが夢見る場面なのだろう。高貴な若者との偶ぐう然ぜんな出会い。そしてそこから二人は親しくなって、いずれは恋に落ちる。

　アネットなんて、それこそ毎晩のようにこんな夢物語を語ってくれたものだ。

　けれどマリアンネは、自分がそのヒロインにはなれないことを知っている。

　なぜならマリアンネは、ただのお針子だから。

　今はいかにもいい家の家庭教師のように見せているけれど、持っているドレスはストライプのお針子の制服だけ。宝石も、髪飾りも持っていない。

　どう考えても、ハリィ・ソルジェとこれ以上親密になる必要はない。むしろあまりに楽しい思いをしてしまったら、後が辛つらくなるのがはっきりしていた。

「失礼なことを言ったかな？　母と妹が買い物していてね。女の人の買い物は長いだろ。その間、どうやって時間を潰つぶそうかと迷っていたんだ」

　ハリィは心しん配ぱいそうな顔になっている。もしかしたら自分を、軽くていい加か減げんな男と思われたのではと、焦あせっていたのかもしれない。

「図書館にいらっしゃればよろしいわ。それともなければ骨こつ董とう市いちとか。わたしと話すより、有ゆう意い義ぎに時間が潰せます。ソルジェ准公爵様、お話しできて嬉うれしかったです。それでは、ご機嫌よう」

　マリアンネはドレスの裾すそを摘つまみ、優ゆう雅がに見えるように努力して挨あい拶さつすると、今度は胸を反そらして大おお股またに歩き始めた。

　歩きだした途と端たんに、心臓が激はげしく高たか鳴なりだす。

　ハリィの姿が見えなくなった途端に、逆ぎやくに心の中でハリィの姿がどんどん大きくなってきてしまった。

　これはきっと毎日必死に働いたから、神のご褒美なのだろうと思う。

　ドレス部門に行けるかもしれない。チョコレート菓子を食べた。街に出て、他店を見て回る機会を与えられた。

　それだけでも特別な一日だったというのに、最後にはあんな素敵な若者と話す機会を与えてくれたのだ。

「これで一年間は、楽しめるわね」

　眠る前には、今でも楽しいことばかり考える。こんなに楽しいことがあったのだから、しばらくは思い出すだけで幸せになれるだろう。

　けれどこれは誰にも話せない。一人だけ特別な思いをしたとなったら羨うらやましがられるが、皆みなが皆、一いつ緒しよに喜よろこんでくれるわけではないのだ。むしろ嫉しつ妬とされて、嫌いやな思いをするのはマリアンネだった。
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　神様はやはり公平だ。いい思いをした後には、とんでもなく辛つらいことが待っている。

　マリアンネは個室で、エミリアから与えられた課題の室内着を作ることになった。布地はピンク色のシルク、型かた紙がみは用意されている。人体トルソーも一台用意されていて、後は布を裁たち、縫ぬい合わせるだけだった。

「鋏はさみ、針はり、まち針……」

　裁さい縫ほう箱ばこの中を確認する。布用の裁たち鋏ばさみも用意した。

「あれ、糸？」

　糸は布と一いつ緒しよにあったが、黒しかなかった。きっと用意した者が間ま違ちがえたのだろう。そう思ってマリアンネは、糸を貰もらいに行った。

　ところがいつもは開いている糸の入った箱に、珍めずらしく鍵かぎが掛かっている。そんなことは初めてだったので、マリアンネは戸と惑まどいながらロザンヌのところに行った。

「お針子長様、糸をいただきたいのですけれど」

　けれどロザンヌは返事もしない。ただ黙もく々もくと検けん品ぴんを続けている。

　そしてマリアンネは気が付いた。働くお針子たちの誰だれ一人として、マリアンネを見ないことに。まるでそこにマリアンネなんていないかのように、全員がマリアンネを無む視ししていたのだ。

「お針子長様……」

　マリアンネが話し掛けても、ロザンヌは決して見ようとはしない。お針子たちはロザンヌには逆さからえないから、他の誰かが親切に助けてくれるなんてことは絶対にないだろう。

　昨日あったことは、きっともうみんなに知れ渡ったのだ。それともなければロザンヌは、エミリアから下着のことで何か言われたのかもしれない。

　マリアンネの推すい測そくでは、ロザンヌはお針子たちの下着の布分を浮うかし、それをどこかに横流ししていたのではないかと思えた。

　一枚、二枚ならたいしたことではないが、これだけの人数がいればかなりの量だ。しかも何年もそうやって、布を浮かしていたのだから。

　エミリアがそのことを知るきっかけとなったのがマリアンネだったら、恨うらみにも思うだろう。だからロザンヌは、決してマリアンネに白糸を与えるつもりはないのだ。

　縫い目から少しでも黒糸が覗のぞけば、美しいピンクの部屋着の印いん象しようは台だい無なしになる。しかも部屋着はボタンで留とめるようになっているのだ。ボタンホールをかがるのに、黒糸では目め立だちすぎる。

　エミリアは邸やしきに戻もどってしまったから、完成するまで工房には訪おとずれない。誰にも助けを求められない状じよう況きようだったけれど、マリアンネはここでロザンヌの前に這はい蹲つくばるのは嫌いやだった。

　だがロザンヌは、マリアンネに黒糸しか与えなかったことを、エミリアにどう説明するつもりなのだろう。きっと何か素す晴ばらしい言い訳を用意しているのかもしれないが、それはエミリアが来たときの楽しみにとっておくことにした。

「糸がないよりましだわ」

　マリアンネは肩かたを怒いからせながら個室に戻った。

　もしかしたらドレス部門の人なら、助けてくれるかもしれない。そんな考えもちらっと過よぎったが、やはりここはどうしても自分の意い地じを貫つらぬきたかった。

「負けないんだからっ」

　最初の頃は、みんなマリアンネを可か愛わいがってくれた。マリアンネは素す直なおだったし、噓うそを吐ついたり意地悪なこともしない、誰にでも公正な子供だったからだ。

　みんなの優しさに応こたえるために、マリアンネは体調の悪いお針子の仕事を、恩おんを着きせることもなく手伝ってあげたりしていた。

　なのにマリアンネが少しずつ席を移動するようになってから、嫌みなことをよく言われるようになった。アネットですら、マリアンネに夢物語を語ってくれたりはしなくなったのだ。

　寂さびしかったけれど、一人の時間が増ふえて助かったと思うことにした。

　頭の出で来きがいい弟を、ちゃんとした学校に通かよわせたい。それにはお金が必要だ。お金を稼かせぐにはどうすればいいのか。魔法を身に付けるのを待つより、仕し立たて師しになればいいだけだ。

　だからマリアンネは勉強した。ゴミ箱に捨てられていた型紙を拾ってきて、ドレスの構造をこっそり学んだり、落らく書がきのようにしか見えない、カマベールの下書きもしっかり盗ぬすみ見た。

「もし他の誰かが、同じように選ばれても、わたしは絶対にこんな意地悪なんてしない。そりゃ多少、悔くやしいって気持ちにはなるだろうけれど、どんなに邪じや魔ましたって、本当に力のある人は上にいくものよ」

　型紙を布の上に置き、まち針で留める。そして蠟ろうチョークで薄うすく印しるしを付けた。仮縫いなどしている時間はない。絶対に表に縫い糸が見えないように、工く夫ふうして縫わなければいけないから、時間が必要だった。

　黙もく々もくと作業を続けながら、いつかマリアンネはハリィのことを思い出していた。

「きっと彼は社交界の人気者ね。侯こう爵しやくか……どれくらいお金持ちなんだろう」

　祝日に出掛けたときに、貴族の邸てい宅たくが並ならんでいる通りを歩いたことがある。どこの邸も大きくて、素晴らしい造りになっていた。あの邸のどれかが、ハリィの家だったのだろうか。

「クロゼットには、何枚も服があるはずよ。上着は紺こん、黒、茶色、深緑、紫むらさき、もしかしたら夏用に明るい色も持ってるかもしれない。シャツのレースは、あんまり派は手でなのは好きじゃないわね。だって男らしい顔には似に合あわないもの」

　そこでマリアンネは、思わずくすっと笑わらってしまった。ハリィがレースだらけのシャツを出されて、困こまっている様よう子すが浮かんでしまったからだ。

　二度と会えないだろうと思った瞬しゆん間かん、ハリィはマリアンネだけのものになった。

　現実のハリィではない。マリアンネの心の中にだけ生きている、ハリィが生まれたのだ。

　マリアンネはよく脳のう内ないで着せ替えをして遊ぶ。自分の姿すがたは鏡かがみでしか見ることができないけれど、その姿に自分で考えたドレスを着せてみるのだ。

　着せ替えの中にハリィが加わり、マリアンネにも楽しみが加わった。二人が並んだときに、お互たがいに映はえる色合いとか、デザインを考えるだけで何倍も楽しめる。

　現実のハリィは、マリアンネのことなどすぐに忘わすれただろう。どこかですれ違っても、気づきもしないに決まっている。

　けれどマリアンネはハリィを忘れることはない。

「あんな綺き麗れいな男の人が、この世にもいるのね」

　ここで見かける男といったら、カマベールとその部下のにやけた男たち。そして雑用をしている夫婦の旦だん那なと、厨ちゆう房ぼうに食材を届けに来る、八や百お屋やや肉屋、それに魚屋だけだ。

　マリアンネは父をとてもいい男だと思ってきたが、それ以上もいるものだと感心する。

「ハリィがパーティに行くと、レデイたちはみんな落ち着かないの。みんなハリィと踊おどりたがるんだわ」

　突然マリアンネは、差し出されたハリィの腕うでを思い出した。

「しまった。手を入れてみて、感触を覚えておけばよかったなぁ」

　きっとハリィのエスコートは巧たくみだろう。あの様子では、ダンスも上う手まそうだ。歩くだけでも、羽はねが生はえたような感じを味わわせてくれただろうか。

　ハリィと二人でパーティに行く様子を想像する。ところがそこで困こまった。貴族が出席するパーティなんて見たことがない。どんな料理が出て、みんな何を話しているのか、まるで分からなかった。

　孤こ独どくな作業は続く。そうしているうちに、あっという間に夜が来て、食事を知らせる鐘かねがなる。糸を隠かくされるより、食事を隠されるほうが辛い。マリアンネは部屋から飛び出して、食堂に走った。

　行ぎよう儀ぎが悪いのは分かっていたが、一番で料理を受け取り、急いでスープを飲む。そして肉料理をパンの間に、どんどん挟はさんでいった。そして木のトレイにそれを乗せて、また部屋に走って戻った。

　みんなと顔を合わせたくなかったし、食事の時間も惜おしかったのだ。

「あっ、今日はゼリーの日だったのに」

　パンを一つ残して食べ終え、洗面器に用意された水で手を洗っているときに思い出した。

「六年も食べてるんだもの。一回くらい食べられなくてもいいわ」

　そしてまたマリアンネは、孤独な作業と楽しい夢の世界へ戻っていく。

　今度はあのままハリィと、公園のベンチで話している場面が浮かんでいた。
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　三日の間に、一度だけ床ゆかにタオルを敷しいて寝た。それ以外は、ほとんど寝ずにマリアンネは部屋着を仕上げた。糸をほとんど見せずに仕上げたが、どうしても無理なボタンホールには、マリアンネは自分の髪かみを抜いて糸代わりにしたのだ。

　ブロンドまではいかないが、薄うすい茶色の髪は、ピンクに使っても違い和わ感かんはない。

「黒よりはましよ。良かった、黒髪じゃなくて」

　最後のボタンホールを仕上げながら、マリアンネはエミリアに怒おこられる覚かく悟ごはしていた。自分の髪を使うなんて、エミリアは許ゆるしてくれないかもしれない。

　それでドレス部門に移れないなら、それはそれで仕方がない。運命がマリアンネに意い地じ悪わるなだけだ。

　洗面器の水を取り替えて、顔を洗った。ほとんど寝ていないし、お風ふ呂ろにも入れなかったけれど、人体トルソーに掛けられたピンクの部屋着を見ると、疲つかれなんてみんな吹ふき飛んでしまった。

　エミリアに呼ばれるまで椅い子すに座すわってうとうとしていた。やっと呼び出されたが、エミリアは不ふ機き嫌げんな顔になっている。

「待たせてごめんなさい。できたものを見せてちょうだい」

「はい」

　襟えり付つきの、ゆったりしたデザインの部屋着だ。下まですべてボタンで留とめるようになっていて、そのままネグリジェとしても使えるし、ガウンを羽は織おればくつろぎ着にもなる。

「あら、ずいぶんと丁てい寧ねいな縫ぬい方をしているわね。縫い目がすべて隠かくされているけれど……」

　自分では縫わないと言うけれど、エミリアの目は鋭するどい。だからマリアンネは、本当のことを言うしかなかった。

「黒の糸しか貰もらえませんでした」

「黒？　だってこのボタンホールは？」

「わたしの髪の毛です。ご不ふ快かいでしょうね。今すぐ、白糸をくだされば、すぐに全部やり直します」

　そこで初めて、マリアンネは悔くやし涙なみだを流した。糸を隠されたことよりも、完かん璧ぺきに仕上げられなかったことに対する悔しさだ。
















「ロザンヌね？」

「誰がやったかなんて、どうでもいいんです。せっかくこんな素す晴ばらしい機会をいただけたのに、完璧なものを見せられなくて、それが……悔しいです」

　作業中、何度も悔しさで泣なきそうになった。そんなときは、ハリィのことを考えた。しまいには何も思いつかなくなって、ハリィと二人、無人島に流されたところまで考えてしまった。

　無人島には食べ物がない。ハリィは必死で探してくれたけれど、何も食べるものが見つからないところで現実に戻ったが、そういえばマリアンネは、昨夜の夕食も今け朝さの朝食も食べていなかった。

「ロザンヌには辞やめてもらいます。だけどどうやら、それだけでは解決しそうにないわ」

「男だん爵しやく夫人様、わたしの言ったことのせいで、工房にいられなくなってしまったんでしょうか？」

「あなたのせいじゃないわ。信頼というものは、時に、簡かん単たんに裏うら切ぎられるものなのよ」

「……裏切られるって……」

「じきに分かるでしょう。いいわ、とてもいい出来よ。ドレス部門への異い動どうを認めます」

「あ、ありがとうございます」

　もう糸を隠されたことなんてどうでもいい。エミリアが認めてくれたのだ。ドレス部門に異動できれば、ロザンヌに苛いじめられることもない。

　いや、ロザンヌそのものがここからいなくなるのだ。

「では男爵夫人様、白糸で縫い直します。そんな状態では、とても売り物にはならないでしょうから」

　マリアンネが申し出ると、エミリアはやっと笑え顔がおになった。

「これはあなたのものよ。ここでは試験に使われたものは、本人に与えることになっているの」

「えっ、えーっ」

　ピンクのシルクの部屋着。こんなものはレデイが着るものだ。ずっとそう思っていたのに、こんな素晴らしいものをマリアンネは手に入れたのだ。

「ドレス部門では、まず二枚、自分のためのドレスを縫いなさい。お客様の仮縫いや、布地を選ぶときのお手伝いには、そのドレスで接客すること」

「え、ええ、えーっ。それって仕し立たて師しにならなければ、できないことじゃなかったんですか」

「仕立師は年に一度、組合の試験によって選ばれるのよ。そう簡単に合格しないわ。受かるまでは、仕事の内容は同じでも、給きゆう金きんが違います。受かれば売うり値ねの一割が、あなたのものになるけれど、それまではこれまでの倍のお給金で、仕立師と同じ仕事をなさい」

　何と素晴らしいことだろう。これまでも新年の前に、たくさんお給金を持って帰れて嬉うれしかったのに、それがさらに倍になるという。

　しかも自分のためのドレスが縫えるのだ。

「ド、ドレスが、ドレスが作れるんですねっ」

「そうよ、おめでとう、マリアンネ・ザウエル。六年でここまで来たお針はり子こはいないわ。だけどマリアンネ、もしあなたの用意したドレスのデザインが、一つもお客様に選ばれなかったら、ずっと他の人の手伝いだけよ。仕立師にもなれないわ」

「か、覚悟は、してます」

　何しろここにはカマベールがいる。どの客もカマベールのデザインしたドレスを求めてやってくるのだ。マリアンネのデザインしたものなんて、誰だれも見向きもしないだろう。

　だがカマベールのデザインしたドレスを縫ううちに、きっとマリアンネにもどんなドレスが人気なのか、分かってくるはずだ。

「部屋の移動は、少し落ち着くまで待ってちょうだい」

「はい……では、あの自分のドレスの制作に入ってもよろしいでしょうか？」

「疲れているのではなくて？」

「いいえ、疲れてません」

　眠ねむ気けも疲れも吹き飛んだ。生まれて初めて、自分のためのちゃんとしたドレスが縫える。そんな幸福を前にして、じっとなどしていられない。

「それでは一号室のシフォンのところに行って、これからのことを教わりなさい。よい仕事をしてちょうだい……」

　エミリアは疲れた様子で言った。きっといろいろと心しん労ろうがあるのだろうと、マリアンネは部屋着を畳たたんで胸むねに抱だくと、弾はずむような足取りで一号室に向かおうとした。

　けれどその前に、空腹がもの凄すごいことになっていた。このままでは倒れそうだ。厨ちゆう房ぼうに寄って、堅かたくなったパンでもいいから貰もらおうと思って歩きだしたマリアンネは、いつも働いていた大部屋の様子がおかしいことに気が付いた。

「え……」

　みんなが作業を中断している。ロザンヌも当然、いつもの椅子には座っていなかった。

「あら、マリアンネが来たわ。だけど彼女は、男爵夫人のお気に入りだから、当然、ここに残るでしょうね」

　冷ひややかな目でロザンヌに見つめられて、マリアンネの足は止まる。

「いったい何があったの？」

　思わずアネットに訊きいてしまった。するとアネットは声を潜ひそめて、マリアンネの耳元で囁ささやいた。

「ロザンヌはここを出て行くそうだけど……カマベールも出て行くんだって」

「えっ？」

「カマベールが新しい工房を始めるそうよ。どうやらロザンヌとカマベール、くっついてたみたい」

「え、ええーっ？」

　エミリアが言っていた裏切りとは、つまりこういうことなのだろうか。ロザンヌがせっせと下着を誤ご魔ま化かして稼かせいだお金を、カマベールにすべて貢みついでいたのだとしたら、まさにとんでもない裏切りだ。

「今からそっちに行けば、来年にはお給金を倍にしてくれるって」

「え、えええっ？」

「みんな、どうしたらいいのか迷まよってるのよ」

「そんな、ひどいわ。男爵夫人様は、最初からみんなの下着をけちったりしてなかったのよ。それをどうにかしてたのは、お針子長でしょ」

　マリアンネの叫さけびに、一いつ瞬しゆん、辺あたりはしんと静まり返った。

「マリアンネ、そういうのを言いがかりって言うのよ。どこにそんな証しよう拠こがあるの？　それともあんた、男爵夫人から帳ちよう簿ぼのすべてまで見せてもらったのかしら？　あたしは最初から倹約するように言われて、そのとおりにしただけよ」

　普ふ段だんは無口なくせに、こんなときのロザンヌは雄ゆう弁べんだ。きっと何を言っても誤魔化されるに決まっている。

「いい、カマベールがいなくなったら、もうここに来るお客なんて、これまでの半分以下だわ。そうなったら仕事は、毎日、毎日、下着を縫うだけになっちゃうのよ」

　ロザンヌの誘惑に、皆の心が揺ゆれているのが感じられた。

「違うわ……そんなの違う。下着を縫うのだって、技術を高めるのに必要なことなのよ。みんながみんな、いきなりドレスを縫えるわけじゃないもの」

　マリアンネの呟つぶやきを聞いてしまったのか、ロザンヌはマリアンネを指さして言った。

「あんたは特別だっていうの。そうよね、何しろ黒い糸で、ピンクの布を縫えるんですものね。だったらあんたが、これからはここで一人でドレスを縫えばいいじゃない」

「そんなひどい……みんな男爵夫妻様には、お世話になってるのに」

「そうやってケチな男爵夫妻にいつまでも尻尾しつぽを振ってればいいわ。カマベールに付いてくる気持ちのある人は、あたしの後に付いてらっしゃい」

　ロザンヌがそう宣せん言げんしたときに、エミリアの姿が大部屋に現れた。

　こんなときなのに、エミリアはちっとも狼狽うろたえて見えない。むしろいつもより威い厳げんがあるように見えてしまう。

「皆さんにお伝えしようと思って来たけれど、どうやらもう伝わったようね。よろしい。今から、臨りん時じ休業といたしましょう。その間に、出て行く人は支し度たくをなさい。お給金は、今日までの分、きっちり日払いでお支払いしますから、心配しないように」

　ああ、何てエミリアは心が広いのだろう。なのにこの善ぜん良りようなエミリアが、裏切られて傷きずついているのがマリアンネにはたまらなく辛つらい。

　ロザンヌは勝ち誇ほこったような顔をしている。その顔を踏ふみつけてやりたかったが、さすがにそこまではできなかった。

「アネットはどうするの？」

「んっ……行こうかな。だってお給金、二倍だっていうし」

「それだけ？　それだけで行くの」

「それしかないじゃない。あたしはあんたとは違うもの。ここにいつまでもいたって、ドレスなんて縫わせてくれないし」

　それは自分のせいじゃないかと、マリアンネは言いたい。いつも検けん品ぴんに引っかかるような、雑ざつな仕事ばかりしていたら、とてもドレス部門なんて行けないのだ。

「何で……神様が見てるわよ」

「見てるんなら、どうして男爵夫人が裏切られるの。案あん外がい、悪いのは男爵夫人かもしれないじゃない」

　アネットの心ない言葉に、マリアンネはこれまでなかったほど深く傷ついていた。
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　マリアンネの心は決まっている。何があっても、オズモンドの被ひ服ふく工こう房ぼうから出て行く気はなかった。もし下着を縫ぬうお針はり子こが足たりないというなら、また元の仕事に戻ってもいい。マリアンネなら倍の速さで縫えるから、人数が減へった分を少しは埋うめられるだろう。

　みんながどうするかなんて知りたくないマリアンネは、マントを羽は織おって、一人で街まちに出て行った。

　アネットの話では、客が来なくて潰つぶれた店を、カマベールは買い取るのだという。その資金の一部が、自分たちの下着になるはずだったとしても、そんなことは今は誰だれも気にもしていなかった。

　ふらふらと歩いていたマリアンネは、やっと落ち着いて泣なける場所を見つけた。図書館の側そばのベンチで、周りには誰もいない。いるのは鳩はとばかりだ。

「うっ、うううっ、うーっ」

　ハンカチを顔に押し当てて、マリアンネは声を出して思い切り泣いた。

　もしエミリアに下着を見られなかったら、こんなことになっていなかっただろうか。それともカマベールは、どっちみちみんなを連れて工房を出て行くつもりだったのだろうか。

「うっ、ううう、うっ」

　泣いていたマリアンネは、髪かみに優しく触ふれた手に気付いて、慌あわてて顔を上げた。

「どうしたの、お嬢じようさん……」

　何とそこにいたのはハリィで、心配そうにマリアンネを見つめている。

「いやぁね、また夢見てるんだわ」

　あまりに混こん乱らんして、どうやら夢の中からハリィを呼よび出してしまったらしい。けれどハリィの体からは、夢にはない温ぬくもりと、微かすかに香水のようないい匂においがしていた。

「夢で泣いてるの？　とてもそうは思えないけど」

「もしかして……本物？」

「この世にハリィ・ソルジェを名な乗のる者が、他にいるのかな。失礼して、隣となりに座すわってもいい？」

「……ええ……」

　何という偶ぐう然ぜんだろう。神様は意い地じ悪わるをしたお詫わびに、どうやら少しだけ幸せをくれたらしい。

「何でそんなに泣いてるの。僕ぼくでよければ、話くらい聞いてあげるよ」

　もしかしてマリアンネのことなど忘わすれていて、また別の女性に親切にしているつもりなのかもしれない。そう思うと余よ計けいに悲しい気持ちになってしまう。

「なぜここにあなたがいるのかしら？」

「図書館に行けって、あのとき、君に言われただろ。そしたら面おも白しろい本を見つけてね。あれから毎日通かよって、読んでいたんだ」

　やはりハリィは覚おぼえていてくれたのだ。マリアンネは急に恥はずかしくなってきて、慌てて涙で汚よごれた顔を拭ぬぐった。

「実はあの後、もの凄すごく後こう悔かいしたことがあるんだ」

「なぁに？」

「君の名前を訊きかなかった。心にその姿を何度思い浮かべても、呼びかけることができないんだ。よければ教えてくれないかな」

「……マリアンネよ。マリアンネ・ザウエル」

「マリアンネ、いい名前だ。君に似に合あってる」

　ハリィの優しげな微笑ほほえみを見た途と端たんに、またもやマリアンネは泣きたくなってきた。

「ご、ごめんなさい。失礼して、泣くわね」

「どうぞ、遠えん慮りよなく、思い切り泣くといい。涙なみだは魂たましいの浄じよう化か作さ用ようだということだ。流してしまえばすっきりするよ」

「そ、そうね。うっ、ううう、ううっ」

　マリアンネは思い切り泣いた。そうしたら本当にすっきりしてきた。

「泣きすぎると、頭が痛いたくなるのね。初めて知ったわ」

「そうみたいだね。残ざん念ねんなことに、僕もここ数年、それほどの大泣きをしたことがないな。原げん因いんは何？　恋人にふられた？」

「ふってくれる恋人なんていないもの。そうじゃないの……とっても大切な人が、酷ひどい裏うら切ぎり行こう為いにあって、とても傷きずついていて、なのにわたしの力じゃ、何もしてあげられないのよ」

　またもや涙が出そうになったが、ひくっとしゃっくりが出ただけで収おさまった。

「その大切な人って、男性？」

　ハリィはさりげなく訊いているが、好こう奇き心しんを刺し激げきされているのははっきりと分かった。

「違ちがうわ。わたしの雇こ用よう主ぬしのレデイよ」

「そのレデイがふられたの？」

「どうしてそんな単たん純じゆんなことにしたがるの？　そんな簡かん単たんなことだったら、何もこんなに泣いたりしないわ」

　マリアンネの怒いかりに気が付いたのか、ハリィはすまなそうに頭を下げる。そしてマリアンネの手をそっと握にぎってきた。

「すまない。大変なことがきっとあったんだね。もし法ほう律りつ的てきなことで力が必要だったら、少しは役に立てるよ。僕は、法科の学生なんだ」

「ありがとうございます、ご親しん切せつに感かん謝しやしますわ、ソルジェ准じゆん侯こう爵しやく様」

　相手が侯爵の息子むすこであることを、マリアンネはすっかり忘わすれていた。自分の夢の中にいるハリィと、つい混同してしまったのだ。そこで貴族に対して話すようにしたら、逆ぎやくにハリィのほうが驚おどろいていた。

「いきなりどうしたんだ。そんな呼び方はしなくていいよ。ハリィと呼んでくれ。僕もマリアンネって呼ぶから。それに普ふ通つうに話そう。変に意識しなくていいんだ」

「誰にでも優しいのね、ハリィは」

「法律は万ばん人にんの味方だ。何も貴族だけが、自分たちを守るために法律に縋すがっていいわけじゃない。そう思わない？」

「ええ……」

　心の中のハリィより、どうやら本物のハリィはもっと賢かしこいらしい。ただの貴族の浮かれた若君ではないようだ。

「神様は、心こころ根ねの正しい、優しい人たちをもっと祝しゆく福ふくするべきよ。どうしてあんないい人が、酷い目に遭あうのかしら」

「何があったか、話す気にはならない？」

「ええ、ごめんなさい。今は、まだ言えないの」

「そうか、ならこうしよう。この先のカフェで、おいしいホットチョコレートを飲もう。そしたら簡単に元気がでる」

「だけどわたし、お金持ってないもの」

　裁さい縫ほう箱ばこの中に、少しだけお小こ遣づかいが入っているが、それも動どう転てんして置いてきてしまった。ホットチョコレートという言葉があまりにも魅み力りよく的てきでくらくらしたが、裁縫箱を取りに戻る元気もない。

「ご馳ち走そうするよ、マリアンネ」

「いいえ、いけないわ、ハリィ。わたし、こう見えても働いているのよ」

「そう、どんな仕事？」

「お針子なの……」

　ほら、それを聞いたら、もうわたしになんて関かん心しんないでしょとマリアンネは思った。

　お針子が賤いやしい仕事だなどと思ったことはないけれど、侯爵の若君で、法律を学んでいるハリィにとっては、何の魅力もない職業だろう。

「それじゃ、ホットチョコレートをご馳走する代わりに、しばらく僕の話し相手になってくれないか。それともすぐに仕事に戻らないといけないのかな？」

「今日は臨時休業になったの。それじゃあ遠えん慮りよなく、ご馳走になろうかな。今ね、無人島にいる気分だから」

「無人島？」

「何も食べ物がない状態」

「君の雇用主は、食事も与えないのか？」

　マリアンネはそこで勢いきおいよく首を振った。するとふわっとして、思わず体がハリィのほうに傾かたむいてしまった。

「そうじゃないの。一枚、部屋着を縫い終えたところなの。夢中になってて、食事もしなかったのよ」

　そこでハリィはマリアンネの手を引き、勢いよく立ち上がった。

「急ごう。すぐに無人島を出ないと、飢うえ死じにするぞ」

　やはりこれは夢の中のハリィじゃないかと思えてきた。マリアンネのハリィも、こんなふうに突とつ然ぜんおどけてみせたりするのだ。

　歩いていても、ふわふわした感じが消えない。食べていないだけでなく、寝てもいないことをマリアンネは思い出した。

　きっといつもの何倍も、みっともない様子をしているのに違いない。なのにハリィは変わらず優しかった。それでマリアンネは救すくわれている。

　街角にあるカフェは、洒落しやれた格かつ好こうをした若者たちで溢あふれていた。どうやら大学が休みで、学生たちが暇ひまつぶしに集まっているらしい。何人かがハリィに手を振っていたが、ハリィは軽く手を振り返すだけで、マリアンネの側そばを離はなれようとはしなかった。

　ホットチョコレートと一緒に、パイが運ばれてきた。それを見た途端に、またマリアンネの涙るい腺せんは緩ゆるむ。

「チョコレートは大好き。でも、お針子は白いものを扱あつかうから、休みのときじゃないと食べられないの」

「そうか。熱いよ、ゆっくり飲んで」

「ありがとう、ハリィ。これを飲んだら、神様にたくさん祝福されるわ」

　本当にホットチョコレートは熱々で、こってりと甘あまかった。まさに神に祝福された飲み物だと思える。

「チョコレートが味あじわえるこの国が大好き。ハリィ、あなたが困こまった人たちを助けたいように、わたしはこの国の女性を、綺き麗れいに着き飾かざらせてあげたいの。ドレスが好き。そしてドレスを着て、笑わらっている女性の姿が好き」

　チョコレートに酔よったかのように、マリアンネは話していた。ハリィが友だちもいるような場所に、マリアンネを伴ともなってくれたことが嬉うれしい。それだけでなく、お針子だからと軽けい視ししないハリィが嬉しかった。

「この国はいい国だ。世界中から、様さま々ざまなものを輸入する力がある。国によっては排はい他た的てきになって、異国のものを受け入れないところもあるからね」

「そうね、昔から、自由な国だったのよね。ハリィは図書館でどんな本を読んだの？　国によっては、本も自由に読めないって聞いたわ」

「君は、マリアンネ？　どんな本を読んでる？」

「服の歴史……。それと戦う女性の話も好き。女性の仕立師が少ないのは、みんな資格を取る前に、結婚して辞やめてしまうからなんですって。昔はこの国にも、女性ばかりの騎き士し団だんがあったのよ。戦う女性もいたのに、何で今の女性は戦うことを嫌いやがるのかしら」

　何でこんな話をしているのだろう。ハリィといると、つい思ったままに話してしまう。いつも心の中のハリィと話していたせいだろうか。

「わたしの雇用主は、落ち着いたマダムだけど、戦う人なの。ただ働いているんじゃないのよ。美のために戦ってるんだわ」

　おいしいホットチョコレートはなくなってしまった。パイも食べてしまうと、もうここを出ないといけない。ハリィとの楽しい現実が終わってしまう。マリアンネは名残なごり惜おしそうに、カップの底そこに残っているチョコレートを見つめた。

「口の中をさっぱりさせたいな。お茶はどう、マリアンネ？」

「そんな、ホットチョコレートをいただいたのに」

「お茶を頼もう。その間に今度は僕の話も聞いてくれ」

「ええ……」

　お茶を頼むと、大きめのポットにたっぷりと入って運ばれてきた。ソーサーにはさくさくのビスケットが乗っている。祝日でもないのに、とんでもない贅ぜい沢たくをしている気分だ。

「僕はいつも勉強では、法律関係の堅かた苦くるしい本ばかり読んでるんだ。だから息抜きには、不ふ思し議ぎな話を読むのが好きなんだよ」

「不思議な話？　魔法とか？　それならわたしも大好きよ」

「だったら君も、あの本をぜひ読むべきだ。不ふ老ろう不ふ死しの美女の話なんだ」

　少しだけど面白くない。美女の話にハリィが興こう奮ふんしていることが、なぜかマリアンネには面白くないのだ。

　それは嫉しつ妬とがさせることなのだが、マリアンネはまだ認めたくなかった。

「作者はアマゼウス・ギャレ。彼は最初、絵かい画がからその美女の秘ひ密みつに気が付くんだ。古い壁へき画がから、近代の有名な画家まで、同じ美女が描えがかれている。金髪で青い瞳、人の歴史と同じだけ生きている美女の話さ」

「美女って、みんな似にたような容よう姿しをしているのじゃなくて？」

　マリアンネは少し元気がない。自分はとても美女と呼ばれるような女性には、なれそうもないと思っているからだ。

「そんなに気に入った本なら、買えばいいのに。あなたお金持ちなんでしょ」

　少し意い地じ悪わるく言ってみた。けれどハリィはそんなこと気にもせず、笑え顔がおでマリアンネにお茶のお代わりを勧すすめる。

「百年も前の本だよ。もうどこにも売ってない。図書館の隅すみで、埃ほこりを被かぶってたような本なんだ」

　ハリィは楽しそうに言いながら、ビスケットを齧かじった。

「名前はバネラ、イパネラ、イネラ、そんなような名前で呼ばれてる。彼女が不老不死なのは、人の血を飲むからなんだよ」

「あっ、吸きゆう血けつ鬼きの話ね。それならわたしも聞いたことあるわ」

　ハリィは思っていたよりずっと子供っぽいところがある。そんなことを知るのも楽しい。

　マリアンネはゆっくりとお茶を飲んだ。楽しい時間を長引かせるために、マリアンネにできることといったら、それくらいしかなかったのだ。

「吸血鬼を法律でどう裁さばく？　税金の滞たい納のう？」

「さ、殺人罪じゃないの？」

「ところがイパネラだかバネラだかは、人を殺さない。餌えさとして飼かってるんだ」

「うっ」

　さすがにビスケットが喉のどに詰つまった。そんな顔は殿との方がたに見せていいものではないのに、マリアンネはハリィに見せてしまった。

「近代、台たい頭とうしてきている、実業家とか資本家と呼ばれている連中も、搾さく取しゆしていることは吸血鬼と変わらない。貴族階級の僕が言うのもおかしいけどね」

　いきなりハリィは、法科の学生の顔になる。そんな顔はとても知的で、思わずうっとりと見とれてしまうほどだった。

「労働力を搾しぼり取るのも、血を採とるのも同じだよ。マリアンネ、君の雇用主は、過か酷こくな労働を強しいてるんじゃないか？」

「いいえ。一日に仕上げなければいけない枚数は決まってるけれど、わたしだったら、ものによっては半日で終わるわ。終われば自由よ。そんなときには、図書館に行って勉強もできるの」

「それはとてもいい雇用主だね。そうか、それでその人のために泣いていたんだ」

「食事もおいしいわ。週に一度、プディングかゼリーを食べられる日があるの」

　ハリィがくすっと笑ったような気がした。きっとハリィの家では、毎日プディングが出るのかもしれない。そう思うとさすがに恥ずかしかった。

「ねぇ、ハリィ。わたしなんかと話していて楽しい？」

　不安が押し寄せてきて、マリアンネに正直な気持ちを語らせる。

「楽しいよ。楽しくなければ、お茶なんて頼まない」

　ハリィはじっとマリアンネを見つめて、笑顔で答えてくれた。

「チョコレートが効きいたみたい。とても元気が出たわ。ありがとう、ハリィ」

「どういたしまして。で、次に君がこの辺りをふらふらしているのはいつ？」

　真ま顔がおで言われて、マリアンネは返事に詰まる。

「祝日しか休みはないの」

「じゃあ、半日で仕事を片付けられる日は？」

「ないわ……。わ、わたし、ドレスを縫えるようになったから、とても忙いそがしくなるの」

「じゃ夜は……駄だ目めだ、レデイを夜に誘さそい出すなんて、不ふ謹きん慎しんだった」

　膨ふくらんだ風ふう船せんが萎しぼんでいくように、ハリィの気持ちが落ち込んでいくのがはっきりと分かった。それはハリィが、マリアンネともう一度会いたいと思ってくれているからだ。

「次の祝日までは、まだずっと日にちがあるよ。それまで待てって言うなら、大人おとなしく待つけどね」

「わたしを待つより……」

「図書館に行けだろ。毎日行ってるよ。もしかしたらまたこの辺りで会えるかなって、奇き跡せきを待ってた。一度は叶かなったから、次は自分で努力してみようと思ったんだ。また会いたいけど、迷めい惑わくなのかな」

「ハリィ……」

　わたしは毎日、あなたに会っていたわとマリアンネは告つげたい。けれどそんなことを口にしてしまったら、何だかとんでもないことが起こってしまいそうだ。

「じゃあ次の祝日、図書館のあのベンチで十一時に待ってる。それでどう？」

「あなたがそれでいいなら……」

　断ことわるべきだ。身分の違いというものが、この国にはまだあるのだ。ハリィがただの貧まずしい法科の学生だったら、マリアンネは喜よろこんで会うだろう。けれどハリィと何度会っても、友情以上のものを期き待たいすることはできない。

　それでも会うのだろうか。

　心の中にいる、夢のハリィで満足していればいい。なのにマリアンネは、やはり現実のハリィにも会いたくなってしまった。

「もう帰るの？　だったら送って行こう」

「いいえ……ここでお別れしましょ。今日はご馳走してくださってありがとう」

　ここで別れれば、ハリィは友だちの輪に入れる。そんな思いやりから出た言葉だったが、マリアンネは内心寂さびしかった。

「本のタイトルは『夜の女王』だよ。もし図書館に行ける時間ができたら、ぜひ読んでみて」

「ええ、そうね。読んでみるわ」

　図書館は仕事場からそんなに遠くはない。学校にも通えなかったマリアンネにとって、図書館は大切な勉強の場だった。

　また図書館に通えるような時間ができればいい。けれどこれからオズモンドの被服工房はどうなってしまうのだろう。

　また下着を縫う仕事に、戻らなければいけなくなるのだろうか。
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　騒そう動どうの日、マリアンネが戻もどるとすでに個室への移動が決まっていた。ざわざわする中、マリアンネは少ない私物を持ってすぐに個室に移った。

　自分用の洗せん面めん器きと鏡かがみがあるのは素す晴ばらしい。しかもベッドは、四人部屋のものよりも大きかった。

　何も考えたくなかったマリアンネは、それからはひたすら部屋に籠こもってドレスのデザインをした。そして自分の体に合わせて、型かた紙がみを作ってみた。

　誰だれに教わったわけでもない。六年間、みんなの仕事を盗ぬすみ見たり、書物で学んだものだ。

　一枚のぺらっとした布を、切って縫い合わせることで形にする。最初にこの方法を考えついた人は、天才だなとマリアンネは思った。

　大昔の人の衣い装しようのように、布をベルトやブローチで留とめて、体にまといつかせるだけでもいいのに、立りつ体たい裁さい断だんをすることで、より複ふく雑ざつなスタイルが作れるようになったのだ。

　絵を描かきながらマリアンネは、何度もハリィのことを思い出す。

　恋をしてはいけない。友だちになるだけ、虚むなしくそう繰くり返しても、もはや自分の気持ちを抑おさえることは難むずかしい。

　あの魅み力りよく的てきなハリィに恋しないなんて、不可能に近いことだった。夢の中のハリィがいればいいと思うけれど、現実のハリィに会ったせいか、ちっともイメージが浮かんで来ない。

　それよりも次の祝日に会うときまでに、ドレスを仕上げないといけないとばかり考えていた。

　翌日の朝、食堂に行くと、がらんとした感じでお針はり子この数はずっと減へっていた。料理を取るのに、いつものように並ぶ必要もない。マリアンネが近づくと、配はい膳ぜんの女性がぎこちない笑え顔がおで言ってきた。

「ドレスの人には、部屋まで届けることになってます」

「まぁ、ありがとう。嬉うれしいです」

　部屋着一枚を仕上げるのにも、夢中になると食事の時間に食堂に行けなかった。部屋まで届けてくれるとなったら、とても好こう待たい遇ぐうに思える。

「でも今日は、こちらでいただきます」

　スープはたっぷり余あまっていた。パンもたくさん残っている。日によっては、遅おくれてくるとパンも数えるほどしか残っていないことがあったのだ。

　マリアンネは残ったお針子を見回す。みんな元気がない。これからどうなるのか、不安なのだろう。

　アネットの姿すがたもなかった。

「さよならも言わないで、行ってしまったのね。何て勝かつ手てで、冷つめたい人たち。こうなったら、出て行ったことを後こう悔かいさせてあげるんだから」

　テーブルに着くと、マリアンネは猛もう烈れつな勢いきおいで食べ始めた。もう落ち込んでいる暇ひまなんてない。カマベールを見返すためにも、働くしかなかった。

　朝食を終えると、マリアンネはデザイン画を持って、一号室のシフォンの部屋を訪おとずれた。

「おはようございます。今日からドレス部門になりました、マリアンネです」

　シフォンは赤茶の髪をした大人の女性で、胸むねの豊ゆたかさはかなりのものだった。ちょうどマントを脱ぬいで壁かべに掛けているところだったから、自宅から通いなのだろう。
















「あのおチビちゃんが、もうここまで来たのね。私でさえ、八年かかったのに。ま、せいぜい頑がん張ばりなさい」

「はい、ありがとうございます。それで仕事のことなんですが、何を手伝えばいいんでしょうか。もしまだ仕事がないようなら、下着を手伝おうかと思って」

「あら、そんなこと気にしなくていいわよ。それよりあのカマベールが、ロザンヌとできてたんだって？　ロザンヌもバカよね。あんな女たらしの醜ぶ男おとこのどこがいいのかしら」

　シフォンは椅い子すに座すわると、すでにテーブルの上に用意されていたお茶のポットを傾かたむけ、紅茶を注そそぎながら笑わらった。

「男になんて貢みついでバカみたい。騙だまされてるのも知らないで」

「……」

　マリアンネは返事に詰つまる。

　大部屋で仕事をしているときは、近くにいたのはほとんどが十代の娘で、二十代がいても前半の年ねん齢れいだった。けれどシフォンは完全な大人おとなの女性で、しかもエミリアよりはずっと若い。

　どう応対したらいいのだろうか。

「男なんてどうしようもない生き物よ。カマベールは今頃、ハレムの王様気分なんじゃない」

　紅茶を飲みながら、シフォンはバッグを開き、手鏡を取りだして化け粧しようを直し始めた。

「お家から通ってらっしゃるんですか？」

「そうよ。売れない絵描きの亭てい主しゆと、猫ねこが一匹いるの」

「けっ、結婚してらっしゃるのっ」

　これは大きな驚おどろきだった。結婚していても、働く女性は多い。けれどみんな市場とか、金持ちの家の使用人などだ。後はエミリアのように、女主人となっているものがほとんどで、マリアンネはお針子で結婚している女性に会うのは初めてだった。

「ええ、そうよ。正確には、亭主を飼かってるってとこかしらね」

　自じ嘲ちよう気ぎ味みに言いながら、シフォンは口紅を塗ぬる。すると美しい顔立ちが、より華はなやいだ印いん象しようになった。

　シフォンの部屋に置かれた人体トルソーには、縫ぬいかけの華やかなドレスが掛けられている。それはカマベールの作るものと違って、どこかエロティックな雰ふん囲い気きだった。

「素晴らしいドレスですね」

　マリアンネの視線は、自然にそのドレスに吸い寄せられた。いかにもシフォンの作品、そんな感じがする。

「歌うた姫ひめの舞ぶ台たい用ようのドレスよ。カマベールはこの仕事を取りたがってたけど、歌姫が選んだのは私のほうだった。ザマアミロ」

　そんな汚きたない言葉を平然と口にするシフォンに驚いて、マリアンネは思わずポカンと口を開いてしまった。

「カマベールが何よ。いなくなってせいせいしたわ。私が亭主持ちだって知ってるのに、しつこい、しつこい。帰りに何度待ち伏ぶせされたか分かりゃしない」

　シフォンは形のいい眉まゆを上げる。怒おこった顔も、なかなか魅力的だった。

「心配しなくってもいいのよ、マリアンネ。カマベールのセンスなんて、もう時代遅おくれなんだから、店を構えたって、じきに上う手まくいかなくなるわ。それに大勢お針子を連れていったかもしれないけど、下着しか縫えないようなお針子よ」

　シフォンは立ち上がり、腕うでに針山を巻まき付ける。そしてマリアンネを見た。

「暇ひまなら、裾すそのレース付けやって」

「あ、はい。あの、それで自分のドレスなんですけど、デザインを見て欲しくて」

「んっ、いいわよ。どれ」

「あ、ありがとうございます」

　マリアンネは張り切って、何枚も描いたものを取りだした。

「布地は、高いものはいただけませんよね？　レースとかは、いただけるんでしょうか？」

「ん……この胸元のは何？」

　素す早ばやくシフォンは一枚を抜き取り、マリアンネに質問してきた。

「はい、初めて自分のドレスを作るので、胸元を取り替えられるようにしようかなと思って。そうすれば、いろんな着こなしができるっていうか、華やかにも、清せい楚そにもなるんじゃないかって思ってるんです」

「ふーん……男爵夫人のお気に入りだけのことはあるわね。よく考えつくもんだわ」

「え、いえ……そんな」

　みんながマリアンネのことを、エミリアのお気に入りと言う。本当にそうなのか、マリアンネにも分からない。

「いいんじゃない、それで。だけどレースは自分持ちよ。使った分だけ、給金から引かれるわ。ドレス部門はお給金も倍だけど、下着から靴くつまで、みんな自じ腹ばらよ。年に六着分だけ、ドレスの生地は貰もらえるけど、あまり高いものだと、追加分を引かれるわ」

「あ、そうなんだ……」

　やはり世の中は甘あまくない。豪ごう華かなレースを使ったドレスを、簡単にくれるはずもなかったのだ。

「それより靴を何とかしなさい。磨みがいているのは分かるけど、革かわがもう傷きずだらけじゃない」

「あ、はい……」

「働いたお金は、家に入れてるの？」

「そうなんです。弟と妹が五人もいるから」

　マリアンネの返事に、シフォンは大げさに肩かたをすくめてみせる。そんな動作もどこか粋いきで、いつの間にかマリアンネはシフォンが好きになっていた。

　シフォンは人体からドレスを外すと、作業台に乗せる。そして仮止めしていた袖そでを外はずして縫い始めた。

　マリアンネも椅い子すに座すわり、ドレスの裾に縫いつけられる、深しん紅くのレースの仮縫いを始める。

「手が速いわね。それに正確だわ」

　褒ほめられてマリアンネは舞まい上がり、思わず針先で指を刺さしてしまった。

「あら、言ったさきからこれなんだから」

「す、すいません。レースには付けてませんから」

「そうね。でも赤でよかったわ」

　叱しかることもせず、シフォンはさりげなくマリアンネを庇かばう。マリアンネはこんなお姉さんか叔お母ばさんがいたらよかったのにと思ってしまった。

「お針子が減へって、男爵夫人様は困こまらないでしょうか？」

　つい気になっていることを訊きいてしまった。するとシフォンは作業を続けながら、抑よく揚ようのない声で答える。

「下着は、そんなに利り益えきがないのよ。男爵夫人は、お針子の技術向上のために、やらせているだけ。そうやってお針子の腕を見るの。何年も大部屋から抜け出せない子は、こっちに来ても続かない」

「ああ、やっぱり」

「ドレスの仕立てのよさは、どんなところで分かると思う？」

「さぁ……」

　シフォンの手も、マリアンネと同じように速い。しかも正確で、縫い目はほとんど目立たないくらい巧たくみだった。

「パーティよ。ダンスのときに裾を踏ふまれて、布地が破やぶけたらいいの。縫い目が破けたら、それはお針子のせい」

「あ、あーっ、そうですね」

「下着は何回も洗うでしょ。そんな洗いに耐たえられる縫ほう製せいが必要ってことよ。だから男爵夫人は、下着でお針子の腕を鍛きたえるの」

「う、うう」

　マリアンネはこくこくと頷うなずく。シフォンの言葉は、とても勉強になった。

「ここの下着は評ひよう判ばんがいいのよ。何回洗っても、ほつれることが少ないから。信頼って意味分かる？」

「はい……分かります」

「信頼はね、一日じゃ作れないの。カマベールのデザインは好評でも、彼は縫うのはほとんど人任せ。心配しなくても、お客はすぐに戻ってくるわ」

「シフォンさん、お、お姉様って呼びたいくらい」

　そこでシフォンは体を揺ゆすって笑わらいだした。

「私も、あなたみたいな妹がいたら嬉うれしいわ。私の家族はね。火事でみんな死んでしまったの」

「……」

　マリアンネの瞳ひとみに涙なみだが溜たまった。自分には愛する家族がいて、帰る家のあることが特別なことに思えてきたのだ。

　だがシフォンには、新しい家族がいる。それがせめてもの救いだろう。

「だ、旦那様とは、どこで知り合ったんですか？」

　泣きたくないから、マリアンネは話題を変える。するとシフォンは楽しそうに話しだした。

「似に顔がお絵え、描いてたのよ、彼。一枚が、パン二個の値ね段だん。でも一日に一人のお客もいないときがあるんですって。だからね、私が毎日、彼のところへ足を運んで絵を描いてもらっていたの」

「す、素す敵てきっ。何て素敵なのかしらっ」

　アネットのいい加か減げんな夢物語より、ずっと素晴らしい恋話に思える。マリアンネは素直に感動していた。

「いつか彼の絵が売れたら、下町で小さなお店を出したいわ。こんな高いドレスじゃなくて、もっと安いドレスを売るの。それが私の夢」

「夢……」

　ではマリアンネの夢は何だろう。ここまで来るのが夢だった。その夢が叶かなった今、次の夢に向かわないといけない。

「わたしの夢は、まずはカマベールになんて負けないことかな」

「そうよ、それにはまず、いい仕事をすることよ。後でドレス部門のみんなに紹しよう介かいするわ。急ぎの仕事を受けている人のものは、みんなで手伝うの。それも勉強よ。終わったら、自分のドレスを縫い始めなさい」

「は、はいっ」

　祝日までには、新しいドレスを作りたい。個室だから、夜の時間も自分の好きなように使えるのはありがたかった。
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　最初のドレスは、明るい緑色にした。自分の瞳ひとみの色に合わせたのだ。襟えり元もとのレース部分は取り外しができるようになっている。カラーにしてリボンをしたり、レースの色を変えればそれだけで雰ふん囲い気きが変わる。

　レースは高いので、マリアンネは下着用のシルクの端は切ぎれを貰もらい、それを工く夫ふうして様さま々ざまな形に加か工こうした。もう端切れで下着を作ることはなくなったから、思ったよりたくさん端切れは手に入ったのだ。

　何段もの小さなフリルを重ねた胸むな元もとは、とても華はなやかな雰囲気だ。袖そで口ぐちにもお揃そろいのものを作ってみたら、より豪ごう華かな印いん象しようになる。もう一つのは布地を丸めて花のようにして飾かざった。白しろ薔ば薇らのようで、これもとてもお洒落しやれになった。

　これにはシフォンも舌したを巻まき、大だい絶ぜつ賛さんしてくれた。しかも仕事の合間に、五日で一枚を縫ぬい終えたので、それもまた褒ほめられた。

　そして一週間が過ぎた頃ころ、以前マリアンネが見に行ったときには埃ほこりで汚よごれていた店が綺き麗れいに改装され、カマベールドレスという看かん板ばんを新あらたに掲かかげてオープンした。

　カマベールを贔ひい屓きにしていた客たちが、申し訳なさそうにしながらオズモンドの被ひ服ふく工こう房ぼうの前をとおり、カマベールの店に入っていくのを、マリアンネは二階の個室の窓まどから見ていた。

　エミリアはそれで落ち込んだりする様よう子すもなく、お針はり子こも減へったが、同じように注文も減ったのだから、より丁てい寧ねいな仕事をするように命めいじた。

　確かにカマベール贔屓の客は減ったが、ドレス部門となると皆みなそれぞれ顧こ客きやくを持っている。カマベールが強ごう引いんに手伝いを命じることがなくなったから、全員がより丁寧に仕事に取り組めるようになっていた。

「カマベールの店の食事はおいしいのかしら。とても立りつ派ぱな厨ちゆう房ぼうがあるようには、見えないんだけれど」

　ここよりずっと狭せまいカマベールの店では、お針子の部屋はない。みんな近くの下げ宿しゆく屋やから通っているようだ。早朝にぞろぞろとカマベールの店に向かって歩いていく、かつての同どう僚りようたちの姿が見られた。

　カマベールの店の前には、すでにずらっと馬車が並んでいる。どうやら馬車の中で、店内に案内されるのを待っているらしい。

　またもや造つくりのいい馬車がやってきた。ところがカマベールの店までいかず、この店の前で停とまっている。

「お客様だわ」

　マリアンネは急いで、お針子用のストライプのドレスから、自作のドレスに着替えた。

　まだ自分の顧客など一人もいないマリアンネだが、どういう接客をするのかぜひ見てみたい。大部屋時代には、客の前に顔を出すことなどなかったからだ。

　ドレスには真っ白なカラーを付け、濃こい緑色の端切れで作ったリボンタイを結んだ。そして新しいピカピカの靴くつを履はく。

「どうか、わたしも接客の席に呼ばれますように……」

　マリアンネは祈いのる。その祈りの効こう果かがあったのか、シフォンがマリアンネを呼びに来た。

「お客様よ」

「は、はいっ」

　緊きん張ちようのあまり、よろよろと歩きながら、一階の接客用フロアに出向いた。

　フロアはいくつかに別れていて、衝つい立たてで仕切ってある。客同士が顔を合わせないですむようにとの配はい慮りよからだ。

　豪ごう華かな来客用のソファとテーブルが置かれていて、そこでお客はまずお茶とお菓か子しの接待を受ける。接客するのはこれまではカマベールだったが、今はエミリアがやっていた。

　お針子は衝立の外に並び、何か質問されたら意見を口にしていいことになっている。私語は厳げん禁きん、姿勢を正して立っているだけだ。

　お客によっては、お針子のドレスを見て話し掛けてくることもあるそうだが、そんなときは速すみやかに、感じよく答えるのが基本だった。

　どんな客だろう。貴族の姫君、実業家の若奥様、それともシフォンの顧客のような、売れっ子の歌姫だろうか。

　ソファに座っているのは、上品な黒髪の貴婦人だった。その横に、まるで人形のように愛らしい少女が座っている。

　こんな美しい人たちのドレスを作れたら、どんなに楽しいだろうとマリアンネが思ったとき、ソファではなく椅子に座っていたもう一人の客に気が付いて、マリアンネは息を吞のんだ。

「ハリィ……どうして」

　ハリィがいる。ということは、いつも買い物に付き合わされると言っていた、ハリィの母親と妹なのだろうか。

　そういえばよく似にていた。ハリィが美しいわけだ。ハリィのような息子むすこがいるとはとても思えないほど、母親は若くて美しい。

「ソルジェ侯こう爵しやく夫人、当店のドレス担当者です」

　エミリアがそれとなく紹しよう介かいすると、そこにずらっと並んだ七人のお針子が、一いつ斉せいにドレスを摘つまんで挨あい拶さつする。

「カマベールは、もういないのでしょ」

　人形のような美少女は、途と端たんに不ふ機き嫌げんそうになる。

「お母様、カマベールのドレスを作ってくださるお約やく束そくよ」

「ドリィ、カマベールは店を移られたのよ」

「だったらそっちに行けばいいじゃない。これならうちのお針子にやらせても同じだわ」

　見かけに似合わず、ハリィの妹であるドリィの言葉は辛しん辣らつだ。

「いいかい、ドリィ。うちのお針子はもう老ろう齢れいなので、目も利きかないからと隠いん居きよしたんだ。カマベールは売れっ子かもしれないけれど、今からドレスを頼たのんでも、仕上がるのはきっと何年も先だよ」

　ハリィがそれとなくフォローしてくれる。けれどドリィは唇くちびるを尖とがらせて、あからさまに不機嫌そうにしていた。

「だって、みんな普通のドレスしか着ていないじゃない。こんな地味なドレスが欲しいわけじゃないわ」

　ドリィの言葉に、マリアンネはむっとする。

　このドレスは確かに印いん象しようは地味かもしれないけれど、縫ほう製せい技術の確かさの証明みたいなものなのだ。裾すそを踏ふまれても、縫い目からびりびりと破やぶれていくようなことは決してない。

　しかもこれは仕事着だ。パーティに行くのなら、こんにドレスは作らないが、残ざん念ねんなことにマリアンネにはパーティの招しよう待たい状じようが届くなんてことはなかった。

「お嬢じよう様さま、これは当店の仕事着でございます。働きやすく、清せい潔けつ感かんのあるものを、それぞれが工く夫ふうして作っております。よろしければこれから、お嬢様のためのドレスの下書きなどさせますが、それからご検けん討とういただくというのはいかがでしょう？」

　エミリアの申し出に、マリアンネは内心そのとおりと頷いた。

「男爵夫人、私、待つのは嫌きらいなの」

　自分の母親よりも年上のエミリアに、ドリィは平然と口にする。なぜあんなに優しく穏おだやかなハリィに、こんな意い地じ悪わるな妹がいるのだろう。マリアンネには不ふ思し議ぎに思えて仕方がない。

「お待たせはいたしません。一人二枚ずつ描かかせますので、その中からお気に召したものがありましたらよろしいのですが」

「少しぐらい待ったっていいじゃないか。僕ぼくなんか、いつでもドリィの買い物に付き合って、何時間も待たされてるぞ」

「そうよ、ドリィ。待っている間に、布の見本など見せていただきましょう。ここはとてもよいものが揃そろっているわ。さすがハリィのお奨すすめだけのことはあるわね」

　侯爵夫人の言葉で、マリアンネはハリィがここに二人を案内してきたことを知った。

　どうしてなのだろう。もしかしたらハリィは、ここにマリアンネがいると思ったのだろうか。まさかそんなことがあるはずはないと、マリアンネはどきどきしながらそっとハリィを盗み見た。

　ハリィはその視線に気が付くと、にこっと微笑ほほえむ。その顔には、もう事情はすべて分かっていると書かれているかのようだ。

　雇こ用よう主ぬしが裏うら切ぎられたお針子となったら、ハリィにも簡単にばれてしまったかもしれない。マリアンネが直接聞くことはなかったけれど、巷ちまたではカマベールの独立はすでに噂うわさになっているだろう。

「あの、よろしければドレスの長さなど知りたいので、お嬢様、一度立っていただけますか？」

　シフォンの申し出に、ドリィはきゅっと唇を嚙かみしめた。そして一いつ瞬しゆん、シフォンを睨にらむように見み据すえたが、渋しぶ々しぶと立ちあがる。

　ドリィが着ているオレンジに白をあしらったドレスは、やはりどこか古ふる臭くさい。いい布を使っているだけにもったいないような気がする。腰こしから下が膨ふくらみ過ぎていて、瘦やせたドリィには重たすぎる印象だ。

　けれどその理由が、マリアンネにはすぐに分かった。

　ドリィは左足が悪いのだ。それで真まっ直すぐに立つことができない。

　若い貴族の姫君たちが、競きそって店でドレスを作るようになったのに、ドリィが侯爵家の老おいたお針子にドレスを作らせていたのには、そんな事情もあるのだろう。

「それでは皆様、すぐに侯爵家のお嬢様のドレスをデザインしてください」

　エミリアの掛け声で、皆は使われていない接客テーブルにそれぞれ散ちって、紙にデザインを描き始めた。

　まだ十二歳くらいにしか見えないが、実際のドリィの歳としはいくつなのだろう。そういえばハリィの歳も知らなかったことに、今さらのようにマリアンネは気が付く。

　瘦せていて背が低く見えるから、ドリィを少女のように思ったが、もう少し上だったら微び妙みような年頃だ。

　子供じみたデザインでは、きっと腹はらを立てる。かといってレデイのようにしてみても、胸や腰のラインがまだ平らだから、背せ伸のびしているようでおかしくなってしまう。

　カマベールだったらどうするだろう。やたらレースやリボンを使い、華はなやかさを演出するカマベールは、そのため若い女性たちから支持されている。ドリィもそんな華やかさを求めているのだろうか。

「卑ひ怯きような手を使ってすまない」

　声に顔を上げると、ハリィがいかにもデザインを覗のぞき込んでいるようにしながら、話し掛けてきた。

「図書館に行ってないね」

「ええ……時間がなくて」

「そうか……だから気が付かなかったんだ。本の間に、秘密の暗あん号ごう文ぶんを挟はさんでおいたのに」

「えっ？」

　そこにエミリアが通りかかったので、マリアンネは聞こえるような声でわざと質問していた。

「お嬢様のお歳を伺うかがっておりませんでした」

「あ、ああ。十四歳だ。じきに十五歳になる」

　それではもう心は乙女おとめだ。少女ではない。

「失しつ礼れいは詫わびる。小さい頃に怪け我がをしてね。それ以来病気がちで、家にばかりいるから」

　だから失礼なことを言っていいという理由にはならない。そう思ったけれど、ここで言うべきことではなかった。

「母は社交界では顔が広い。少しでも力になれればいいと思ったけれど、余よ計けいなことだったかな」

「いいえ、ご厚こう情じように感謝しますわ」

「洒落しやれたカラーだね。女性がそんなカラーをつけて、タイをしているのは初めて見た。君のデザイン？」

「ええ……」

　ハリィが褒めてくれたことが嬉しくて、マリアンネの頰ほおは真っ赤になった。

「店も上品で、いい感じだ。男爵夫人はまさにドレスのために戦う貴婦人だな」

　どうやらハリィは、マリアンネと話したくてたまらないらしい。けれどマリアンネはデザインを描くのに必死で、返事もどこか上の空だった。

「会うのに妹のドレスはいい口実だ。君のデザインが選ばれればいいのに」

「ずるをするのは嫌です。だから変にわたしのを奨すすめたりなさらないで」

「うーん、分かった。でも安心した。僕の推すい理りはぴたり、正解だったね。君の居場所がはっきり分かって、もう悩なやまなくてもよくなった」

「何を悩んでらしたの？」

「君が現実に存在する女性なのか……。僕は、夢を見ていたんじゃないかって、不安になってたんだよ」

　そんなのおかしいとマリアンネは思う。なぜハリィが、そこまでマリアンネのことを考えるのだろうか。

　それともハリィも、心の中のマリアンネとの会話を毎日楽しんでいたとでもいうのか。

　ハリィならいくらでも、素晴らしい女性と知り合えるというのに。

「へぇーっ、やはり変わってるな」

　描きかけのものを覗き込み、ハリィが関かん心しんしている。自分でもこれは、かなり変わっていると思った。

　けれどこれはマリアンネなりの思いやりなのだ。

　今、スワンドールで主流を占しめるドレスは、皆、左右対たい称しように作られる。花飾りなどを片側だけ付けることはあるが、ドレスそのものは真ん中から折おれば、全く同じになる作りだ。

　それをあえてマリアンネは、左側だけに別布を入れるようにしたのだ。

　こうすれば足の不自由さが、少しでも目立たなくなると思ったからだ。

　さらに思い切りウエストを細く絞しぼった。その代わりに胸や肩にボリュームを持たせて、ほっそりとした腰を強調している。

　これなら子供っぽくならず、かといってまだ少女らしさの残るドリィの魅み力りよくを活いかせる。

　もう一枚も同じようなデザインにした。布を裁たつのが大変なのは分かっている。左右対称のドレスのように、簡単にはいかないのは分かっていたが、マリアンネはこの大だい胆たんなドレスを作ってみたかったのだ。

「お嬢様をお待たせしてはいけませんよ、皆様。できた人からこちらへ」

　エミリアが声を掛けて回っている。マリアンネは急いで椅子から立ち上がったので、その拍子にハリィにぶつかってしまった。

「ご、ごめんなさい」

「いいんだ。夢中になってたね」

　ハリィは寂さびしそうな顔をする。本当はもっといろいろと話したかったのだろう。だがマリアンネのほうが作業に夢中になっていて、弾はずむような会話にはならなかった。

　マリアンネだってハリィとは話したい。けれどここはそういう場ではないのだ。ハリィだって大学の授業中に、いきなりマリアンネが隣となりに座って話し掛けたら迷めい惑わくだろう。そんなことも言いたかったが、それは後日にすることにした。

　エミリアはまとめたものを、誰だれが描いたとは言わずにドリィの前に置いた。

　ドリィにとってもこんなことは初めての経けい験けんだろう。きらきらと瞳を輝かがやかせて、並んだ絵を眺ながめている。

「あら、こんなドレスは初めて見るわ。ずいぶんと斬ざん新しんなのね」

　侯爵夫人がまず気が付いて、マリアンネの描いたものを手にした。斬新過ぎて駄だ目めだとは言わない。それで興味を持ったのか、ドリィも手にしている。

「こんなドレス、見たことないわ」

　明らかにドリィも関心を示しめしている。

「そうだな。それを着ていったら、パーティでも注ちゆう目もくされるよ」

　さりげなくハリィも後押ししていた。

　親子は顔を寄せ合って、ひそひそ話し続けている。待つのは嫌いなくせに、待たせるのは平気らしい。

　その間に店員は、またお茶のお代わりを出していた。

　けれどマリアンネにも分かる。今は、女性にとって最高の時間なのだ。ここをああしてこうしてと、考えるだけでも楽しいものなのだ。そんな時間は、少しでも延のばしたいものだろう。

「では決まりました。まずこちらを……普ふ段だん使いに」

　侯爵夫人は明るい感じのドレスを示した。

「そしてこちらを外出着に……」

　さらに続けて、清せい楚そな感じのものが選ばれる。

　やはり大胆過ぎたかなと、マリアンネは内心がっかりしていたが、選ばれたお針子が一歩前に出るのを、称しよう賛さんの目で見つめていた。

「そしてこれをパーティ用に仕立ててください」

　一瞬、マリアンネは侯爵夫人が間違えたのではないかと思ってしまった。侯爵夫人の手には、マリアンネの描いたものがあったのだ。

「わ、わたしのですか。う、嬉しい。ありがとうございます、侯爵夫人、お嬢様」

　思わずマリアンネは叫さけんでしまった。するとドリィは、嫌そうな顔をしてマリアンネを睨み付ける。

「あら、まだこんなに若いお針子なの。この人、ちゃんと縫えるのかしら」

　舞い上がっていたマリアンネは、その一言で一気に地上に叩たたきつけられたような気分だったが、そこは持ち前の明るさで乗り越えた。

「ご満足いただけますよう、最大限の努力をいたします」

　そこでマリアンネは、にこやかに挨あい拶さつした。

「では、三人は残って。ご苦く労ろう様、他の人はご自分の仕事に戻ってよろしくてよ」

　エミリアが言うと、外はずれた四人は下がっていく。その中にシフォンの姿すがたがあるのが意外だった。

「ではお嬢様、布地を選ばれますよう」

　布見本のアルバムには、端切れがずらっと貼はってある。その中から示すと、店員がぐるぐると巻かれた布地を倉庫から運んできた。するとすぐに接客フロアは、布地で溢あふれるほどになってしまった。

「これでまた、図書館には行けなくなりそうだね」

　ハリィはそれとなく近づいてきて、マリアンネに耳打ちする。

「そんなにお奨めの本なら、休み時間に行ってみます」

　昼食の時間というものはなくて、それぞれが勝手に仕事の合間にお茶を飲むだけだ。その時間を使えば、図書館に行けないこともなかった。

「そうしたほうがいい……あれは禁断の書物だよ」

　そこでなぜかハリィは、楽しそうに笑わらった。
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　初めてお客がついた。その幸せに酔よったマリアンネは、もうカマベールのことなんてどうでもよくなってしまった。

　ハリィたち侯こう爵しやく家けの三人が帰ると、お針はり子こたちは忙いそがしくなる。まず型かた紙がみを起こし、必要な布地の量を出さないといけない。

　布地は高こう価かなものなので、計算間ま違ちがいなんてものは決して許ゆるされなかった。大きな紙もないから、まず紙を貼はり合わせてからでないと、スカートのための巨きよ大だいな型紙が作れない。

　マリアンネが一人で紙と格かく闘とうしていると、シフォンがふらりとやってきた。

「手伝おうか？」

「ありがとう、シフォン姉様。でもどうしてあなたのが選ばれなかったのかしら」

「ああ、やる気がなかったのよ。ドレス部門のお針子は、仮縫いから最後の点検まで、ずっとお客と接しないといけないでしょ。私は、貴族って苦にが手てなの。お愛あい想そも言えないし」

「もったいないわ。いいお客様になるかもしれないのに」

「まぁ、レデイ相手ならいいけど、特にあんな生なま意い気きな子はいや。何をやっても文もん句く言われそうで」

　ずっと巻いてあった紙は、すぐに戻もどろうとする。それを押さえて貼り付けるのも、結構大変な作業だった。

「マリアンネ、どこで型紙の起こし方を習った？」

「習ってない。本で勉強したの。図書館に、そういう本があるから。それとカマベールが捨てた型紙を、拾ってきて勉強したわ。シフォン姉様は、どうやって勉強したの？」

「私は舞ぶ台たいの衣い装しよう係がかりをやってたのよ。そこの衣装の親方が、元は仕し立たて師しで、いろいろと教えてくれたの」

「ああ、それで……」

　あんなに華はなやかな舞台用のドレスが縫ぬえるのだ。舞台など観みたこともないマリアンネでは、決して同じように作ることはできないだろう。

「だけどどうやって、片側のスカートだけを開くつもり。そんなの見たことないんだけど」

「わたしもない」

　けれどマリアンネの脳のう内ないでは、そんなに難むずかしいことではなかった。

「失敗したらって思わないの？」

「分からない。失敗したことがないから。きっとこれからいっぱい失敗するんだろうな」

「呆あきれた。怖こわいもの知らずね、あなた」

「怖いものがないんだもの。魔物もお化けも平気だし……あっ？」

　そこでマリアンネは、図書館の約やく束そくを思い出した。

「糊のりが乾かわくまで時間かかるし、わたし、図書館に行ってくる」

「分からないことがあるんなら、教えるわよ」

「そうじゃないの。その……」

「ああら、誰だれかと約束してた？」

　シフォンはすぐに気が付いたようだ。けれどハリィのことはまだ知られたくなくて、マリアンネはすぐに誤ご魔ま化かした。

「似にたようなドレスの絵を見たような気がして。真ま似ねしたなんて言われたら悔くやしいから」

「あら、そう。雨が降りそうよ。降られない前に戻ってらっしゃい」

「はい、そうします」

　急いでマントを羽は織おって、マリアンネは外に飛び出した。

　空には暗い色の雲くもが広がっている。この様子では、夕方までには降りだしそうだ。

　ドレス部門になって何より嬉しいことは、こうして個人的な外出も許されることだった。期日までにドレスを納品できれば、その間の時間のやりくりは、自分の裁さい量りように任まかされている。

　こんな自由で素晴らしい仕事が約束されているのに、どうしてお針子たちはさっさと諦あきらめて、目先のお金に釣つられてカマベールに付いていったのだろう。

　たくさんいたお針子のうち、辞やめていった者も大勢いた。けれど彼女らの大半は、いい縁えん談だんがあって嫁とついでいったのだ。または地方の貴族の家に、お針子として引き抜かれていった者もいる。

　そういう辞め方なら、マリアンネにも納なつ得とくできるのだが。

　図書館はマリアンネにとって、大切な学校だ。ここで一人で勉強した。恥はずかしかったけれど、読めない字は司書の老人に習った。最初は迷めい惑わくそうにしていた司書も、マリアンネが独学で学ぼうとする熱心さに気付いて、いつか親切に教えてくれるようになっていた。

「こんにちは、ボトムズさん」

　まずその司書に、マリアンネは挨あい拶さつする。

「降りそうだね、マリアンネ。関節が痛いたむから」

　司書はしわくちゃの顔に、微かすかに笑えみらしきものを浮うかべた。

　マリアンネは早さつ速そく本ほん棚だなを周り、『夜の女王』という作品を探す。背表紙も大分ぼろぼろになったその本を、やっとマリアンネは見つけて手にすると、テーブルの隅すみに座って開き始めた。

「あら……」

　ハリィの謎なぞかけの意味が分かった。真っ白な封ふう筒とうが挟はさみ込まれていて、中を開くと便びん箋せんが丁てい寧ねいに畳たたまれて入っていた。

『涙なみだは止まった？　裏うら切ぎり者はＣ。裏切られたのはＯ。これで謎はもう解けたよ。だから君のいる場所に行ってみようと思う。もちろん母と妹も一いつ緒しよだが。一いつ生しよう懸けん命めい生きている君のために、僕ぼくがしてあげられることはなんだろう？　余よ計けいなことかもしれないけれど、僕は君の笑え顔がおが好きだ。だから君には、いつも笑っていて欲しい。女戦士Ｍ、本当にこの本は面おも白しろいよ』

　何て素す敵てきなことをハリィはするのだろう。マリアンネは思わず便箋を胸に押し当ててしまった。

　これまでずっと一人で戦っているような気がしていた。けれど今は、助けてくれる人もいる。それだけでも幸せなのに、マリアンネのことを心配してくれる、こんな素晴らしい男性までいるのだ。

「わたしもあなたの笑顔が好きよ」

　返事を書きたいと思った。けれど便箋なんてマリアンネは持っていない。そこでおずおずとマリアンネは、司書の元に近づいていった。

「ボトムズさん、あの……紙が欲しいのですが」

「書写用の紙なら、一枚、一スワロだよ」

「まぁ、お金、持ってこなかったわ」

「次のときに、忘れずに払いなさい。一枚でいいかね。インクとペンの使用料はただだ」

「は、はい、ありがとう。一枚、お願いします」

　そんなこともマリアンネは知らなかった。紙があったことをもっと早くに知っていたら、勉強もはかどったのにと悔くやしいばかりだ。

　すぐにマリアンネはテーブルに戻り、借かりたペンとインクで、返事を書き始めた。

『親愛なるＨ様。ご厚こう情じように感謝します。わたしも、あなたの笑顔が好きよ。あなたの笑顔を見ていると、とても元気な気持ちになれるの。信頼は一日では出来上がらない。Ｃが信頼を手に入れられるかどうかは、神様だけが知っていると思うの。だからもう怒おこったり泣いたりするより、自分にできることを精せい一いつ杯ぱいしてみようと思います。ところで夜の女王は、どんなドレスを着ているのかしら。もし三百年も前から、同じものしか着ていないのなら、がっかりです』

　それだけ書くと、マリアンネは急いで最初の数ページを読み始めた。すると面白くなってきて、もっと読みたくなってしまったけれど、そんな余よ裕ゆうはない。

　ドレスが早く形にしてとマリアンネを待っている。

　インクの乾いた紙を封筒に入れると、ハリィの手紙と入れ替えた。そして本を元あった場所に戻し、マリアンネは急いで仕事場に駆かけ戻った。
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　夜になると本当に雨が降り始めた。窓まどから下を覗のぞくと、雨あま傘がさが広がっているのが見えて楽しい。これまでは雨といえばマントで身を包つつむしかなかったのに、近きん隣りんの国で開発されたこの傘というものが、スワンドールでもあっという間に広まっていた。

　シフォンがちょうど帰るところだった。店から出てきたシフォンに、傘を手にした青年がすっと近寄っていく。するとシフォンは、嬉うれしげにその若者の腕うでに自分の腕を絡からめていた。

「あら、旦だん那な様さま、お迎むかえなのね」

　たとえ貧まずしくても、幸せな二人の様子が想像できる。

　家に帰れば、可か愛わいい猫ねこが二人を出迎えるのだろう。つつましい食事をしながら、二人はその日にあったことをずっと話しているのだ。

　そして夜になったら、抱き合って眠る。どんな寒さむい夜でも、二人でいれば暖あたたかいベッドだ。

「いいな……」

　マリアンネはそっとエプロンのポケットからハリィの手紙を取りだし、開いてまた読み始めた。今日一日で、何度同じ文面を読み返しただろう。読む度たびにハリィの声が聞こえるかのようで、嬉しくなってくる。

「ハリィの気持ちに応こたえるためにも、いいドレスを作らなくちゃ」

　パーティで皆みなが注ちゆう目もくしてくれるといい。そしてどこで作ったのと、ドリィに訊きいて欲しかった。そうしたらドリィは答えてくれる。

　オズモンドの被ひ服ふく工こう房ぼうと。

「ハリィ……」

　雨の中、傘を手にしてマリアンネを待っていてくれるハリィの姿すがたを想像した。

「そんなこと……あるはずないじゃない」

　侯こう爵しやく家けの若君が、お針はり子こと本気の恋などするはずがない。ハリィは法ほう律りつの勉強をしているうちに、貧しい者たちの味方になりたいと思ったのだ。だからお針子のマリアンネを、助けてくれようとしているだけなのだ。

　そう自分に言い聞かせたマリアンネは、ばしゃばしゃと水を蹴け散ちらして走る音に、再ふたたび窓の外に目を向けた。

　カマベールの店から、お針子たちが走って帰るところだった。誰だれも傘など持っていない。マントで身を包み、必ひつ死しに走っている。

　その中に長身のアネットの姿もあって、マリアンネは気の毒どくに思って見ていたら、アネットも気付いたのかその足が止まった。

　そこでアネットは、何を思ったのか店の裏口に向かって走り始めた。きっと雨宿やどりがしたいのだろう。そう思ってマリアンネは、タオルを手にして下りていった。

　思ったとおりアネットは、店の裏口でびしょ濡れになって震ふるえていた。

「アネット、タオル」

　そっとタオルを差し出すと、アネットは受け取ったものの、いきなり顔を埋うずめて泣なき始めた。

「どうしたの、アネット」

「マリアンネ、お願い。男爵夫人に、ここに戻っていいか訊いて」

「……だってカマベールのところに行くって決めたのは、アネットでしょ」

「そ、それはそうなんだけど、あんまりなんだもん」

　ぐずぐずと泣きながら、アネットは訴うつたえる。

「あたしたち、騙だまされたのよ。お給金は来年から二倍になるなんて言ってるけど、下宿代も食事代も、みんな自分持ちなのよ。信じられる？　毎日、自分たちでパンを買わないといけないの」

「だって厨ちゆう房ぼうがあるんでしょ」

「そんなものないわよ。あそこじゃお茶も出ないわ。それなのにいきなり、ドレスの袖そでを縫ぬえなんて言われてさ、あたし、袖なんて縫ったことない。袖無しのシュミーズしか、縫ってないんだもの」

　ドレス部門に行く前には、袖のあるネグリジェや部屋着も縫う。けれどアネットは、そこまでもいっていなかったのだ。

「なのにカマベールは、すぐにできますって、お客に言って、どんどん注文を受けるのよ。あたし、明日の朝の四時には、もう店に行かないといけないの」

「四時って……」

「毎日、そんな感じよ。夜だと灯あかりのための油あぶらが惜おしいからって、夜明けから働かされるの。もう、いや……。ここにいれば、綺き麗れいなベッドも、制服のドレスもあったのに」

　アネットは出て行ったときに着ていたのだろう、自分のドレス姿だったが、汚よごれてしわしわになっていた。

「今日はもう男爵夫人様は帰っちゃったわ。明日、話してあげるから」

「今夜泊とめてって言っても、無理よね」

「ごめんね。規き則そくで、部屋に人を泊めたりはできないの」

　マリアンネだって泊めてあげたいが、ここは自分の家ではない。やはり規則は守りたかった。

「……そのドレス、自分の？」

　アネットは思い出したようにマリアンネを見て訊く。

「うん、自分で縫ったの」

「あたしだって、頑がん張ばれば……自分のドレスくらい作れるのに」

　そこでまたアネットは、わっと泣きだす。けれどマリアンネにも、もう慰なぐさめようがなかった。

「カマベールのお店は、繁はん盛じようしてるんでしょ。もしかしたら今よりずっと待たい遇ぐうだってよくなるかもしれないわよ」

　何とか慰めらしきことを言ってみる。するとアネットは大きく首を横に振った。

「あのケチなロザンヌが仕切ってる限り、お針子にいい思いなんてさせないわよ」

　そのロザンヌのために、糸を隠かくされたとき助けてくれなかったことを、アネットはもう忘わすれたのだろうか。こっそりと白糸をくれればいいだけなのに、アネットはしてくれなかったのだ。

「帰ったって、食べるものもないわ。パン屋なんてもう閉まってるし。レストランで食事する時間なんてないし……。四人で一つの部屋にいるけど、いつも喧けん嘩かばっかりで」

「アネット……」

「あんたとは喧嘩したことなかったわね。だってあんた、バカが付くほどお人ひと好よしで」

　そこでアネットはまた泣きだす。

「パンを貰もらってくるから、待っていて」

　厨房に向かおうとするマリアンネの袖を、アネットは引いた。

「いいの……今夜は我が慢まんする。だけど明日、戻れるように男爵夫人に口くち添ぞえしてね」

「それはいいけど……」

「ここに戻りたい。知らなかったの、ここがどんなにいいところか。またペチコートからやり直してもいいわ。食事にも、文もん句く言わないから」

「そうよ、頑張ればいいのよ。そしたらきっと男爵夫人様も認めてくださるわ」

　アネットは頷うなずくと、濡れたタオルをマリアンネに返して、また雨の中を走っていった。

「……信頼は、一日ではできないか……」

　お針子に対しても信頼がなければ、雇こ用よう主ぬしは大切な顧こ客きやくのものなど縫わせない。大部屋のお針子は何人か出て行ったけれど、ドレス部門からは誰も行かなかった。

　みんなエミリアに信頼されていることに、誇ほこりを持っているのだ。

「ハリィ、きっとお客は戻ってくるわ。だって……カマベールは信頼できるお針子を、一人も持っていないんだもの」

　マリアンネは呟つぶやくと、ドレスの裾すそを摘つまんでゆっくりと階段を上がる。

「男爵夫人様はランプの油もけちらない。わたし、夜中働いたっていいんだもの」

　今夜のうちに型紙を完成させたい、ハリィの妹のドレス、それが第一号の売り物になるなんて偶ぐう然ぜんを神様がくれたのだから、マリアンネは何が何でも期き待たいに応こたえたかった。
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　奇き妙みような文通は毎日続いた。マリアンネは時間を工く面めんして図書館を訪おとずれ、毎日少しずつ本を読んでいく。その感想や日々の些さ細さいなことを紙に書いて、挟はさみ込むのを忘わすれなかった。

　ハリィからの返事も、毎日必ず挟まっている。その手紙の内容は、思わず笑わらい転げてしまいたいほど面おも白しろいときもあれば、逆ぎやくにしんみりと考えさせられることもあった。

　そしてついに仮かり縫ぬいの日が来た。マリアンネはドレスに、美しい自作の花飾かざりを付けて、ドリィの前に出る。

　さすがにハリィも、仮縫いの日にはやってこなかったのでがっかりしたが、今は毎日手紙が届くから、会えないことは我が慢まんできた。

　下した着ぎ姿すがたになると、ドリィが瘦やせているのがよく分かる。きっと食べ物の好き嫌きらいなども多くて、わがままばかり言っているのだろう。

「お嬢じよう様さま、コルセットはお使いになりますか？」

　マリアンネの質問に、ドリィはいきなり眉まゆを吊つり上げた。

「あんなものをしたら、満足に息もできないじゃない。それにあれは……大人おとなの女性がするものでしょ」

　すべての女性に苦くるしみを与えるコルセットは、またすべての女性を美しく見せる、諸もろ刃はの剣つるぎといえるものだ。ウエストは細くなり、胸むねも持ち上げられて豊かになる。けれど着用しているときの息苦しさは、耐たえきれないものがあった。

　スワンドールでは、少女たちや働く庶しよ民みんの女性はコルセットなどしない。本当のレデイとなって初めてコルセットをすることになるので、コルセットは女性にとって一つのステータスでもあった。

　ドリィのこの瘦せた体では、コルセットを一番細く締しめ上げても、まだぶかぶかかもしれない。コルセットの制作には専門の職人がいて、その人の体型に合わせて作るのだが、きっと職人も、もう少しお育ちになってからのほうがよろしいでしょうと言うだろう。

「スカートの切り替し部分は、軽い布地で作っております。見かけのボリュームより、軽やかに動けると思いますが」

　瘦せていて、足の悪いドリィに対しての、マリアンネの思いやりだった。けれどドリィはマリアンネをじっと見つめると、冷ひややかに言った。

「いつも同じドレスなのね」

「えっ……」

「襟えり元もとと袖そでは変えてるけど、同じドレスでしょ。お針はり子このくせに、一枚しかドレスを持ってないの？」

「これは接客用のドレスですので」

　マリアンネはさらりと笑え顔がおで受け流したが、内心はひどく傷きずついていた。

　毎日違ちがうドレスを着たいけれど、それがどんなに贅ぜい沢たくなことか、ドリィには分からないのだ。

　いつもはお針子たちの制服である、ストライプのドレスを着ている。それ以外にマリアンネが持っているのは、二年前にお給金でやっと買った外出用のドレスが一枚と、今着ているものだけだ。

　着ていたものは、みんな妹たちへのお下がりになる。だから安いドレスでも、下着一枚でも大切に着なければいけなかった。

「襟と袖を変えているのは、同じドレスに見えないように、わたしなりの工く夫ふうなんです。気が付いていただけて嬉うれしいです」

　サイズを測はかって型かた紙がみを作っても、実じつ際さいにドリィの体に合わせてみると、やはり少しゆったりとしてしまう。それを巧たくみに直しながら、嫌みに聞こえないようにマリアンネは答える。

　大だい嫌きらいなカマベールからでも、一つは学ぶべきことがあった。直接聞く機会はなかったけれど、カマベールの接客態度は一流だったという。

　どんな暴ぼう言げんを吐はかれても、決して笑顔を崩くずさない。お客のわずかな美点を見み逃のがさず、歯はの浮うくようなお世せ辞じも平気で口にする。するとお客はうっとりしてしまって、いつかカマベールの言いなりに何枚もドレスを注文してしまうというのだ。

　どんな技術に自信があっても、やはり主役はお客だ。決してお客を不ふ愉ゆ快かいにしてはいけないと、マリアンネは思っていた。

「毎日同じじゃ飽あきるでしょ？　私はたくさんドレスを持ってるけど、すぐに飽きちゃうの」

　ドリィはマリアンネをバカにしたように言う。するとマリアンネはすぐに答えた。

「わたしは頭の中に、数え切れないほどのドレスを持っているので、飽きるということはありません。自分で着られる機会はありませんけれど、お客様が着てくださいますから」

　だからもっと仕事が欲ほしいと、マリアンネは願う。この仕事を選んだ喜よろこびはそこにあるのだから。

　もっと何か嫌なことを言おうとしたドリィを、マリアンネは鏡かがみに向かわせる。するとドリィは一いつ瞬しゆん押おし黙だまった。

　こんなに若くて、いつも同じドレスしか着ていないお針子なんて、どうせたいしたものは作れないと思っていたのだろう。ところがまだ仮縫いの段階とはいえ、ドレスの迫はく力りよくにドリィは言葉を失うしなったのだ。

「侯こう爵しやく夫ふ人じん、いかがでしょう？　大変失礼なことと思いますが、コルセットをなさらないと思ったので、胸の部分に厚あつみを出して、少し豊かに見えるようにしてあります。お気に召めさないようでしたら、外はずしますので」

　ドリィは瘦せているけれど、首くび筋すじはすっとしていて綺き麗れいだ。鎖さ骨こつも美しい。だから襟ぐりは大きく開いてある。胸の部分に布を何枚か重かさねて縫い込み、大きく見せる工夫はしているが、胸元が覗のぞくようなことはしていなかった。

　ウエストの部分にはサッシュベルトを巻まき、細さをより強調している。折おれそうな腰こしは年頃のレデイの憧あこがれだが、ドリィはコルセットなど使わなくても十分に細い腰をしていた。

　片側にだけあるレースが、体のバランスの悪さを上う手まく誤ご魔ま化かしている。暗い赤の生き地じに、白のレースが若々しい華はなやかさを添そえていた。
















「まぁ、変わったデザインだと思ったけれど、とてもいいわ。こんな美しいドレスを着た人は見たことがなくってよ」

　侯爵夫人は満足したようだ。

「襟元は少し開きすぎているようだけど」

　けれどそこだけは気になるようだった。

「ドリィお嬢様の首筋が、とてもお綺麗だったものですから」

「あら……」

「パーティのときでしたら、ネックレスなどもお付けになると思いますが、とても映はえると思いますけれど」

「それもそうね。もう子供ではないのだし、確かに首筋は綺麗だわ」

　侯爵夫人は目を細めて、愛まな娘むすめの姿に見み惚とれていた。

「変に注目されるのは嫌よ。どうせ私とダンスを踊おどりたがる殿との方がたなんていないんだから」

　いきなりドリィは怒おこりだし、ぎゅっと拳こぶしを握にぎりしめる。

「無理に踊らなくてもいいのよ。それにハリィとなら踊れるでしょ？」

　おろおろとしながら侯爵夫人は、ドリィの機き嫌げんを取ろうとしていた。

　マリアンネは何をそんなに苛いら々いらしているんだと、ここは叱しかるべきだと思うのだが、侯爵夫人にはそんなつもりはないらしい。

　まだ他の仮縫いが控ひかえている。マリアンネはもうここは終わりにして、このまま本縫いに入りたかった。

「侯爵夫人、よろしければこのまま本縫いに進みたいと思いますが」

「そうね、そうしてちょうだい。とてもよい出来でした。私は気に入ったわ」

　それでもマリアンネのことをきちんと褒ほめてくれたのは嬉しい。

　本当ならここで、ドリィから称しよう賛さんの声を聞きたかった。それが何よりもの、お針子としての喜びだったからだ。

　けれどドリィはドレスを脱ぬがされても、もっと着ていたいといった様よう子すは見せず、さらにマリアンネを失しつ望ぼうさせた。
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　祝しゆく日じつまでにドリィのドレスは仕上げた。そしてもう一枚作ることを許ゆるされていた、自分用のドレスを縫ぬった。

　今度は茶色の布地でやはり地じ味みだったけれど、共とも布ぬので帽ぼう子しと小さなバッグを作り、お給金から払はらうことにして、帽子用の羽は根ね飾かざりも買う。何だかとんでもない贅ぜい沢たくをしている気分だ。

　あれからアネットは、五人のお針はり子こ仲間と共に戻もどってきた。けれどロザンヌにかなり脅おどされたらしい。結局カマベールのところで働いていた間の給金は支払われないようだ。

　ハリィに会ったら、どうしたらアネットたちもお金を貰もらえるのか相そう談だんしてみたい。そんなことを考えながら、マリアンネは図書館の前のベンチに座すわっていた。

「待たせてごめん」

　少し遅おくれてやってきたハリィは、背はい後ごに金茶の髪かみをした若者を従したがえていた。マリアンネは慌ててベンチから立ち上がる。すると驚いた鳩はとたちが、一斉に飛び立ってしまった。

「幼おさな馴な染じみのアルマン・ラドベリー。ラドベリー侯こう爵家の三男だ」

「は、初めまして、ラドベリー様」

　ぎこちなく挨あい拶さつするマリアンネを、アルマンはおかしそうに見ている。

「ハリィの様よう子すがおかしいと思っていたら、そうか、こんなに可か愛わいい人がいたなんてね」

　アルマンもなかなかの美男で、背も高く人目を惹ひく容よう姿しをしている。

「僕ぼくと同じ大学で、法科の勉強をしてるんだ」

「だけどハリィみたいに出来はよくないんだ。貴族の三男だから、いずれは何か事業でも興おこして独立しなくちゃいけないんだけどね。どうも法律は苦にが手てだ」

　二人は幼馴染みの気楽さからか、マリアンネがいてもたいして緊きん張ちようした様子はない。

「それじゃ、僕はこれで消えるぞ。ハリィ、アリバイに協力したんだ。次回の試験では、ぜひ、助けてくれ」

　そう言うとアルマンは、古ふるめかしい大おお仰ぎような挨拶をすると、二人の前から去さっていった。

「アリバイってどういうこと？」

　久しぶりに会ったのに、そんな気がしないのは、毎日の手紙の交こう換かんのせいだろう。ハリィはマリアンネをしばらくじっと見ていたが、申もうし訳わけなさそうに告白した。

「女性と出掛けるとなると、いろいろとうるさく言われるからね」

「だったらラドベリー様とお出掛けになれば」

　お針子と会っていたなどとなったら、やはりハリィは叱しかられるのだ。

「わたしは、毎日お手紙を貰えるだけで十分だもの」

「そんなの僕は嫌いやだよ。君に会えるのをどんなに楽しみにしていたか分かる？」

　ハリィはそこでさっと腕うでを差し出す。そこに手を入れるのは、こんな場合は礼れい儀ぎだろう。マリアンネは手を差し入れたが、何だかぎこちなくなってしまった。

　二人はそのまま並ならんで歩きだす。

　マリアンネは新品のドレスで来られたことにほっとした。今日も相あい変かわらずハリィの姿すがたは完かん璧ぺきで、これならどうにか一いつ緒しよに歩いていてもハリィに恥はじをかかせることはない。

「今日は先王の生せい誕たんの祝日だから、夜会があるんだ」

「あら、大変。だったらすぐに戻もどらないと」

「夜会だよ。行くのは夜だ。まだ時間はたっぷりあるだろ。それまで何をしようか？　まずはホットチョコレートを飲のんで、軽く何か食べようか。それともどこか行きたいところはある？」

「妹さんのドレスは、その夜会のためだったの？」

「そうだよ。母は出来上がりのよさに、とても喜よろこんでいた」

　貴族たちが集つどうパーティが、いつどこで開かれるかなんてマリアンネは知らない。けれど夜会の期き日じつよりずっと前にドレスを仕上げられたことで、改あらためてほっとした。

「妹さんは、何か言っていた？」

「ん……」

　そこでハリィは空を見上げる。あまりいいことを言ってくれなかったのだと、マリアンネはそこで気付いた。

「喜んでもらえなかったのね」

「いや、ドリィは……へそ曲まがりなんだ。気に入ると、いつでも必かならず逆ぎやくの反応を示しめす」

「どうしてみんなであんなに甘あまやかすの。妹さんを怒おこらせないように、気を遣いすぎだわ。それがいけないんだと思うけど」

　ああ、ついに余よ計けいなことを言ってしまったと思ったが、マリアンネは正しよう直じきに思ったままを口にすることしかできない。

「僕のせいさ。子供の頃ころ、ドリィを馬に乗せていて落らく馬ばさせてしまった。僕が悪いんだ」

「……」

　ハリィは辛つらそうな顔になる。けれどマリアンネは、そこで心を鬼おににして言ってしまった。

「もっと酷ひどい怪け我がをしても、明るく、素す直なおに生きている人だってたくさんいるわ。妹さんは可愛らしいし、侯爵家の姫君よ。恵めぐまれているのに、足が悪いというだけで、心までいじけてるのはよくないと思う」

「貴族の姫君だからこそ、完璧でなければいけないんだ。釣つり合う相手と結婚するためにはね。ドリィは……僕を恨うらんでるだろうな」

「じゃあ、妹さんが結婚できないとハリィは思ってるわけ？　それでひねくれていると言いたいのかしら。大切なのは素直になることじゃないの？　あんな態度を誰だれにでもしていたら、いつか誰からも好かれなくなってしまう。そのほうが問題でしょ」

　久ひさしぶりに会えたのに、いきなり喧けん嘩かのようになってしまった。言っているマリアンネも辛かったが、聞いているハリィも辛いだろう。

　マリアンネはハリィの右腕に絡からめていた手を、すっと引き抜こうとした。するとハリィはきゅっとマリアンネの手を押さえ込んでしまう。

「ごめんなさい、ハリィ。このままじゃわたし、あなたを傷きずつけるばかりだわ」

「怒ってなんかないよ。マリアンネの言うとおりだ。お願いだから、帰るなんて言わないでくれ」

　二人はそのまま図書館の隣となりにある公園をぶらぶら歩く。祝日でほとんどの商店は閉まっていたが、逆に露ろ店てんは賑にぎやかに出で揃そろっていた。

「骨こつ董とう市いちに行きましょう。わたし、骨董品が好きなの。新しいものは今からいくらでも作れるけれど、古いものはいきなり作れるものではないから、歴史が感じられて好き」

「うん……」

　ハリィの言葉が少なくなってしまい、やはりマリアンネは傷つけたんだと悲かなしくなってしまった。

　二人はそのまま骨董市に寄り、露店に並んだものを見て回る。そうしているうちに、ふとハリィが呟つぶやいた。

「ドリィがおかしくなったのは、レデイになってからだ。その意味、分かる？」

「ええ……」

　体が結婚できる状態になったということだろう。

「貴族はレデイになると、縁えん談だんが活かつ発ぱつになるんだ。ドリィのところにも話が来たけど、三十歳も年上の再婚話とか、明らかにソルジェ家の財ざい産さん狙ねらいのような話ばかりさ」

「それは辛いわね。妹さんに好きな人はいないの？」

「いるよ……」

　そこでハリィは立ち止まり、おかしな形をした彫ちよう像ぞうを手にして笑わらった。釣られてマリアンネも思わず笑ってしまう。芸術を目め指ざして作ったのだろうが、明らかな失敗作というのが微笑ほほえましい。

「ドリィは、アルマンが好きなんだ」

「まぁ、とてもお似に合あいだと思うわ」

　ハリィの友人として、アルマンはドリィが幼おさない頃からソルジェ家に出入りしていたのだろう。あまり外に出ないドリィが、そんなアルマンに対して憧あこがれを抱く気持ちは分かる。

「だけどアルマンにとって、ドリィは僕の妹でしかない。結婚の対象としては見られないんだろうな。それをドリィは、自分の足のせいだと思ってる」

「妹さんに酷いこと言ったわ。苛いら々いらする気持ちはそれなら分かるもの。でも、あんなふうに態度に出していたら、やっぱりいけないわ。何か自信を持てるようなことがあればいいのに」

　アルマンがドリィに対する見方を変えればいいだけだ。けれどそう簡かん単たんにはいかないものなのだろうか。

「ラドベリー様は、妹さんのこと気にならないのかしら？」

「アルマンは最初から遠えん慮りよしてるんだ。侯爵家とはいえ、三男だからね」

「それがどうして遠慮することなの？　大切なのはお互たがいの気持ちなのに」

「それがはっきり分からないから、僕にもどうしようもないんだ」

　マリアンネは、古びた装そう飾しよく品ひんばかりを売っている店の前で足を止める。新品のブローチやネックレスは高くてとても買えないが、古いものなら何とか買える。多た少しよう汚よごれていても、磨みがけば綺き麗れいになりそうなものもあった。

「あら、綺麗なブローチね」

　カメオのブローチを手にして、マリアンネは微笑む。女性の顔を浮うき彫ぼりにしたものだが、さらに細工がしてあって、中が開くロケットになっていた。

　マリアンネは何なに気げなく開く。するとそこには、美しい女性が描えがかれていた。彩さい色しよくは落ちているが、金の髪をした美女であることは確かだ。

「恋人だったのかしら。彫るだけでは足りなくて、描かせたのかしらね」

「ねぇ、マリアンネ。何だか女王イパネラみたいだと思わないか？」

「あら、そうね」

　そこでマリアンネは、二人にしか通じない笑みをハリィと交かわした。

「これはいつ頃のものかしら？」

　露店の旦だん那なに話し掛けると、旦那は素す早ばやくハリィの姿すがたを値ね踏ぶみし、いい客になりそうだと思ったのか笑顔になって答えた。

「二百年くらい前のものですよ。お嬢じよう様さま、お目が高い。こりゃ掘ほり出し物ですぜ」

「おいくら？」

「二万スワロで」

　そこでマリアンネは、急いでブローチを台の上に戻もどした。そしてどうもと言って、ハリィの腕にまたしがみついて歩き始めた。

「欲ほしいの？」

「いらない。高いもの。もっと安いのを探すわ」

「君のその経けい済ざい観かん念ねんは、とても大切なものだよ。ほとんどの貴族の姫ひめ君ぎみたちは、自分の身を飾かざるのにいくら使われているのか、考えることもしない」

「いいのよ、それで。だってドレス一枚があんなに高いのかとみんなが思うようになったら、わたし、失しつ業ぎようしてしまうもの」

　マリアンネの答えにハリィは笑いだす。そして今度はハリィが足を止めた。

　そこは絵を売っている露店で、巨きよ匠しようと呼よばれる画家たちの絵に似せたものが、ずらっと並んでいた。それほど裕ゆう福ふくな家でなくても、壁かべに絵を飾ることはするので、こういった絵も売れるのだ。

「こういうところにも、とんでもない掘り出し物があるらしいね」

　ハリィはマリアンネに、これはどこの風ふう景けいだとか説明しながら絵を見ていたが、そこでまた二人の目は一枚の絵に吸すい寄せられる。

「これって……マリアンネ、彼女だろうか？」

　輝かがやくような金の髪、透すけるように白い肌はだ、そして燃えるような唇くちびるの絶ぜつ世せいの美女が、薔ば薇らに囲かこまれて微笑んでいる。けれどその背はい景けいは夜で、光の加か減げんから蠟ろう燭そくの灯あかりで描かれたように見えた。

「ハリィ……何だか、おかしいわ。どうしてこんなにもイパネラ女王と思える姿が、いろんなところにあるのかしら」

「ねぇ、マリアンネ、一いつ緒しよに探そうよ。もっとあるかもしれない」

「ええ、そうね。きっとあるわ」

　二人は探検気分で、骨董市を歩きだす。するとあらゆるところで、それらしいものがいくつも発見された。

「やはりあの本に書かれてるとおりだ。芸術家は彼女を見ると、もの凄すごく創作意欲を刺し激げきされるらしい」

　ぐるっと回った後で、ハリィは最初に見た、イパネラ女王らしき絵を買った。作者不ふ詳しようでサインもないから、出来がいいのに値は安い。丁てい寧ねいに油あぶら紙がみに包つつまれたものを抱かかえたハリィとマリアンネはこの間のカフェに寄り、しばらく無む言ごんでホットチョコレートが来るのを待っていた。

　パイとチーズを包んで揚あげたパンも出てくる。一口、また一口と食べていくうちに、やっとマリアンネも話す余よ裕ゆうが出てきた。

「本当にいるみたい。あんなにいっぱい同じ女性の姿があるなんて、不ふ思し議ぎすぎるわ」

「いるんだよ、どこかに。だけど僕らが彼女に出会うことは、一生ないんだろうな」

「彼女は美しい人間が好きなのよ。ハリィは気を付けないといけないわね」

　マリアンネが正直に言うと、ハリィは素す晴ばらしい笑顔を見せた。

「君のその褒ほめ言葉が聞きたくて、ずっと話していたくなる。だけど、また次の祝日まで、会えないのかな」

「妹さんのドレスを作った後は、わたしのお客様はいないもの。時間は取れると思うわ」

「それはどうかな。母は夜会で評ひよう判ばんがいいようなら、また君にドリィのドレスを作って欲しいようだ。あんなへそ曲がりでもよければ、ドリィに似合うドレスをよろしく頼たのむよ」

「でもそれってシフォン姉様の似顔絵と同じだわ」

　意味の分からないハリィに、続けてマリアンネはシフォンが売れない画家の旦那様と知り合った頃、毎日似顔絵を描かせていた話をした。

「それは違ちがうよ。別に僕らがマリアンネに依い頼らいしなくたって、君は明日のパンに困こまることはない。母は僕らのことなんて何も知らないから、冷れい静せいな評価をするだろう。それで選ばれたなら、君の実力だよ」

「ハリィといると、わたしは元気を貰もらえるのよね」

　だからまた会いたいと、それとなくマリアンネは告つげたつもりだ。

「図書館には、まだ通うだろ？」

「ええ、でもあなたはもう読み終えてしまったんでしょ？」

「他にも読みたいものはいっぱいあるよ」

　マリアンネとの手紙の交換が続く限り、ハリィは図書館に通うつもりのようだ。そうなるとハリィはますます博はく識しきになっていくのかもしれない。

「僕は今二十二で、最終学年なんだ。最後の学年試験で成績がよければ卒業できて弁べん護ご士しになれる。マリアンネは？　仕し立たて師しの試験をいつ受けるの？」

「二十着以上の制作経験がないと、試験は受けられないの。まだまだ先になりそう」

　やっと一着、売り物を仕上げたばかりだ。マリアンネは次の注文を待つしかなかった。

「夜会って、どんな感じ？　きっとみんな、素晴らしいドレス姿で来るんでしょうね」

「僕には女性のドレスのことはよく分からないけれど、戦いの場であることは確かだな。その後の縁談に影えい響きようするからだろうな」

　そうだ、きっとパーティの会場で、姫君たちが評価されるように、ハリィも評価されているのに違いない。そして何人もの姫君が、ハリィから縁談の話が持ち込まれないかと期き待たいするのだろう。

「ハリィに縁談は来ないの？」

　正直なマリアンネは、思ったことをそのまま口にしてしまう癖くせは上う手まく直せない。お客の前だと、言ってはいけないことも分かるというのに、どうもハリィ相手だと正直になりすぎる。

　何も一番聞きたくないことを、わざわざ聞く必要もないだろう。

「僕は誰かに結婚相手を捜してもらうつもりはないよ」

　ハリィはそこでさらに何か言おうとしたが、アルマンがちょうど黒髪の美しい女性とカフェに入ってくるところを見かけて、慌あわてて口ごもった。

「アルマンはあのとおりもてる男なんだ。ドリィにも、そういうことの意味が分かるようになったらしい。だから余よ計けいに苛々するんだよ」

「でも、ラドベリー様もそろそろ気が付くかもしれないわよ。連れてらっしゃる女性は美人だけど、妹さんはあと二年もしたら、あの人以上に美しくなるわ。そのためにはもう少し、チーズとか鶏とり肉にくとか食べる必要はあるだろうけど」

　不思議な気がする。もしアルマンの好このみの女性が、今連れているような人だったら、マリアンネにはそれが成長したドリィの姿としか思えなかったからだ。

「そうなってくれたら僕としても嬉うれしいけどね。ラドベリー家は、軍人になった者も数多くいる名家で、男に対する躾しつけは厳きびしいんだ。生活は質しつ素そだし、アルマンはああ見えて堅けん実じつないい男だと思う。三男なのが問題だが」

「だからそれのどこが問題なの？」

「家か督とくを継つげないから。つまり……ドリィの相手となるには、貧まずしいということだよ」

「どうかしてるわっ」

　またもやマリアンネは、正直に怒いかりをぶつける。

「妹さんは毎日宝石を食べているわけじゃないでしょ。お金があるかなしかなんてことより、好きな人と一緒に暮くらせるほうがずっと幸せよ」

　マリアンネの脳のう裏りに、シフォンの姿が過よぎった。やっと王立アカデミーの展覧会に絵を出品できたと、シフォンは夫のことを誇ほこらしげに語っていた。今は路上の似顔絵描きはやめて、舞ぶ台たいの看かん板ばんや、ちよっとした小金持ちの肖像を描いているという。

　稼かせぎはまだシフォンのほうが多いけれど、それでも二人は幸せなのだ。

「何でドリィのことを、そんなに心配してくれるんだ？　僕の妹だから？」

「それもあるけれど……新しいドレスに袖そでを通したのに、微笑まない妹さんを見ていて悲かなしかったの。女性にとって、最高に楽しい瞬しゆん間かんなのよ、あれって。だけど妹さんは笑わなかった。もっと自分を愛して欲しい。自分を愛さない人を包んでも、ドレスは嬉しくないの」

　話しているうちに、マリアンネはまた泣なきたくなってきた。

　たかが一枚のドレスと思われるが、そこにはそれを着ている女性の姿がそのまま反はん映えいされる。

　マリアンネは今日、ハリィと会う嬉しさに相応ふさわしい、地味だけど新品の洒落しやれたドレスを着てきた。それはマリアンネが、ハリィに対して誠実であろうという姿勢の表れだ。

　アネットのどろどろに汚れたドレスを、マリアンネは思い出す。毎日毎日同じドレスを着続け、洗い替えもない生活は、アネットからすべての元気を奪うばい取ってしまったようだ。

　戻ってきてからストライプのお針はり子こドレスに着替えた途と端たんに、アネットはまた元気を取り戻したのだ。

「女性にとってドレスは、騎き士しの甲かつ冑ちゆうと同じなの。新しい甲冑を見ても、何の感動もない騎士は、戦いに勝てないでしょ」

「ドリィには戦意がないってこと？」

「そうよ。好きな人がいるのなら、戦うべきだわ」

　地味だけど、これでも私は戦闘服を着ているのよと、マリアンネは言いたい。けれどアルマンが二人に気が付いてしまって、そこで会話は中断してしまった。
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　貴族社会が、自分たちの仕事にどれだけの影えい響きようをもたらすか、マリアンネは翌よく日じつ知ることになった。

　ハリィと別れた後、店に戻もどったマリアンネは、端は切ぎれを集めて家族のための下着を縫っていた。毎年、年末に家に帰るときに、こうして縫ぬいためたものを持って帰る。母は何よりもこのお土産みやげを喜よろこんでくれるのだ。

　そして翌朝、祝日をそれぞれ楽しんだお針はり子こは、親しい者同士で朝のお茶を楽しむ。シフォンは夫と共ともに、王立アカデミーの展覧会を訪おとずれた様よう子すを楽しげに語っていた。そこに店員が、慌あわてた様子でやってきて、扉とびらの外からマリアンネを呼よんだ。

「マリアンネ・ザウエル。お客様だ」

「あら」

　早さつ速そく侯こう爵しやく夫ふ人じんが、ドリィのドレスを注文しに来たのだろうか。嬉しくなって下に下りると、そこに待っていたのは別のお客だった。

　まだ開店して間もないのにやってきた客のために、エミリアも急いで駆かけつける。その客はまだ夜会の疲つかれも取れていない様子だったが、エミリアとマリアンネが出て行くと、よろよろと立ち上がりマリアンネに抱き付いてきた。

「ああ、あなたがあのドレスを作ったのね。ソルジェ侯爵家ご令れい嬢じようのドレス。素晴らしかったわ。あんなドレスが欲ほしかったのよ」

「マリアンネ、ゾード伯はく爵家のお嬢様でタマラ様です……」

「タ、タマラ様、わたくしのような者のドレスを気に入っていただけて光こう栄えいです」

「急いでちょうだい、マリアンネ。他の人が着る前に、私もあのドレスが欲しいの。侯爵夫人に伺うかがったら、何でも仕上がりもとても早いそうね？」

「ありがとうございます。それではまず、どのようなものにするか」

　マリアンネが口を開く間もなく、すぐにタマラは畳たたみかけてきた。

「片側にレースが流れているのがいいの。ソルジェ家のご令嬢、足がお悪いのに、軽々と踊おどっているように見えたわ。ターンする度たびに、重かさなったレースのフリルが揺ゆれて、ため息が出るほど素晴らしかったのよ」

「ご令嬢は、どなたと踊ってらしたのですか？」

　余よ計けいなことだと思ったけれど、ついマリアンネは訊きいてしまった。するとタマラは眉まゆを寄せ、付けぼくろをした頰ほおに指を添そえて悩なやみだす。

「確か、ラドベリー侯爵家のアルマンじゃなかったかしら。これまでは兄上のハリィとしか踊らなかったのに、珍めずらしいこと。ああ、そんなことよりドレスよ。他にもう注文は入ってる？」

「いいえ……」

「やったわ。私が一番乗りね」

　タマラはそこで鼻はな息いきも荒あらく、両手を握にぎりしめて全身を奮ふるわせた。

「それでは採さい寸すんいたします。布地見本をご覧らんになっていただいている間に、デザイン候こう補ほを挙あげさせていただきますので」

　マリアンネが試着や採寸をする部屋にタマラを案内しようとしていたら、表に馬車の停まる気け配はいがした。そしてキャンキャンと鳴なく犬の声が聞こえてきた。

「来たわね、マルロイ伯爵家のローズよ。残ざん念ねんね、私のほうが先よ」

　タマラは勝ち誇ほこったように言った。

　それからはちょっとした騒そう動どうになった。何人かの貴族の姫君たちが、次々と押しかけてきて、ドリィと同じドレスを注文してきたのだ。

　けれど全まつたく同じドレスにすることは、マリアンネにはできない。まずそれぞれの体型に合わせて、胸むねを強調したり、ウェストを緩ゆるめにしなければいけない。それに襟えり元もとや袖そでに、二つと同じものがないようにしなければ気が済すまなかった。

　エミリアはすぐに手の空あいたお針子を総動員し、できるだけ速すみやかに仕上げられるような態勢を整えた。大部屋のお針子からも手伝いを呼び寄せたが、カマベールのようにいきなりやらせることはなく、ドレス部門のお針子を付けて、まず丁てい寧ねいな指し導どうから始めたのだ。

　エミリアにも意地があった。カマベールの店はすでに予約でいっぱいで、完成まで一ケ月以上かかるという。だったらこちらでは、一週間で手渡してみせると思っていた。

　けれどマリアンネにとっては、大変なことだった。縫うことは手伝ってもらえるが、デザインを決めて型紙を作り、布を裁たつことまでは責任がある。しかもどれもが、ややこしいスカートの切り替しがあるデザインなのだ。

　図書館にもなかなか行けない。そんなときにマリアンネは、手伝ってくれているアネットからとんでもない話を聞かされた。

「聞いた、マリアンネ？」

「何を？」

　裏地の袖をせっせと縫っていたアネットだが、声を潜ひそめてマリアンネに告げてくる。

「カマベールが、あのドレスのデザインは自分が考案したもので、マリアンネが盗ぬすんだって言ってるそうよ」

「えっ、えーっ」

　表地の袖を縫っていたマリアンネは、おかげで針を刺さしてしまうところだった。

「あたしらがカマベールの店から逃にげだしたじゃない。そのときに、マリアンネがデザイン画を盗ませたんだって言ってるそうなの」

　アネットは申もうし訳わけなさそうに項うな垂だれた。

「誰から聞いたの、そんな話」

「まだカマベールのところにいるお針子よ。さっき休きゆう憩けい時間に外に出たときに、たまたま会ったの。来るお客にみんなそう説明して、今ではマリアンネのドレスと同じようなものを作ってるらしいわ」

「そ、そんな酷ひどい話ってある。あれは……侯爵家の姫君のために考え出したのに」

　けれどお客の中には、カマベールの話を信じる者もいるかもしれない。そう思うと、マリアンネの全身から血ちの気けが引いた。

「どうしよう、どうしたらいいのかしら」

　このままではエミリアまでが悪く言われてしまうのではないかと思って、マリアンネは席を立ち、ふらふらとシフォンの部屋に向かっていた。

「シフォン姉様、いいかしら」

　シフォンは、また別の歌姫の衣い装しようを作っているところだった。今度のは途中で上に着ていたものを脱ぬぎ捨て、全く別の印象の衣装が下から出てくるという、凝こったものらしい。

「どうしたの、カマベールのことかしら？」

「シフォン姉様、知ってたの」

「社交界の噂うわさ話に耳を傾かたむけるのも、私たちには必要なことよ。カマベールはどうやらあなたを、敵てきと認定したようね」

「そんな……酷い」

　マリアンネは隅すみの椅い子すにへなへなと座すわり込むと、シフォンが作り上げる幻げん想そう的てきな衣装に目を向けた。

「綺き麗れいだわ、シフォン姉様。わたし、カマベールよりずっとシフォン姉様のほうが才能があると思うんだけど」

「だけど私は、高こう慢まんな姫君相手に仕事ができないから、別にこれでいいのよ」

「でも、何でわたしなの？　あれはわたしが考えたものなのに」

「カマベールも、なりふり構かまっていられなくなったんでしょ。お客は奪うばえても、使えるお針子は奪えなかった。注文があっても捌さばききれない。しかも連日お針子をこき使うから、仕上がりはどんどん悪くなる。ここであなたを叩たたき潰つぶさないと、自分が潰れるわ」

　だがどうやったらカマベールの噓うそを、それは違うと証明できるのだろう。マリアンネが頭を抱え込んでしまった様子を見て、シフォンは励はげますように言った。

「マリアンネ、どんな噂を流されても、撃げき退たいする方法はたった一つよ。あなたが自分の実力で、素晴らしいドレスを作り続けるしかないわ」

「そうなのね」

「問題はそんなあなたに対して、これからもどんどん反感を抱いだく人間が増ふえるかもしれないってこと。だけどここには、あなたのように売れるお針子が必要なのよ。そうでないと、みんなのお給金が出ないでしょ」

　まさにそのとおりだった。手伝ってくれているみんなに申し訳ないと思うが、こうして繁はん盛じようしていなければ、この大切な仕事場を維い持じしていくこともできない。

「あなたの真ま似ねをしたところで、カマベールが同じドレスを作れるってわけじゃないのよ。だからもっと自信を持って」

「ありがとう、シフォン姉様。何とか、やる気が出てきたわ」

「そうでなくっちゃ、あなたじゃないわ。図書館に行かなくていいの？　それも気になってるんでしょ」

「えっ……」

　シフォンにもハリィとのことが分かってしまったのだろうか。マリアンネは真っ赤になって俯うつむく。

「大学の学生さん？」

「うん……毎日、本の間に手紙を挟はさんでるの」

「あらまぁ、可か愛わいいことして。行ってらっしゃいよ。すっきりするわよ」

「そ、そうね。行こうかな」

　マリアンネはそわそわと立ち上がる。きっとハリィは返事がないことで、苛いら立だっているだろう。そう思って急いで出掛けようとしたら、またもや店員がマリアンネを捜さがしてうろうろしていた。

「ああ、マリアンネ、よかった。お客様ですよ」

「はい……」

　またもやドリィと同じドレスの注文だろうか。そして誰だれはどの色にしたかとか、どこぞの姫君より、布は豪ごう華かでなければ嫌いやだとか、勝かつ手てな注文をされるのだろうか。

　マリアンネが接客用のフロアに下りると、意外な人物が待っていた。

「ラドベリー様」

　何とそこにいたのは、ハリィの幼おさな馴な染じみのアルマンだった。

「やぁ、君があのドレスの考案者だったなんて知らなかったよ」

　気さくな感じで言うと、アルマンは紳しん士しらしくマリアンネを先に椅子に座らせた。

「実は今日は、仕事の頼たのみがあってきた。そろそろ僕たちも卒業でね。卒業祝いわいのパーティがあるんだ」

「……はい……」

「そこで、パーティ用の華はなやかなドレスを一着作ってもらいたい」

「どなたのでしょうか？　先日、お見かけしたかたですか？」

　それだったらあまり気乗りがしない。アルマンにはそんなパーティには、ぜひドリィを伴ともなって出席して欲しかったからだ。

「秘密だよ」

「でも、それでは採さい寸すんができません。採寸なしでドレスを作るのは難むずかしいです」

「君と全く同じサイズだ。こちらからは何の注文もない。みんながあっと驚おどろくような、華やかなドレスを作って欲しい。それと靴くつとか手て袋ぶくろとか、必要な小物も全部揃そろえておくように」

　そこでアルマンは店員を呼び寄せ、小切手にサインをして金額を書き込まずに渡わたした。

「ザウエル嬢じようが、好きなように作れるよう配はい慮りよしてあげてくれ。出来上がったら、ラドベリー侯爵邸ていに連絡するように。パーティの期日までに必ず間に合わせてくれ」

　それだけ言うと、アルマンは出されたお茶も飲まずに、さっさと席を立ってしまった。

「何て日かしら」

　マリアンネはそこで、自分のためにも出されたお茶をゆっくりと飲む。

「カマベールが何よ。酷いわ、アルマン。どうしてドリィじゃなく、他の女性にドレスをプレゼントなんてするの。乙女おとめ心が分からないなんて最低っ！」

　図書館に行きたい。ハリィの手紙を読みたい。いや、それよりハリィに会いたい。

　マリアンネは今にもギャーッと叫さけびたい気持ちになっていた。

「マリアンネ、またお客様だ」

　店員はまだお茶が飲みかけなのに、さっさとテーブルを片かた付づけ始めた。

「このところ、少し注文が落ち着いたのに……また？」

「ソルジェ侯爵夫人だよ。それにご令嬢も」

「あっ！」

　それはまずい。アルマンとすれ違ちがわなかっただろうか。マリアンネは自分のことのように慌あわてて、意味もなくテーブルの上に何もないか確認していた。

　ドリィは侯爵夫人に手を引かれて、店内に入ってくる。相あい変かわらず重そうなドレス姿だった。

「マリアンネ・ザウエル。よいお仕事をしていただいたわ。おかげでドリィも皆みなに褒ほめられて、それはそれは楽しい夜会でしたのよ」

「お褒めにあずかりまして、ありがとうございます」

　ところが相変わらずドリィは、不ふ機き嫌げんなままだった。

　へそ曲まがりをどうにかしなさいと、思わず叱しかりたくなってしまう。けれど相手はただハリィの妹というだけではない。侯爵家の姫君で、しかもこの店の上客になりそうなのだ。

「あれは私のためのドレスなんでしょ。なのに、どうして皆に同じものを作るの？」

　いきなりドリィは、マリアンネを睨にらみ付けて言ってくる。

「申し訳ありません。ですが、上半身のデザインは変えてあります」

「でもスカートの片側にレースを使ったのは一緒だわ。今ではカマベールの店でも、同じようなものを作っているんですってね」

「あれは、あれは偽にせ物ものです。わたしは、お嬢様のために作りました。確かに、他のお客様にも同じようなものをお作りしておりますが、最初はお嬢様のためにと思って」

　そこでマリアンネの緊きん張ちようの糸が、ぷつりと切れてしまった。

　ドリィに言われて、カマベールに対する悔くやしい思いが溢あふれてしまったのだ。

　ぽろりと涙なみだが零こぼれる。お客の前で泣なくなんて、これ以上の屈くつ辱じよくがあるだろうか。

「何よ、その程度で泣いたりするなんて、あなた、そんな弱虫なの」

　ドリィは嘲ちよう笑しようを浮かべて、マリアンネの顔を覗のぞき込んだ。

「いいえ、これは悔し涙です。あのレースのフリルの美しさは、わたしでなければ出せません。なのにカマベールは、わたしがデザインを盗んだなんて言いふらしているんです」

「そんなに悔しかったら、あれ以上のドレスを作ってちょうだい。ただし同じデザインで、何人もに作るようなことはもうしないで」

「えっ……」

「注文しているのよ、私は。マリアンネ・ザウエル、次のパーティで、私が着るドレスを作りなさい」

「は、はい……」

　もしかしたらドリィもまた、大学の卒業パーティとかに出るのだろうか。

　この時代、大学といっても通うのは貴族や資産家の子弟ばかりだ。卒業生の中には、貴族や高位の軍人、それに王族もいるだろう。

　招しよう待たいされる女性たちにとっても、そこは新たな戦いの場になるのだ。

　あの黒髪の女性に対して、ドリィを勝たせないといけない。アルマンには悪いが、ここではっきりと個性に差をつけてやろうと思った。

　ドリィには素晴らしく華はなやかなドレスを。そしてアルマンの注文には、黒髪の女性には決して似に合あわない、自分好みのドレスを作ってしまえとマリアンネは企たくらむ。

「何だかあれ以来、ドリィがすっかり元気になってしまって。いい傾けい向こうだわ。やはりずっと子供扱あつかいしていたのがいけなかったのね」

　おっとりとした侯爵夫人は、マリアンネに生なま意い気きに命じているドリィの姿を見ていても、うっとりと微笑んでいる。

「お時間を少々いただけますか。これまで誰も見たことがない、素晴らしいドレスを作るとお約束いたします」

「いいわ。私は何も言わないから、好きに作って。お母様、まいりましょう」

　ドリィはつんっと顔を上げて、マリアンネの前から去っていく。

　するとマリアンネの中に、ふつふつと情熱が沸わき上がってきた。へそ曲がりのドリィがあんな態度を示したということは、内心マリアンネを絶ぜつ賛さんしているということだ。そしてドリィは、アルマンを手に入れる戦いのために必要なドレスを、マリアンネに頼んだのだ。

　頭を下げる代わりに、ドリィは逆に頭を上げる。反対に取れば、ドリィの真意が分かって面おも白しろい。

「いけないっ。図書館が閉まっちゃう」

　壁かべに掲かかげられた大時計を見て、マリアンネは慌あわてた。図書館は四時に閉館してしまうのだ。

　マリアンネはマントも着けずに、外に飛び出した。そして図書館に向かって必ひつ死しに走った。

　大聖堂の時計が、大きな鐘かねの音ねを街まち中じゆうに響ひびかせている。午前八時と午後十二時、そして午後四時と三回しか鳴らない大時計だったが、まさにこれは今日の終わりの鐘だった。

「ああ、閉まっちゃった」

　図書館の前に立つと、もう正面扉とびらがしっかりと閉められているのが分かった。マリアンネは力なく扉を叩いたが、もう中には誰もいないのだろう。

「ハリィ、きっと怒ってるわね。でも……これでいいのかもしれない」

　ドレス部門になって、大勢の貴族の姫君たちを見るようになった。あの美しい女性の中から、いずれハリィは花はな嫁よめ候補を見つけ出すのだ。とてもマリアンネでは、彼女らに太た刀ち打うちできそうもない。

「諦あきらめろっていう、神様のお告つげなのかな」

　勢いきおいよく走ってきた疲れから、マリアンネは扉に寄りかかってぼうっとしていた。すると裏うらから出てきた司書が、そんなマリアンネに気が付いて声を掛けてくれた。

「どうしたんだね、マリアンネ」

「ボトムズさん……」

「手紙はたまってるよ。可か哀わい想そうに、あの黒髪の美青年は、毎日ため息ばかり吐ついているぞ」

「えっ……知ってたんですか」

「図書館の本を、そんな目的で使うのは止やめなさい。手紙なら私が預あずかってあげるから」

　司書に言われて、マリアンネは真っ赤になるしかなかった。

「おいで、裏口を開けてあげるから。ただし手紙を取ったら、すぐに戻りなさい」

「ありがとう、ボトムズさん……」

　マリアンネは思わず司書に抱き付き、またもや涙を零す。けれど今度のは、うれし泣きだった。

　図書室に入り、素す早ばやく本の中からハリィの手紙の束たばを抜き取る。そして胸元に抱きしめると、急いで戻った。

「返事は明日の朝、一番に持ってきます。彼に……渡してもらえますか？」

「ああ、いいとも……。マリアンネ、私はその昔むかし、夜の女王の姿を一度だけ見たことがあるよ」

「ボトムズさん……今、何ておっしゃったの」

「まだ若かった頃だ。それはそれは美しい女性だった」

　司書はそれだけ言うと、マリアンネの肩かたを優しく叩いて歩きだす。その背中は笑っているように見えた。
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　一日はどうして二十四時間しかないのだろう。大聖堂の鐘かねは、三回と言わずに四回でも五回でも鳴なって欲しかった。

　マリアンネはいつもの何倍もの手紙を書き、翌よく朝あさ司書に預あずけた。それからドリィとアルマンに注文されたドレスのデザインをして、布地選びに倉庫に籠こもった。

　カマベールがどう言おうと、もう気にはしない。シフォンの言うとおりだ。それ以上のドレスを作り続けることで、無む実じつはいずれ証明される。

　実じつ際さいにカマベールの店も、以前のように馬車がひっきりなしに店の前に停まっている状態ではなくなった。何しろ完成まで一ヶ月もかかるのだ。急ぎの客は、もう足を運ぶことはない。

　代わってオズベルトの被ひ服ふく工こう房ぼうは、以前と同じ賑にぎわいを取り戻した。新しいセンスに溢あふれたドレスから、伝統的なドレスまで、ここでは作れないものはない。しかも仕上がりは丁てい寧ねいで、完成までの期日も短かった。

　布地選びが終わると、お針はり子こたちの仕事を点検し、次にすることの指示を出す。難むずかしい場所はマリアンネかドレス部門のお針子が必かならず縫ぬったが、それ以外の部分はどんどん大部屋のお針子たちにも手伝わせた。

　流れが決まると、思ったよりも仕事は順調に進むようになる。そして全員が、忙いそがしければ忙しいほど仕事に燃え始めていた。

　エミリアは灯あかりのための油あぶらをけちったりはしないが、お針子が疲つかれることを考こう慮りよして、夕食後まで仕事はさせない。けれどドレス部門のお針子だけは違ちがっている。納なつ得とくがいくまで働くから、夜まで仕事をしていることなんてざらだった。

　シフォンともう一人の家から通っているお針子だけは、夕食前に帰っていく。迎むかえに来た夫と、シフォンが肩かたを並べて帰っていく様よう子すを窓まどから見守りながら、マリアンネはちょっと休きゆう憩けいするつもりでお茶の用意をし、ハリィからの手紙をテーブルの上に並べていた。

　最初のうちは、盛会だった夜会の報告だった。それが段々と日が経たつにつれて、返事がないことへの不安へと変わっていく。

『マリアンネ、もしかして君は、僕ぼくがいい加か減げんな気持ちで君を誘さそってると思っているんじゃないか？　確かに学生の中には、そういった無む節せつ操そうなものもいるだろう。だが僕は違うつもりだ』

　この文面を読むのは何回目だろう。マリアンネは綺き麗れいなハリィの文字を目で追おいながら、いったいハリィはこの関係をどうしたいのかと考え込んでしまう。

「ハリィ、これじゃまるでわたしに恋してるみたいよ」

『返事をくれないのは、怒おこってるのかな。噂うわさではドリィのドレスのせいで、君の店は大変なことになってるらしいけど。それが原げん因いんなら、僕は静かにこの騒そう乱らんが収おさまるのを待つつもりだ。何しろこの国のレデイときたら、流りゆう行こうのものにはすぐに飛びつくからな。だけどもし誤ご解かいされているなら、それは解きたい。僕らはこの手紙で、いろいろと話している。それで僕の気持ちは伝わっていると、勝手に思い上がっていたんだろうか』

「ハリィ……わたしは……お針子なのよ。どうしてそれが分からないのかしら」

　マリアンネは手紙を畳たたみ、ため息を吐つく。そのとき、窓の下で馬車が停まる音がした。

「こんな時間に誰だれだろう。男だん爵しやく夫人かしら」

　エミリアはたいがい夕食前に帰る。夫の男爵は少々変わり者らしく、大切な事業である被服工房の運営にはあまり興きよう味みがないらしい。たまにしかここには訪おとずれないから、マリアンネは六年もここで働いているのにまだ会ったことがなかった。

「見み慣なれない馬車ね。どなたのかしら？」

　見事な馬車だった。漆しつ黒こくの車には、夜でも輝かがやいて見える金の飾かざりがついている。牽ひいている馬も真っ黒で、二頭は双ふた子ごのようにそっくりだ。

　御ぎよ者しやが降りてきて、扉とびらを恭うやうやしく開いている。すると中から、金色の髪をした美しい若者がまず降り立った。そしてその若者が手を差し伸のべた相手が、ゆっくりと馬車から降り立った。

　頭はすっぽりとマントのフードで覆おおわれている。けれど微かすかに覗のぞいた髪は眩まばゆいほどの金色だった。

「まさかこんな時間にお客様？」

　スワンドールでは、大聖堂の鐘が鳴り終わったら、もうみんな夜の支し度たくに入る。仕事を終えて、家に戻って夕食を摂とり、静かに眠るのが普ふ通つうだ。

　もちろん独身の男のために、夜遅おそくまで開いている酒場もあるし、怪あやしい歓かん楽らく街がいもあった。けれど普通の人々は、こんな時間まで出歩くことはない。

「やだ、やっぱりこの店に来てる。ドレスを受け取りに来たのかしら」

　何となく落ち着かなくて、マリアンネは窓の側そばでじっと聞き耳を立てていた。店員の一人は住み込みだ。とうに店の表扉は閉めていたが、呼び出されて扉を開いたようだ。

　マリアンネは落ち着くために椅い子すに座すわろうとした。けれどすぐにまた立ち上がって、室内を歩き回る。

　行かなければいけないような気がするのだ。

　ではどこに行くのだろう。

「マリアンネ、まだ起きているか？」

　すでに部屋着に着替えていた店員が、慌あわてた様子でやってきた。

　やはり呼ばれていたのは、マリアンネだったのだ。

「はい、まだ起きてますが」

「急なお客様で、マリアンネを指名しているんだが」

「……すぐにまいります」

　心臓の鼓こ動どうが激しくなってくる。マリアンネはしっかり両手を握にぎりしめながら、階下に急いで下りた。

　今日一日で、何回呼び出されただろう。数えるのも面めん倒どうなほど、忙いそがしく歩き回っている。

　けれど今回の呼び出しは特別だ。

　そんな気がした。

　夜のはずだ。なのに一階の接客フロアは、昼のように輝いて見えた。それもそのはずだ。

　うねるような金の髪をした、絶ぜつ世せいの美女が佇たたずんでいた。

「まさか……そんな」

　陶とう磁じ器きのようにすべすべの白い肌はだをしていた。豊かな胸むねと、見事にくびれた胴どうの素す晴ばらしい体だった。

　唇くちびるは血のように赤い。

　そう赤いのだ。

「マリアンネ、この国一のお針子。可か愛わいらしい人ね」

　紫むらさき色いろのドレスの裾すそを揺ゆらしながら、ゆっくりとその美女は近づいてくる。

「恐おそれることはないわ。ドレスの注文に来ただけだから」

「あ、あなたは」

「そうよ。私のことを知っているのね。安心なさい、料金はきちんと支払うわ」

　何も言っていないのに、彼女はマリアンネがイパネラではないかと心の中で思ったことを読んでいた。

　夜の女王が、現実にここにいる。

　そして彼女は、今やマリアンネのすぐ横にいた。

　血を吸われるのだろうか。そうしたらもう彼女の奴ど隷れいになってしまって、言うことを聞かずにはいられなくなってしまうというのか。

　逃にげなければいけないのに、体が動かない。

　けれどイパネラに食いつかれることはなく、そっとその美しい指先がマリアンネの首くび筋すじに触ふれただけだった。

「私の体のサイズはもう覚えたわね」

　夜の女王に触れられた瞬しゆん間かん、マリアンネの中に採さい寸すんなどしなくてもすべてがわかっていた。

「はい……分かりました」

「イパネラが正しい呼び名よ」

「イパネラ……女王様」

「ドレスより長持ちする体なの。困こまったことよね。私は美しいものが好き。あなたは……美の創造主だわ」

「あ、ありがとうございます」

　お礼れいを言う間に、もうイパネラの姿は側になかった。扉が開いていて、室内からその姿が消えている。慌あわてて外まで出ると、すでに馬車が走りだしていた。

「えっ……まさか、これは夢なの」

　いや、夢のはずはない。室内に戻ると、テーブルの上に金貨の入った袋が置かれていた。

「これは……」

　ドレス一枚の値段ではない。これだけあれば、何枚ものドレスが作れるだろう。

　それだけの金貨が、無む造ぞう作さに置かれている。

「ハリィ、ハリィ、ああ、ハリィ、助けて。どうしてイパネラがわたしのことを知ってるの。何でここまで来たの。助けて、ハリィ」

　マリアンネは自分の体をしっかりと抱きしめた。今頃になって恐きよう怖ふが襲おそってきて、マリアンネの全身をがくがくと震ふるえさせ始めたのだ。
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　翌よく日じつ、マリアンネは意を決してハリィの通う大学まで出向いた。

　入り口の正門は閉ざされていて、学生以外は入れない。だからマリアンネは、ハリィが出てくるのをひたすら待つしかなかった。

　ハリィの日につ課かは分かっている。午前中の講義が終わると、そのまま図書館に寄るのだ。午後にも講義があるときは、カフェに寄って軽く何か食べてまた大学に戻もどる。午後の講義がない日は家に帰った。

　エミリアに金貨を渡し、注文依い頼らいをされたことを告つげた。けれど相手の住まいも、正確な名前すら分からない。エミリアは半はん信しん半はん疑ぎだったが、とりあえず受けた仕事なのだから、責せき任にんを持って最後までやるようにと言ってくれた。

　もう何枚ドレスをデザインしただろう。仕立師の試験を受けるための数は、とうに超こえている。けれどどんどん作るものの基準が高くなってきて、さすがにマリアンネも混こん乱らんしていた。

　そんなときに、イパネラが来るとはいったいどうなっているのだろう。

　講義は終わったようだ。ぞろぞろと学生たちが出てくる。マリアンネは、その中に必ひつ死しにハリィの姿を捜さがした。

　長身の黒髪を見かけると、慌てて駆かけ寄る。けれど近くに行くと、ハリィではなかった。

「今日は休みなのかしら」

　学生の姿もまばらになったが、ハリィが見つからない。マリアンネは鉄門を握にぎりしめて、諦あきらめずに立っていた。

　するとやっと長身の黒髪、ハリィの姿が目に入った。

「ハリィッ！」

　マリアンネは思わず叫さけんでしまう。

「マリアンネ……どうしたんだ」

　驚おどろいたハリィは、すぐにマリアンネの側そばに寄ってきた。

「どうしたんだ。ああ、おかしな手紙を書いてしまったから、心しん配ぱいさせてしまったかな」

「そうじゃないの。お願い、二人きりになれるところに連れていって」

「えっ？」

　何か勘かん違ちがいしたのか、ハリィの顔は赤くなっていた。けれどマリアンネに、そんなことでためらう余よ裕ゆうはない。

「誰だれにも聞かれたくない話があるの」

　ハリィは頷うなずくと、大学の裏手にある静かな川沿いの道にマリアンネを誘さそった。

「おかしなことばかり書いて、動どう揺ようさせてごめん。返事がなかなか貰もらえなくて、苛いら々いらしてたんだ。気にしなくていいよ」

「そうじゃないの。昨夜、お店にイパネラが来たのよ」

「イパネラ？」

「そうよ、夜の女王、金の髪をした美女の吸血鬼」

「マリアンネ……」

　ハリィは周囲に人がいないか確かめると、マリアンネの肩かたに手を置き、そっと自分のほうに引き寄せた。そして広い腕うでの中に、すっぽりとその体を抱き込んでしまった。

「落ち着いてマリアンネ。疲つかれてるんだね」

「ハリィ、信じてくれないの？　あなただけは信じてくれると思ったのに」

　だがマリアンネは、自分がどんなに憔しよう悴すいしきった様子をしているのか、気が付かないでいた。疲れ切ったこんな様子を見たら、ハリィでなくてもマリアンネがおかしくなったと思ってしまうだろう。

「信じて、店員のマックスも見てるわ。夜中にお店にいきなりやってきて、わたしにドレスを作れって依頼してきたのよ」

「マリアンネ、疲れて混乱してるんだ。注文が多過ぎるんじゃないか？　男爵夫人に相そう談だんしてみたほうが」

「どうして信じてくれないの。わ、わたし、イパネラに連れていかれてしまうかもしれないのに、それでも、ハリィは平気なの」

　マリアンネはハリィの腕の中から抜け出し、溢あふれ出る涙なみだを拭ぬぐった。自分でも信じられない話だ。けれどハリィが信じてくれないとなったら、いったい誰に訴うつたえればいいのだろう。

「店員も見てるって、本当？」

「じゃああれだけの金貨を、わたしがどこかから盗ぬすんできたとでも言うの。イパネラは何着もドレスが作れるだけのお金を置いていったのよ。それは男爵夫人に預あずけてあるわ」

　そこにきてやっとハリィも、マリアンネの話を信じる気になってきたようだ。

「なぜマリアンネに会いに来たんだ？」

「それが分からないから、ハリィのところに来たのに」

「ご、ごめんよ、マリアンネ。だけど……信じられない。やっぱりあの本を開いたからいけなかったのかな？　それともイパネラにまで、マリアンネの噂うわさは伝わったのかもしれない」

　ではどうやってイパネラは、この世の中の情報を入手しているのだろう。何百年も生きているだけに、しっかりとした情報網を持っているのだろうか。

　ハリィはまた近づいてきて、マリアンネを背後から抱きしめた。その腕の中に入ると、マリアンネは安らぎを感じる。

　恐怖は少しずつだけれど薄うすらいでいた。

「ドレスよりも長持ちする体だって言ってたわ。本当に綺き麗れいな人だった。けれど人間じゃないのははっきりしてる。何も言わなくても、わたしの心を読んだのよ。それだけじゃない。わたし、採寸もしてないのに彼女の体のサイズを知ってる。そしてわたし、彼女のドレスを作りたくなってるんだわ」

　目を閉じると、勝手にイパネラのドレスのイメージが湧わいてくるのだった。それはこれまで誰も見たことのないような華やかなもので、他の誰にも着こなせない。まさにイパネラのためにあるようなドレスだった。

「イパネラは美しいものが好きなの……」

「もしかして噂を聞いて、マリアンネを連れに来たのかもしれない」

　ハリィの声に、今は明らかに緊きん張ちよう感かんが含ふくまれていた。

「本を読んだだろう？　夜の女王は、才能ある者を集めて自分の信しん奉ぽう者しやに仕立てる。そして巧たくみに利用するんだ」

「彼女に会ったら、誰でも信奉者になってしまうわ。不ふ思し議ぎな迫はく力りよくがあるの。魔力って言うべきかしら」

　ここでやっとマリアンネは、冷静に昨夜のことを思い出せるようになった。

　一いつ緒しよに来ていた、金髪の若者は誰だったのだろう。イパネラを守る騎き士しだったのだろうか。顔もよく覚えていない。覚えさせないのが、イパネラたちの力なのかもしれない。

「ともかくドレスが出来上がるまでは安全だ。問題はその後だよ。マリアンネ、お願いだ。イパネラの誘ゆう惑わくになんて負けないでくれ」

「ええ……大だい丈じよう夫ぶよ……」

　そうは言ったものの、マリアンネにも自信はなかった。

「やつらを撃げき退たいするには、強い意志しかない。そう書かれていたけど、じゃ強い意志って、何なんだ？　誘惑されないことだと思うんだけど」

「ハリィがいてくれるから、もう平気。だけど本当にいたなんて、信じられない。真っ黒な素晴らしい馬車を持っていたわ。イパネラは夜の中を、あの馬車で颯さつ爽そうと駆け抜けるのね」

「マリアンネ、駄だ目めだよ。彼女の魅み力りよくの虜とりこになったら終わりだ。それより現実を考えろ。君のドレスを待っている、レデイたちのことを考えるんだ。ついでに……僕のこともね」

　ハリィはそう言うと、マリアンネを自分のほうに向けさせて、じっと見つめてきた。

「マリアンネ、返事が貰もらえなかったときに、はっきり分かった。君がどれだけ僕にとって、必要な人かってことが。僕はいい加減な気持ちで、君の側にいるんじゃないことを分かってくれ」

「ハリィ」

「イパネラからは、何があっても僕が守る。だから、マリアンネ……」

　そこでハリィは顔を寄せてきて、マリアンネにキスをする。

　初めてのキスは、とても優しいキスだった。

「イパネラの誘惑になんて負けないわ。だって、ハリィと……」

　マリアンネの言葉はそこで途と切ぎれる。またもやハリィの唇くちびるが重なったからだ。

「マリアンネ、イパネラのドレスが完成する頃になったら、僕に教えてくれ」

　唇を離した途端に、ハリィは力強い口く調ちようで言った。

「完成したドレスと一緒に、君を攫さらわれたら大変だ。必ず守るからね」

　再びハリィに抱きしめられて、マリアンネは弱々しく頷く。とてもハリィが敵かなう相手ではないと思えるけれど、その気持ちが何よりも嬉うれしかった。

「でもその前に、妹さんのドレスを仕上げなくちゃ。ラドベリー様は、なぜ妹さんのことをないがしろにするの……」

　アルマンはきっとハリィには、ドレスを注文したことなど話していないだろう。だからここで言ってしまったら、アルマンに対して失礼になる。だからすべてを告げられず、マリアンネは苛いら立だった。

「こればかりは僕にもどうしようもないよ。夜会ではアルマンとドリィは楽しそうに踊っていたけれど、アルマンにとってはドリィもただの幼おさな馴な染じみかもしれないし」

「そうね……。余よ計けいなことを言ってごめんなさい」

「いいんだ。ドリィのことまで心配してくれて、とても嬉しい。君は優しい人だ。だけど吸血鬼にまで優しくしないでくれ。君が生きるのは、現実のこの世界だよ」

　ハリィはしっかりとマリアンネの手を握る。そして唇を押し当ててきた。

「この手は、現実の世界で生かされるべきだ。永遠の命なんて必要ない。夜にしか生きられない人生なんて、意味がないよ」

「ええ、分かってるわ、ハリィ。簡かん単たんに誘惑されるようなことはないから安心して」

「怖こわくなったら、いつでも僕を呼び出していいよ」

　そこでハリィはノートを一枚破り取り、そこにマリアンネの名前を書き入れ、この女性が来訪したなら、必ず連絡するようにと書いてサインをした。

「これを家のものに見せれば、どこにいても僕に伝わるから」

「ありがとうハリィ。お礼の言いようもないわ」

「お礼なんて……キスだけで十分だ」

　ハリィは照てれながらも、再びキスをしてくる。その様子には少しだけれど余裕が感じられるようになった。

　勢いでキスまでしてしまったものの、マリアンネに嫌きらわれるのではないかと、ハリィも怯おびえていたのだ。
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　ドリィのために、素す晴ばらしいドレスを縫ぬう。スカートを片側で開くのは同じだが、そこをマリアンネはピンクの布で作った花で埋うめた。

　重くならないように、薄うすくて軽い生き地じを使ったが、それでも花の数が多いと重くなる。そのためドリィのドレスのスカートは布を少なめにして、中に細い針金を通して膨ふくらませたペチコートを合わせた。

　アルマンの注文したドレスは、胸元を開かず、わざと立ち襟えりで隠す清せい楚そなデザインにした。けれどマリアンネにも意地があるので、袖そでの膨らみや袖口のレースを使って華はなやかさを演出してしまう。

「いいのよ、これはドレスが目め立だつデザインなんだから。黒髪には似合わない色だし」

　自分でも意い地じが悪いなと思うのは、ドレスの色が濃のう紺こんだったからだ。

　申し訳ない気持ちがあるせいか、スカートにきらきら光る貝で作られた、スパンコールを幾いくつも飾かざり付ける。それはまるで夜の空に輝かがやく星のようで、ドレスそのものが夜空を切り抜いたかのように見えた。

　そうして日中は注文されたドレスを縫っていたのに、夜になるとイパネラのためのドレスを縫いたくなってくるから不ふ思し議ぎだ。

　イパネラのドレスは、ピンクとオレンジ。

　暁あかつきの空の色だ。

　なぜかそんなイメージが湧わいてくる。

　スカートはオレンジで、上にいくほどレースや別布でピンクになっていく。こんな華やかな色使いは、ここ最近はあまり流は行やらないけれど、イパネラにはそんなこと関係ないのだ。

　豊かな胸が現れるように胸元はかなり下げ、ドレスに細工して乳ち房ぶさを持ち上げようと思った。

「女王はコルセットなんてしない。何もしなくても、美しい体をしているから。それに昔はコルセットなんてなかったのよ」

　そこでマリアンネは、イパネラこそドレスの歴史に詳くわしい者はいないだろうと気が付く。

　図書館の本で見た、昔のドレス。まだ絹織物もなく染せん料りようも少なかった時代から、豪ごう奢しやな絹織物でたっぷりとしたドレスが作られるようになっていくまでの過程を、すべてイパネラは知っている。

　イパネラの元に行けば、何もかも知ることができると、マリアンネは危あやうく誘惑されそうになった。

「駄目よ……わたしは、彼女だけのお針子じゃない。この国の、あらゆる人たちのお針子でいたい。過去は過去よ。もう過ぎてしまったのだもの。新しいものを生み出さなくちゃ」

　こんなときは、ハリィとのキスを思い出す。

　突とつ然ぜんのキスに戸と惑まどったけれど、でも幸せだった。

「ハリィ……あなたはわたしに恋してる。わたしもあなたに恋してる。でも……」

　型紙は奇き跡せきのように簡単に作れた。そしてマリアンネは、布の上に型紙を置いて裁さい断だんを始める。何もかも、手が止まることなく順調に進んだ。

　仮縫いはいらない。イパネラは仮縫いなんて来ないからだ。なぜかそんな気がしている。だからマリアンネは、いきなり本縫いを始めた。

　不思議と失敗する気がしなかった。手はまるで魔法にかかったかのように、どんどん縫い進めていく。ふと顔を上げると、窓の外の色が変わっていた。

「暁だわ……なんて綺麗な色……」

　まさにイパネラのドレスの色に、空が明るく染そまっている。

「女王は、この色を知らないのね。だから……贈おくるわ、暁の色を」

　空が明るくなるにつれて、マリアンネの全身から力が抜けたようになり、そのままマリアンネは、ベッドに倒たおれ込むようにして眠っていた。
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　思ったより早く、イパネラのドレスが仕上がりそうだ。誰だれかに手伝ってもらうことなく、一人で仕上げたにしては驚きよう異い的てきな速さだった。

　やはりこれは自分の実力じゃない。イパネラに操あやつられているとマリアンネは感じた。

　今夜にも完成してしまいそうで、マリアンネは手紙を携たずさえて、初めてハリィの家に向かった。貴族の家が立ち並ぶ一画は、歩いているだけで目眩めまいがしそうだ。どの家も豪ごう奢しやで、広々としている。

　ハリィとは住む世界が違ちがいすぎると、またもやマリアンネは思ってしまう。一つのベッドで、五人の子供が寝ていたなんて、ハリィには想像ができるだろうか。

　今は少し暮くらしぶりもよくなって、両親は隣となりの部屋も借りることができるようになった。弟と妹が、同じベッドで眠ることはなくなったが、それでも相あい変かわらず家はぎゅうぎゅうだ。

　庭にわなんてものはない。扉とびらを開けばすぐに裏通りで、常に人や荷馬車が行き交っている。

　それに比くらべて貴族の住まいがあるこの通りは静かだ。たまに馬車が走っているが、歩いている人ひと影かげはほとんどない。

「ここがソルジェ侯こう爵しやくのお宅たくかしら」

　鉄の門の先には、木々の間にうねうねと小道が続いていて、邸やしきの全ぜん貌ぼうすら見えなかった。

「ここでハリィは暮らしているんだわ」

　まだ現実のハリィとの付き合いもほとんどなかった頃ころ、マリアンネは勝手にハリィの家を想像し、そこに招待される自分を夢見ていた。

　けれど現実のハリィの家は、そんな想像をはるかに上回る広さだ。

「どうしよう……」

　マリアンネは裏口を探したが、鉄門で周囲を囲かこまれているから、どこにあるかもわからない。呼よび鈴りんはあるが、とんでもない音がしそうで鳴らす勇気もなかった。

　大学は試験の前で休講だ。ハリィは家にいるか、またはアルマンのところかもしれない。家の者に伝えればいいと言われたのに、今ハリィは大切な卒業試験の前だ。勉強もあるからやはり無理だと、マリアンネは帰ろうとした。

　ところがそこに馬車がやってきて、マリアンネのすぐ前で停まった。

「あら、あなた、こんなところで何をしてらっしゃるの？」

　まずいことに乗っていたのはドリィだった。

「あの……」

　ハリィに手紙を渡してくれなんてとても言えない。マリアンネは咄とつ嗟さに噓うそも吐つけずに、ただ押し黙るしかなかった。

「ドレスのことね。よろしければどうぞ、お入りなさい。私のお客様よ。案内なさい」

　ドリィは御ぎよ者しやに命じて馬車の扉を開かせ、横に座すわるようにと命じたのだ。

　ここで帰るわけにもいかなくなり、マリアンネは馬車に乗り込んだ。

「仮かり縫ぬいには、いついらっしゃいますか？　もう準備は整ととのいましたが」

　マリアンネはさもその用事で来たように言ってみる。

「もう？　ずいぶんと早いのね」

「はい……オズモンドの被ひ服ふく工こう房ぼうは、全員が優すぐれたお針はり子こなので、仕事がとても速いんです」

「何も特別なことは注文しなかったけれど、ちゃんとしたものができたのかしら？」

　ドリィは高こう圧あつ的てきな口く調ちようで話す。これが貴族としての普通の態度なのだろう。ハリィだけが特別なのだ。

「とても美しいドレスに仕上がりました。よろしければ仮縫いのお時間をいただき、すぐに本縫いに入りたいのですが？」

「それをわざわざ言いに来たの？」

　やはりドリィも、この訪ほう問もんの不自然さに気が付いたようだ。

「どなたかにお伝えして、すぐに帰ろうと思っていたんです」

「あら、そう。無理に引ひき留とめてしまったかしら」

　ドリィは怒おこったように言う。

　馬車は木こ立だちの間をしばらく走り、やっと車止めに辿たどり着いた。

　御者が扉を開き、手を貸してもらってマリアンネは降り立つ。続けて降りたドリィは、出で迎むかえた執しつ事じに向かって、きつい口調で言った。

「門番は何をしているの？　こちらのレデイが、応対する者がいなくて、困こまっていらしたからお連つれしたわ」

「も、申もうし訳わけございません。ミリィがパンサに追おわれて木に上ったのですが、降りられなくなってしまって、総そう出でで捕つかまえようとしておりまして……」

　執事が申し訳なさそうに言うと、ドリィはマリアンネに向かって苦にが笑わらいを浮かべた。

「母の猫ねこが、父の犬に追われて木に上ったそうよ。なのに猫のくせに降りられないんですって」

　何とも平和で吞のん気きな話だ。貴族の家では、猫が木から降りられなくなっただけで、これだけの大おお騒さわぎになるのだろうか。

　ドリィはゆっくりと歩く。やはり足の悪いドリィには、これまでのスカートに布地をたっぷり使ったドレスでは重いのだ。

「お嬢じよう様さま、今度のドレスは、びっくりするくらい軽く作ってあります」

　マリアンネは思わず言ってしまった。

「今のスカートの半分の軽さですわ」

「そう……」

　ドリィは一いつ瞬しゆん、嫌いやそうな顔をする。マリアンネに同情されたと思って、それが気にくわなかったのだろうか。

「お嬢様、好き嫌きらいなさらずに、何でも召めし上あがらないと駄だ目めですわ。これから胸むねが大きくなって、女性的な体型になっていくんですから。果くだ物ものは肌はだを綺き麗れいにし、チーズは胸を豊かにしてくれるそうです」

「食べたからって、誰でも美しくなれるものではないわよ」

　バカにしたように言われて、マリアンネはまたもや正しよう直じきに言ってしまった。

「そうですね。最後は、やはり心こころ根ねの美しさですものね。どんなに着き飾かざっても、内面まで美しくすることは、わたしたちにもできませんもの」

　マリアンネの言葉に、ドリィはきっと眉まゆを上げた。そして何か言おうとしたが、マリアンネは中庭の大騒ぎしている場所を見つけて、思わず走りだしていた。

　真っ白な子猫が、木の上でミャーミャー鳴いている。下では大きな猟りよう犬けんがワンワン吠ほえていて、木の枝えだや梯はし子ごを持った使用人がうろうろしていた。

「まぁ、あれじゃ怯おびえるばかりだわ」

　マリアンネはドレスの裾すそを持ち上げて、二カ所で大きく縛しばった。ペチコートの裾が見えてしまったが、そんなことは気にしない。

「失礼します。まずは、その犬を繫つないでくださいますか」

　いきなり言われて使用人は怪け訝げんな顔をしたが、ドリィの連れてきた客だと知ると、慌あわててまず犬を紐ひもに繫ぐことから始めた。

「梯子をお願いします」

　マリアンネは木に梯子を架かけさせたが、使用人がそこでマリアンネの真意に気付いて慌てて止めた。

「もしかしてお上りなさるおつもりですか？　上のほうは枝が細いです。折おれますから、危あぶのうございます」

「大だい丈じよう夫ぶです。わたしは、あなたより軽いから」

　にっこり微笑ほほえむと、マリアンネは梯子を使ってするすると木に上ってしまう。幼おさない頃は、よく弟たちと木登りをした。あの頃より重くはなったが、身のこなしは相変わらず軽い。

「ミリィ、いらっしゃい。もう大丈夫よ」

　マリアンネは片手で子猫を捕まえると、小さな爪つめが手に食い込むのも構わずに、しっかりと胸元に抱き寄せた。そして梯子を一段ずつ、ゆっくりと降りていく。下で待ち構えている使用人に子猫を渡すと、そのまま勢いきおいよくマリアンネは飛び降りていた。

　騒ぎを聞きつけたのか、侯こう爵しやく夫人もやってきた。そしてミャーミャー鳴いている子猫を受け取り、スカートを直しているマリアンネに近づいてきた。

「勇気のあるかたね。助かりましたわ」

　けれどドリィは、マリアンネを睨にらみ付けて言う。

「自分が身軽に動けることを、自じ慢まんしたかったんでしょ」

　マリアンネはそこで、ドリィに向かって笑わらいながら言う。

「わたしは心が自由ですから。お嬢様、ご自分で心にまで足あし枷かせを塡はめてしまってはいけませんわ。ずっと笑え顔がおでいらしたら、誰よりも美しいのにもったいないです」

　侯爵夫人は目を丸くしてマリアンネを見ている。まさかただのお針子が、顧こ客きやくに対してこんなことを言うとは思わなかったのだろう。

「わたしの作った、軽かろやかなドレスをぜひ着てみてください。そうすれば心もきっと軽くなりますわ」

　それだけ言うと、マリアンネは出て行こうとした。

「あら、せっかくいらしたのに、お茶も召し上がらずにいかれるの？」

　侯爵夫人は引き留めようとする。けれどマリアンネは、ドレスの裾を摘つまんで挨あい拶さつしていた。

「これで失礼します。仮縫いの報告に来ただけですから」

　なのにまた余よ計けいなことを言ってしまった。ドリィは怒おこって仮縫いに来ないかもしれない。それだけが心配だった。
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　ハリィにイパネラのドレスが完成してしまうことを、伝えることはできなかった。なのにマリアンネは、その夜も手が勝手に動いてしまって、ついにドレスを完成させてしまった。

　ほっとした瞬しゆん間かん、マリアンネは馬車の音を聞いた。

「えーっ、まさか完成したことが分かったのかしら」

　慌あわてて窓まどに駆かけ寄ると、この間と同じ真っ黒な馬車が近づいてくるところだった。マリアンネがじっと見下ろしていることに気が付いているのか、停まった馬車から降り立ったイパネラは、二階の窓を笑え顔がおで見上げる。

「ハリィ……」

　不安が強くなってきた。イパネラがドレスだけ受け取って、素す直なおに帰るとは思えなかったのだ。

　マリアンネはドレスを手にして、階かい下かへと急ぐ。すでに店員は、恭うやうやしい態度で夜に来る客を迎むかえ入れていた。

「こんばんは、マリアンネ。よい夜をお過ごし？」

　イパネラはこの間とは違ちがう、金茶の髪かみをした若者を同どう伴はんしている。きっと彼らは、イパネラを守るために付いてきているのだろう。

「イパネラ女王様、お約やく束そくのドレスです」

　箱はこにも納おさめずに、マリアンネは出来上がったばかりのドレスを差し出した。

「素す晴ばらしいわ。暁あかつきの色ね」

「は、はいっ」

「私が知らない暁の色を、見せてくれようとしたのね」

　素晴らしい笑顔で微笑ほほえむと、イパネラはドレスを引き寄せて自分の体に沿そわせる。するとマリアンネには、イパネラがそのドレスを身に纏まとっている姿すがたが見えるようだった。

「マリアンネ、もう分かっているわね。あなたは私と一いつ緒しよに来るべきよ。美に奉ほう仕しする者にとって、人の一生はあまりにも短いわ。時の彼方かなたまで、共ともに行きましょう」

「い、いいえ、それは、できません」

　マリアンネは歯はを食いしばり、一緒に行きたいと思う気持ちと戦った。

　ここで誘ゆう惑わくに負けてはいけない。どんなにイパネラが巧こう妙みように誘惑してきても、はね除のける強さが必要だ。

「でも、あなたの恋は成じよう就じゆしないわ」

　いきなりイパネラは、別の話をしてくる。

「残ざん念ねんね。相手は貴族。人間というものには、身分という悲かなしい壁かべがあるのよ。けれど私たちにそんなものはないの。美に奉仕するあなたのことを気に入ってくれる仲間が、きっと大勢いるわ」

「いいえ……ハリィのことは」

「無理しなくていいのよ。諦あきらめようと思ってるんでしょ。それでいいの。諦めなさい。愚おろかなことよね。爵しやく位いを持っていたって、人間であることに変わりない。いずれ老おいて死んでいくのは同じなのに、なぜ特別だと思いたがるのかしら。そんな人間のために、あなたは自分の才能を犠ぎ牲せいにするの？」

「わ、わたしは、今、生きている女性のために、ドレスを作りたいんです」

　イパネラはそこで華はなやかに笑った。

「マリアンネ、分からないの。その今が、永えい遠えんに続くのよ」

　マリアンネの脳のう裏りに、様さま々ざまなドレス姿の女性たちが浮うかぶ。きっとそれはイパネラが、これまでに見てきたものなのだろう。

「老いることもないけれど、疲つかれることもなくなるわ。毎日、好きなだけドレスを作れるの。あなたのドレスを着たがる仲間は、この世界にたくさんいるのよ。残念なことに私たちはドレスより長生きだから、常つねに新しいものが必要なの」

　じわじわと心に誘惑が染しみ込んでくる。

　ハリィといても、結ばれることはない。身分が違うだけではないのだ。きっとドリィにも嫌きらわれているだろう。あの穏おだやかな侯こう爵しやく夫ふ人じんだって、大切な跡あと取とり息子むすこが、お針はり子こと結ばれるなんて許ゆるさないはずだ。

　イパネラと行けば、ずっとドレスを作り続けることができる。はるか未来、今のドレスがどう変へん遷せんされていくのか、見ていくことができるのだ。

「駄だ目め……わたしは……」

　そのとき、店のドアが勢いよく開いた。

「マリアンネッ！」

　飛び込んできたのはハリィだった。

　慌ててやってきたのだろう。いつもの洒落しやれた様よう子すはなくて、髪も乱れ、タイもしていない。

「あら、あなたの恋人はとても勇ゆう敢かんね。私の正しよう体たいを知っていて、助けるつもりだわ」

　イパネラの体は、一瞬にしてハリィの側そばに移動していた。

「あなたも一緒に来る？　理想主義者の准じゆん侯爵」

　つーっとイパネラの指が、ハリィの頰ほおを撫なでる。けれどハリィは怯ひるむことなく、イパネラを真まっ直すぐに見つめて言った。

「マリアンネを連れて行かないでくれ。僕は彼女を愛してるんだ」

「愛なんて……ほんの一瞬見る夢に過ぎないのに……」

「それでもいい。ぼ、僕ぼくは、マリアンネと生き、静かに二人で老いていくつもりだ。だからお願いだ。彼女を諦めてくれ」

「この私に命令するの」

　イパネラは怒おこったのだろうか。一瞬、その目が赤く輝かがやいたように見える。

　ハリィを助けたくても、マリアンネの足はぴくりとも動かない。それどころか声すらも封ふうじられていた。

「命令じゃない。懇こん願がんしているんだ」

「そうね、人間にしては、あなたは素直だわ。自分の非ひ力りきさを知っている」

「そうだ。あなたの偉い大だいさも知ってるつもりだ。だったら慈じ悲ひを……夜の女王。彼女には家族もいる。助けを必要とする人間も、大勢いるんだ」

　ハリィも動けないのだろう。入り口から入ってすぐのところに立ったままだ。

　いつイパネラが怒りだし、その首くび筋すじに嚙かみ付かないかと、マリアンネは生きた心地ここちがしなかった。

「お願いだ、偉大なる夜の女王、僕らのささやかな幸福を奪うばわないでくれ」

「あなたは永遠の命が欲しくないの？」

「そんなものはいらない。僕が欲しいのは、マリアンネだけだ」

　ハリィの真しん摯しな言葉は、イパネラに通じたのだろうか。その顔はいつか穏やかになっていた。

「いいわ、マリアンネ。あなたはまだ若い。いつでもいいの。気が変わったら、迎むかえ入れてあげましょう。それまでの間、毎年一枚ずつ、私のためのドレスを作ってちょうだい」

　ふっとマリアンネの体が傾かしぐ。自由になったのだ。

「ハリィ……」

　マリアンネは急いでハリィの側に駆け寄り、その体にしっかり抱き付いた。

「ああ、イパネラ女王様、ご慈悲に感謝します」

「マリアンネ……」

　ハリィもしっかりとマリアンネを抱きしめる。するとイパネラは、すっとハリィの額ひたいに手を触ふれた。

「彼は、すべて忘れたわ。でもマリアンネ、あなたが忘れることは許さない。だって私の大切なお針子ですもの」

　次の瞬間、イパネラの姿はもう近くになかった。

　ハリィは呆ぼう然ぜんとしたまま、マリアンネを抱いている。その顔に正気が戻もどるのに、少し時間が必要だった。

「あれ？　マリアンネ、僕はここで何をしてるんだ？」

　ぶるっと頭を振りながら、ハリィは不ふ思し議ぎそうに言う。

「いいのよ、ハリィ。わたしを心配して来てくれたんでしょう？」

「心配？　そうだ……ずっとアルマンのところにいて、家に戻ったら、君が子猫のミリィを助けた話を聞いたんだよ」

「そうよ、それで心配して……来てくれたのよ」

　忘わすれてしまったほうがいい。イパネラを追つい求きゆうしようなどとしたら、きっと彼女は本当にハリィを仲間にしてしまうか、その全身から血を吸い取ってしまうだろう。

「おかしいな。何か、大切なことを忘れてる気がするんだが」

「忘れてないわ。もういいの……ハリィ……あなたがここに来てくれただけで……」

　自みずからの危き険けんも顧かえりみず、ハリィはマリアンネを助けに来てくれた。それだけでもうマリアンネにとっては、十分だったのだ。

　永遠に向けて旅立つよりも、この一瞬、ハリィの腕うでの中にいて、その温ぬくもりに浸ひたっているほうがずっといい。

　誘惑に負けなかった自分を、マリアンネは褒ほめてあげたい気持ちになっていた。
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　仮かり縫ぬいにやってきたドリィは、目を赤くしていた。どうやら泣ないていたらしい。マリアンネは自分がきつい言い方をしたせいで、今日は来たくなかったのだろうと反はん省せいしてしまった。

　けれどドレスを見た途と端たんに、表情がぱっと明るくなったのを、マリアンネは見み逃のがさなかった。

「お気に召めしていただけましたでしょうか？」

「……ええ……」

「嬉うれしいです。この間は、酷ひどいことを言ってしまってごめんなさい」

「この花は、一つずつ手作りなの？」

　マリアンネが言ったことには答えず、ドリィはピンクの花に触ふれて訊きいてくる。

「はい。ここのお針はり子こたちみんなで作りました」

「こんなドレスを持っている人はいるかしら？」

「さぁ？　わたしは、パーティに出たことなどないので。お嬢じよう様さま、わたしの代わりに確たしかめてきてください」

「そうね。ねぇ、あなた……噂うわさを聞いていない？」

　そこでマリアンネははっと緊きん張ちようする。もしかしたらドリィは、アルマンが意中の女性のドレスをここで頼たのんだことを、知ってしまったのではないかと思ったのだ。

「どんな噂でしょう？」

　やはりこのドレスも、胸むな元もとを補強してある。それでまだ発達途中のドリィの胸も、レデイらしく膨ふくらんで見えた。マリアンネはこれを、内心、〝噓うそ吐つきな胸〟と呼んでいる。

　その〝噓吐きな胸〟を直しながら、マリアンネはドリィの次の言葉を待った。

「お兄様、パーティのときに婚こん約やく者しやを皆みなに紹しよう介かいするつもりらしいの」

「えっ？」

　そんなことがあるのだろうか。イパネラの前で、凜り々りしく愛を誓ちかってくれたハリィが、パーティのときに婚約を発表するというのか。

　そんな相手が他にもいたというなら、マリアンネは騙だまされていたことになるが、ハリィがそんな人間だとはとても思えない。

「いったいどこの姫君なのかしら。こういう場所では、よくそういった噂話が出るでしょう？　あなた、聞いたことなくって？」

「いいえ……ソルジェ侯こう爵しやく様のご子し息そくの噂は、聞いたことがありません」

　もしかしたらハリィではなく、アルマンなのではないか。ハリィはドリィを傷きずつけないために、話をわざとうやむやにして、自分のことのように言ったのではないかと思った。

　けれどマリアンネにも確信はない。ハリィにとって、結婚と恋愛は全まつたく別のものなのかもしれないのだ。

「どうしてお兄様は、私にそんな大切なことを、一言も教えてくださらなかったのかしら。私があまりにも子供だから？」

「……」

　ドリィは花を摘つまみながら涙なみだぐむ。赤くなっていた目の原げん因いんは、どうやらハリィにあったらしい。

「お兄様は、私が怪け我がをしたことの原因は自分だって、ずっと罪ざい悪あく感かんを負おってらしたの。だから……恋人も作らずにいたんだわ……。いいのよ、好きな人ができたって。だけど、私に言ってくれないのが悔くやしいの」

「わたしには……何もお答えしようがありません」

「いいのよ、独ひとり言ごとだから。私には、こんな話を聞いてくれるお友達もいないの。だから話しただけ」

「ご自分から笑わらいかけたらいかが？　誰だれでもお嬢様の笑え顔がおを見たら、心こころ惹ひかれますわ」

「そんなことないわ。貴族の姫君は、みんな意い地じ悪わるなの。噂好きで、人の欠けつ点てんが大好きで。自分より下の人間を捜すことが、何よりもの楽しみなのよ」

　ドリィはマリアンネを決して見ようとはしない。けれどマリアンネには、ドリィがマリアンネを見つめて話しているように感じられた。

「意地悪なかたばかりじゃないと思いますわ。もし意地悪されていると感じるなら、それはきっと嫉しつ妬とからです」

「嫉妬？」

「同情されるより、いいでしょ？」

「そうね、でも私になんか嫉妬する理由がないわ」

「ありますとも」

　マリアンネは、ドリィのスカートの裾すそを手早く直しながら言った。

「お嬢様が心こころ根ねまでいい人になってしまったら、誰も敵かないませんわ。だってお嬢様が美しくなるのは、誰が見てもはっきりしてますもの」

　必ひつ死しになってドリィを慰なぐさめている。そうでもしなければ、ハリィの裏うら切ぎりを信じてしまいそうだった。

　それだけはしたくない。

　マリアンネはハリィを信じたいのだ。

「私の悪いところは足よ……心じゃないの」

　ドリィは悲しそうに言った。

「いいえ……足が悪いことを理由に、甘あまえている心ですわ」

　マリアンネははっきりと言ってしまった。

「あなたは、怖こわい者知らずなのね。私があなたのことを悪く言ったら、もう誰もドレスなんて頼まなくなるかもしれないのに」

　ドリィは怒おこったのか早口で返してくる。

「そんな意地悪をなさったら、お嬢様の嫌きらっている姫君たちと一いつ緒しよですよ。それともお嬢様は、何でも思ったまま口にできるわたしに、嫉妬なさってるのかしら」

「……」

　ついにドリィは、口をへの字に引き結んで押おし黙だまった。

「スカートの秘ひ密みつに気付かれました？　軽いでしょ。お嬢様も心を軽くして、素直になればよろしいのに」

「針はり金がねで膨ふくらませるなんて初めてだわ」

「ええ、ペチコートを何枚も重かさねたり、重たい生き地じで膨らませたドレスばかりでしたものね」

「作り物の胸も、初めてよ」

　ドリィも〝噓吐きの胸〟に気が付いたようだ。

「本物の膨らみができたら、少しずつその偽にせ物ものを外はずしていきますから」

「チーズを食べればいいんでしょ」

「はい。好き嫌いなさらず、楽しく食べればいいんです」

　仮縫いは終わった。マリアンネは少し離はなれたところから、ドリィのドレス姿を見つめる。

　これは自分でも会かい心しんの出来だと思った。

「わたしにすべて任まかせてくれて嬉しかったです。お嬢様、よろしければ後で、皆がこのドレスをどう評価したか教えてください」

「嫌よ。またみんなに同じ物を作るつもりなんでしょ？」

「いいえ、お約束しましたでしょ。わたしは……約束は守ります」

　だからハリィにも、裏切りだけはして欲しくない。ハリィに訊たずねたいけれど、マリアンネはもう図書館に行くことはしていなかった。

　ハリィには夜の女王のことは忘れて欲しかったからだ。

　今は卒業前で忙いそがしいハリィだ。次に会う約やく束そくもしていなかった。それともハリィは、約束などできない状じよう況きように陥おちいっているのだろうか。
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　パーティのためにドレスを作りながら、そのパーティとは無む縁えんの生活だ。今夜はハリィの大学の卒業パーティだった。なのに昼になっても、アルマンはドレスを取りに来ない。大聖堂の鐘かねの音を聴ききながら、マリアンネはアルマンの到とう着ちやくを待っていた。

「意い地じ悪わるなんてしなければよかった」

　仕上がったドレスを見ながら、マリアンネは暗くらい気持ちになる。黒髪の女性には、色が暗すぎるドレスだろう。ドリィのためにとおかしな正せい義ぎ感かんで作ってしまったが、アルマンの恋人に対して失しつ礼れいなことをしたと思う。

　ドレスとしての出来はとてもよかった。だからこそ真しん価かを発はつ揮きできないのは、残ざん念ねんだったと思う。同じドレスでも、色が赤だったら、黒髪の女性にとてもよく似に合あっていたはずだ。

「マリアンネ、お客様です」

「はいっ」

　呼よばれたマリアンネは、アルマンだと思ってドレスを手にして階かい下かに下りていった。ところが接客フロアにいたのはアルマンではなく、ハリィだった。

「あら、ごめんなさい。他のお客様と勘かん違ちがいしてしまったの」

　マリアンネは急いでドレスを隠かくす。

「マリアンネ、お願いがあるんだけど」

　落ち着きなく言うハリィは、いつものように洒落しやれた上着と、シンプルなカラーだけのシャツ姿だ。けれど今夜は、きっと華はなやかな装よそおいをするのだろう。

　公式な場では、男性のシャツとズボンは白と決まっている。上着は長めのものを着用するが、色やデザインに決まりはない。

　どんなものを着ていくのか、やはり気になる。

　そしてそれ以上に気になるのは、ドリィが言っていたことだ。

　あれは実はアルマンの話だったんだと、安心させてもらいたい気持ちと、これでハリィのことを諦あきらめられると思う気持ちが、マリアンネの中で大きく揺ゆれていた。

「何かしら」

　やっとドレスを箱はこに納おさめたマリアンネは、笑え顔がおでハリィに向き合う。

「そうだわ、ご卒業おめでとう。いよいよ弁護士さんね」

「ありがとう……それで、マリアンネ。今夜、時間を空あけてくれないだろうか」

「今夜？　あなたパーティでしょ。パーティの後ということ？」

　そんな夜に男性と会うのは、特別な目的のためとしか考えられない。マリアンネはやはりそれだけがハリィの目的なのかと、悲しくなってくる。

「そんな時間に出掛けるのは無理よ」

「違うんだ。僕ぼくと一緒にパーティに出て欲しい。男だん爵しやく夫人の許きよ可かは貰もらってある」

「……え？」

　マリアンネの頭の中で、ドリィの言葉がまた蘇よみがえり、木霊こだまのように何度も同じ言葉を繰くり返していた。

「そんな……無理よ。わたし、パーティ用のドレスなんて持ってないもの」

「そこにあるじゃないか」

　ハリィは、マリアンネが必死に隠していた箱を覗のぞき込んで笑わらった。

「これは、他のお客様に頼たのまれて」

「アルマンだろ。実は、アルマンに注文させたんだ。そうしないと、君は拒きよ否ひすると思ってね。僕からのプレゼントだ。それを着て、ぜひパーティに出席してくれ。もしそのドレスが君の体に合わないとしても、直す時間はあるだろ？」

　黒髪の女性に意地悪した罰ばつだ。このドレスを着て、パーティに行けというのか。けれどパーティ会場には、マリアンネの顧こ客きやくである姫君たちが大勢来ているのだ。

「……ハリィ、わたしは……ただのお針子よ。父は馬ば具ぐ職人なの。それが分かっていて、わたしを誘さそうの？」

「何度同じようなことを言わせるんだ。僕にとって一番価値があるのは、君という存そん在ざいそのものだよ。僕は貴族の称しよう号ごうを愛したいんじゃない」

「だけど……ハリィ、パーティには妹さんもいらっしゃるんでしょ。それにわたしのお客様たちも」

「いいじゃないか。パーティには着るものの決まりはあるけれど、同どう伴はん者しやの規き定ていはないよ」

　いたずらっ子のような顔をして、ハリィは嬉うれしげにマリアンネを見ている。

「それと……これは大おお叔お母ばから借りてきた。パーティのときに、宝ほう飾しよく品ひんの一つもしていないと、やはり寂さびしいだろうから」

　豪ごう華かな布張りの宝石箱を、ハリィは蓋ふたを開いてマリアンネに差し出す。中には大おお粒つぶの青いきらきら輝かがやく石のペンダントと、お揃そろいのイヤリングが入っていた。

「駄だ目めよ。なくしたら弁べん償しようなんてできないわ」

「いいよ、そうなったら、僕が卒業祝いに貰もらったことにするから。田舎いなかの別べつ荘そうを貰うより、そっちのほうがずっといい」

「ハリィ、落ち着いて、冷静になって」

「落ち着いて欲しいのは、君だよ、マリアンネ。僕が隠していたのは悪かったと思うけど、君だって自分の作ったドレスが、どんなに活かつ躍やくしているか、その目で見たいだろ？　それに他の店で作られたドレスにだって、興きよう味みがあるはずだ」

　それを言われると、マリアンネの心は激はげしく動どう揺ようする。

　少なくとも、カマベールがどんなドレスを作っているのかは気になっていた。

「ドリィのドレスは素す晴ばらしかった。またドリィは称しよう賛さんされるだろう。それを自分の目で確かめたくないか？」

「待って……それじゃラドベリー様は、誰を誘ったの」

「ドリィだよ。それがどうかした？」

　ハリィは不ふ思し議ぎそうな顔をする。けれどマリアンネは笑うしかなかった。

「わたしは、ラドベリー様が別の人を誘うんだと思ってて……」

「アルマンはドリィを嫌きらってるわけじゃない。僕に遠えん慮りよしていただけだ。あの気の強いところも、どうやら気に入ってるらしい」

「そうなの……」

　だったらあのドレスは、最高の戦闘服になる。

　恋する乙女おとめの戦闘服、それがドレスだ。マリアンネはドリィに、最高の戦闘服を贈おくったのだ。

　自分のものとなったこの戦闘服はどうだろう。

　あまりにも豪ごう華か過すぎると、マリアンネは怯おびえた。

「こんなドレス、着れないわ。着ても似合わない……」

「夜になったら迎むかえに来るよ。いいね」

「駄目、ダンスなんて踊おどれないもの」

「だったら僕も踊らない。それでいいだろ」

「ハリィ……」

　ハリィはマリアンネに身を寄せて、額ひたいに軽くキスをすると、そのまま立ち去ろうとする。けれど途中で足を止めて、マリアンネを振り返った。

「何か、大切なことを忘わすれてるような気がするんだ……君を……守らないといけない。そんな気もするけど、いったい何から守ったらいいのかな」

「……意地悪な姫君たちの嘲ちよう笑しようから、守ってくれればいいの」

「そんなことだっけ？」

　小首を傾かしげながら、ハリィは出て行く。マリアンネは宝石箱を抱えたまま、呆ぼう然ぜんと見送るしかなかった。
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　それからほどなくして、エミリアがやってきた。いつもならとうに店に来ているはずのエミリアが遅おくれたのには訳がある。何とエミリアは、若い男の理り髪はつ師しを連れてきたのだ。

「マリアンネ、時間がないわ。すぐに髪を洗いなさい」

　エミリアはマリアンネを呼び出したと思ったら、いきなり命じてきた。

「男だん爵しやく夫ふ人じん……あの……これは」

「ついでにお風ふ呂ろに入りなさい。香水は用意してきたから」

「あ、あの……」

「ソルジェ侯こう爵しやくの令れい息そくから、すべて聞きました。彼の勇気は称しよう賛さんされるべきだけれど、あなたに恥はじをかかせるわけにはいきません。マリアンネ、パーティに行くなら、自分が一番美しいと思って行かなければいけないの」

　エミリアは侍じ女じよのアマンダに命じて、入浴の準備を急がせる。そうしている間、理髪師はお茶を貰もらって優ゆう雅がに飲んでいた。

「理髪師が皆みな出払っていて、彼を捕まえるのも大変だったのよ」

　そう言うエミリアの表情は、いつになく生き生きと輝かがやいて見えた。

「娘がいたら……きっとこんな興こう奮ふんを何度も味わわされるのね。マリアンネ、私たちは、いつもは脇わき役やくだけれど、たまには主役になるのもいいものよ。美を作り出す戦士である以上、あなたは皆の手本にならないといけないわ」

　そこでマリアンネは、ごくっと喉のどを鳴ならした。

　そう言われてみれば確かにそうだ。ドレスの作り手が、ドレス一枚着こなせなくては、恥はずかしいことかもしれない。

　これからもこの仕事を続けるつもりなら、いつでも人に見られることを意識して、優雅にドレスを身に纏まとわないといけないのだ。

「どうすればいいんでしょう？」

　不安になったマリアンネは、思わず縋すがるような目をエミリアに向けてしまう。

「俯うつむいては駄だ目めよ。背中は真まっ直すぐに、胸むねを反そらしなさい。動作はゆっくり。腕うではできるだけ肩かたより上には上げないように」

　さすがに貴婦人だけのことはある。エミリアの指し導どうは的てき確かくだった。

「話し掛けられても、殿との方がたの目をじっと見つめては駄目。エスコートしてくれた殿方だけは、ちゃんと目を見て話しなさい」

「は、はいっ」

「女性に話し掛けられたら、相手の着ているものか、宝ほう飾しよく品ひんをまず褒ほめなさい。髪型でもいいし、肌はだの色いろ艶つやでもいいわ。とにかく褒めて、自分のことは語らないこと。相手も同じように褒めるでしょうから、そんなときはただありがとうございますと……」

「ありがとう、ありがとうですね」

　こくこくとマリアンネは頷うなずく。

「あなたは正直過ぎるから、思ったままを口にしては駄目よ。社しや交こう辞じ令れいというものがあることも、しっかり学びなさい」

「あっ、はい。でも、あの、男爵夫人、私は貴族でもないのに、話し掛けてもらえたりするんでしょうか？」

「パーティに来るのは、貴族ばかりではないわ。国王の主しゆ催さいするパーティでも、歌姫が招待されたり、軍人が来たりするものよ。貴族だからといって、皆が品よく振ふる舞まっているわけでもないわ」

　エミリアは、まだ不安なマリアンネを浴室に追おい立てた。

　体を綺麗に磨みがき、付け慣なれない香水を振りかけられた。そして新しい下着を着せられたマリアンネは、自分で作った部屋着を着て、理髪師に身を任まかせることになった。

「ドレスを見せてください」

　気取った声で理髪師は言う。するとアマンダが、箱に入ったままだったドレスを拡ひろげて見せた。

「素晴らしいドレスですね。髪飾りはお持ちですか？」

「いいえ……」

「では……」

　女性的なふにゃふにゃした理髪師だったが、櫛くしを手にした途と端たんにがらりと雰ふん囲い気きが変わった。

　真剣な顔つきになると、マリアンネの髪を丁てい寧ねいに梳すき、傷いたんだ部分は切って、巧たくみに結ゆい上げていく。そして結った髪に、白い羽根を巧みに飾かざり付けていった。

　マリアンネは理髪師に、自分と同じものを感じた。美に奉ほう仕しすることを生き甲が斐いにしている人間特有のものが感じられる。

　最後に理髪師は、マリアンネに薄うすく化粧までしてくれた。すると鏡かがみの中に映うつる顔は、とても自分とは思えないものに変わっていた。

「マダム、いかがですか？」

　理髪師は出来上がりを、マリアンネにではなくエミリアに確認した。

「ええ、よろしくてよ」

　エミリアが頷くと、さっさと理髪師は道具を片付け始め、席を立った。きっと次の仕事が待ち構えているのだろう。

　ドレスは直すところなどない。自分のサイズで作ったからだ。作っていたときに、まさかこれがハリィの思いつきだったなどとは思わなかった。

「どうしましょう。わたし、ダンスも踊れないんです」

　ドレスに着替えながら、マリアンネは思わず言ってしまった。

「それは私の責せき任にんでもあるわ。あなたたちにただ仕事をさせているばかりで、年頃の娘たちの楽しみを何も与えなかったんですもの」

　エミリアはしんみりとした口く調ちようで言う。

「そんなつもりで言ったのではありません」

「いいえ、あなたはここで十歳から働いているのよ。その間、まともな教育一つ与えなかった。なのにあなたは、独どく学がくで字を覚え、型かた紙がみを作れるようにまでなったわ。あなたたちを預あずかった以上、そういったことを教えるのは私の役目です」

　ドレスを着たマリアンネの周囲をゆっくりと歩きながら、エミリアは何度も立ち止まってその姿すがたを見つめた。

「お針はり子こは、ただドレスを縫ぬうだけじゃないわ。美の喜よろこびを作り出す者よ。あなたたちに対する敬けい意いが足りなかったわね」

「男爵夫人……」

「ダンスを少しだけ教えましょう。あなたならすぐに覚えられるわ」

　エミリアはマリアンネの横に立つと、年齢を感じさせない、軽やかなステップを踏ふみ始めた。

「マリアンネ、貴族の姫君たちの間に立っても、自分を卑ひ下げすることはないわ。もっと自分に自信を持ちなさい」

「は、はい」
















　マリアンネはエミリアの足あし下もとを見て、必死にステップを覚えようとする。それを見てエミリアは微笑ほほえんだ。

「ソルジェ侯こう爵のご子し息そくはお目が高いわね。あなたがこんなに美しいなんて、私も知らなかったわ」

「い、いやだっ、そんな」

「俯いては駄目よ、マリアンネ。胸を張りなさい。あなたは美の戦士。この国最強のお針子なんだから」

「はい」

　マリアンネは顔を上げて、思い切り胸を反らす。

　戦いはこれからだ。戦意さえ喪そう失しつしなければ、どうにか戦えるだろう。けれど戦いが終わったら、いったいどうなるのだろうか。

　ハリィが後こう悔かいすることがないことを、マリアンネは祈いのるしかなかった。
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　パーティ会場は、王立アカデミーの中にある広間だった。マリアンネは馬車で迎むかえに来てくれたハリィと共ともに、会場へと向かう。エミリアが貸かしてくれた、白しろ貂てんの毛皮が襟えり元もとを飾かざるマントと、シフォンが貸してくれた真新しい靴くつが、マリアンネをどこかの令れい嬢じようのように見せていた。

「ハリィ、本当にいいの？　あなた、とんでもない恥はじをかくことになるかもしれないのに」

「どんな恥？　それはドレスの出来次し第だいだな」

　約やく束そくしたわけでもないのに、ハリィは深い紺こん色、夜空のような上着を着ている。真っ白なカラーの下に巻まかれたタイも濃のう紺で、きらきらと輝かがやく宝石が幾いくつか縫ぬいつけられていた。

　こんな美しい姿すがたのハリィを見たら、乙女おとめなら誰だれでも胸むね躍おどらせる。マリアンネは嫉しつ妬との矢が飛んでくるのを、まず覚かく悟ごしなければいけなかった。

「なぜかな。マリアンネが遠くへ行ってしまいそうで怖こわいんだ。お願いだ。どこにも行かない、僕ぼくの側そばにいると約束してくれないか？」

　マリアンネの手をしっかり握にぎりしめながら、ハリィは不安そうに言ってくる。

　きっとイパネラの魔力をもってしても、ハリィの記憶を完全に消し去ることはできなかったのだ。

「ええ、どこにも行かないわ。わたしは……あそこでドレスを作り続けるの」

　その返事には、悲しい意味も込められている。

　貴族の妻つまにはやはりなれない。エミリアのように働く貴婦人もいるけれど、エミリアはお針はり子こではなく経営者だ。マリアンネは生しよう涯がい、お針子で居続けたいと思っているのだから、どう考えても無理だろう。

　きっとハリィが連れてきたのがマリアンネだと知られたら、ハリィの知り合いはこぞって付き合うことを反対するに違いない。二人が別れるように、あらゆる妨ぼう害がいが企たくらまれるはずだ。

　そうなればハリィだって、諦あきらめざるをえないだろう。

　悲しいけれど、どうすることもできない。

　だから今夜だけ、マリアンネはパーティを楽しもうと思った。

　ドレスがもっとも輝く場所だ。一度はそんなところに行ってみるのもいいだろう。

　会場に着くと、マリアンネはハリィに手を取られて馬車を降りた。そして入り口の横で、マントを預あずける。

　マリアンネがマントを脱いだ途と端たんに、ハリィの口からため息が漏もれる。それと同時に、周囲にいた人々の視線が集まってきた。

「ハリィ・ソルジェ。いったいどこに、そんな美しいレディを隠かくしていたんだ？　あまり見かけない人だけれど、隣りん国ごくのかたかな」

　すぐにハリィの学友が近づいてきて、マリアンネのことを質問し始めた。

「君が婚こん約やくを発表するって噂うわさだが、お相手はその女性かな？」

　別の学友も寄ってきて、ハリィへの質問攻ぜめが始まる。

　マリアンネは他の男性を見ないようにと目を伏ふせたが、胸は反らしたままだった。

　ハリィは笑え顔がおを向けるだけで、質問には何も答えない。マリアンネに腕うでを取らせ、中へと案内していく。

「まぁ……すごい……ドレスの数」

　中はドレス、ドレス、ドレスの大だい洪こう水ずいだった。中には自分がデザインした覚えはないのに、最初にドリィに作ったのとよく似たドレスが何着もある。

　流りゆう行こうというものは、どうやらこうやって発生するものらしい。

「まぁ、ハリィ・ソルジェ。どなたを連れてらっしゃるのかと思ったら、オズモンド男だん爵しやくのところのお針子ではなくて」

　いきなりそう言ってきたのは、マリアンネの顧こ客きやくでもあるタマラだった。

「そうですよ、レデイ・タマラ」

　ハリィはにこやかに、ドレスで正せい装そうしたマリアンネをタマラに引き合わせた。

「何てことなの。あなたドレスを見るために、ハリィに無理を言って来られるように頼たのんだのね。熱心なのはいいけれど……」

　嫌いやみったらしく言っていたタマラの目は、そこでマリアンネのドレスに釘くぎ付づけになる。どうしてこのドレスを私に作らなかったのだとでも言いたいのだろうか。

　だが胸のくりは大きく、ウエストはうんと絞しぼってと条じよう件けんを出したタマラには、このドレスは似合わない。

「いや、僕が招待したんです」

　するとタマラの友人の一人が、手にした扇おうぎであからさまにマリアンネを指して言った。

「この人、カマベールのデザインを盗ぬすんだのよ。そんなこともご存ぞんじないの？」

　そういう彼女は、カマベールが作ったと思われる、マリアンネのデザインしたものによく似たドレス姿だった。

「ここにもドレスのデザインを盗みにいらしたの？」

　さらに別のレデイが、口を挟はさんできた。

　ああ、こんなレデイばかりだったら、ドリィも人間嫌ぎらいになってしまい、友だちを作ろうなんて気持ちもなくなってしまうだろうと、マリアンネも納なつ得とくした。

　何か言い返せればいいのだが、タマラは以前から店を贔ひい屓きにしてくれている。ここで恥をかかせるわけにはいかない。そこで黙だまっていたら、いきなり背後から声がした。

「デザインを盗んだのは、カマベールよ。皆様、どうしてこのドレスが、片側だけ華はなやかにしてあるのか、意味をご存じ？」

　振り向くとそこにドリィがいた。

　やはり思っていたとおりだ。このドレスはドリィを煌きらめかせる。エスコートしているアルマンも、誇ほこらしげだった。

「マリアンネ嬢じようは、私の足の悪さを隠かくすために、このデザインを生み出してくれたの。私、カマベールにデザインを頼たのんだことなどなくってよ」

　堂どう々どうと言い切るドリィには、いじけた様よう子すはない。胸を反らし、自信満々といった感じだった。
















「本当にカマベールがデザインしたものなら、どうして私が着る前に、一着でも作らなかったのかしら。マリアンネ嬢がどんなに素す晴ばらしい仕立師かは、こうしてドレスを並べてみたらはっきりと分かるでしょ」

　ドリィはわざと、カマベールのドレスと思われるものを着ているレデイの横に立つ。

　すると本当にドリィのドレスのほうが、格段に上だというのが誰にも分かった。

「失礼かもしれないけれど、縫い方もずいぶんと雑ざつですこと。それともよい物と、悪い物の区別も最初からつかないのかしら」

　勝ち誇ったようにドリィに言われて、レデイたちは返す言葉を失った。何となく居い心地ごこち悪そうにしている。けれど中に一人だけ、特別に意地の悪そうなレデイがいて、ハリィがいるというのに、アルマンにとても失礼なことを言ってきた。

「ドリィ・ソルジェのダンスのお相手は、ご苦く労ろうがあるのではなくて？」

　アルマンはむっとしたようだが、すぐに作り物の笑顔で答えた。

「苦労などないですよ。マリアンネ嬢のドレスのおかげで、彼女は羽はねのように軽く踊ってくれますから」

　ドリィが動く度たびに、ふわんっと揺ゆれるスカートに、自然と視線が集まっていく。きっとタマラは明日になれば、真っ先に駆かけつけてこのスカートの秘ひ密みつを追つい及きゆうするだろう。

「マリアンネ、行こう。これでもう分かっただろう。ほんの一部かもしれないが、これが社交界の実情だよ。僕が正直で、思いやりのある君に惹ひかれるのが納得できたと思うけど」

「ええ、でも妹さんがあんなに戦えるなんて思わなかったわ。わたしの無実を晴はらしてくれて嬉うれしかった」

　ドリィはアルマンに手を引かれ、今度は年上の人たちに挨拶している。その姿は堂々としていて、すでに貴婦人の貫かん禄ろくが感じられた。

　パーティが始まり、挨拶や乾かん杯ぱいの後、ついにダンスの時間になった。マリアンネはあまりにも緊きん張ちようしたせいか、せっかくエミリアに教わったのに、ステップをすべて忘わすれてしまったようだ。

「ハリィ、駄だ目め。踊れないわ」

　ハリィの腕を取ったものの、マリアンネは動けなくなってしまった。

　するとハリィはマリアンネの手を取り、会場の外へと連れ出す。

「いいよ、踊れなくても。そうだ、こっちで二人で練習しよう」

　外のテラスに出ると、ハリィはマリアンネの手を再び取って、微かすかに聞こえる音楽に合わせて優ゆう雅がにリードしてくれた。

「あら、こっちに来たら、ステップを思い出した」

　誰にも見られていないと思ったら、マリアンネの足は軽やかに動きだす。

「ハリィ、ドレスのためにお金を使わせてしまったわね」

　あまりに近くにハリィがいるから、マリアンネは急に気き恥はずかしさを覚えて、そんなことを口走る。

「いつかお返しするわ」

「何を言ってるんだ。あれは僕からのプレゼントだよ。で、君は僕に卒業祝いのプレゼントをくれないの？」

「ご、ごめんなさい。まだ何も用意してないの」

　本当は男性向けのものに挑ちよう戦せんして、ハリィに上着を一枚作ってあげようと思っていたのだ。けれどここ数日、あまりにも忙いそがしすぎて作っている時間がなかった。

　イパネラのドレスを作り上げたような奇き跡せきは、一人ではそうできるものではない。やはりあのときは、イパネラに特別な力を与えられたのだ。

「それじゃ、僕が一番欲しいものを貰もらおうかな」

「一番欲しいものって？」

　ハリィは巧たくみにマリアンネの体をくるくると回す。するとドレスの裾すそがふわっと揺れて、とてもいい感じだ。何着もドレスを作ったけれど、ダンスのときにどんなふうになるのか、これでよく分かった。

「すぐに欲しいんだけど」

「……何かしら……」

「マリアンネ、結婚しよう。今すぐに返事が欲しい。それが僕にとって、最高のプレゼントだ」

「ハリィ」

「もちろん仕事を辞やめろなんて言うつもりはないし、急がなくてもいいんだ。君が仕立師の資格を取ってからだって構わないし、何年でも僕は待てる」

　そんなこと周りが許ゆるすはずがない。今夜だってハリィが挨拶する人たちは、みんな身分の高い人ばかりだった。そう思うと、マリアンネは返事ができずにいた。

「あなたは……准じゆん侯爵よ。そしてわたしは……」

「君はドリィに負けないへそ曲がりだな。だったら僕も負けられない。いいことを教えてあげるよ。僕は……爵位を継つがない」

　ついにマリアンネの足は止まってしまった。もう踊り続けることなんてできない。

「何を言ってるの」

「爵位はドリィが継げばいい。アルマンを婿むこに迎えてね。ドリィのほうが、僕よりずっと侯爵に向いているよ」

「そんな……」

「僕は町で、弁護士事務所を開業するつもりだ。マリアンネ、僕はそんなに金持ちにはなれないだろうな。それで返事ができないと言われたら、どうしようもないけど」

　ハリィはじっとマリアンネを見つめる。その瞳ひとみの輝かがやきに、噓うそはなかった。
















「わたしのために、爵位を捨てるって言うの」

「貴族だから君が僕を選ばないというんなら、僕は爵位なんていらない。マリアンネ、人が生きる時間は短いんだ。無理したり、自分に噓を吐ついたりするのは嫌だ。僕は、君とならずっと楽しく生きていけると信じてる」

「ああ……ハリィ……ハリィ、愛してるわ。だけど……そんなことをしたら」

「君だって侯爵と結婚するより、弁護士と結婚したいだろ？　誰かの役に立てる弁護士っていう仕事は、僕にとって大切な生き甲が斐いだよ。君のドレスと一いつ緒しよさ」

　もう返事は一つしかない。

　マリアンネは震ふるえる手でハリィの手を握りしめながら、ついに思いを伝えた。

「ハリィ、あなた以外の誰とも、結婚しないって誓ちかうわ」

「ありがとう。最高のプレゼントだ」

　そのまま二人は抱き合い、約束のキスをする。

　魔法を使えるようになりたいという夢は、ついに叶かなわなかった。けれど自分のドレスは手に入ったし、貴婦人たちのためのお針子にもなれた。

　そして最愛の人と結ばれるのだから、これ以上何を望のぞむというのだろう。

　たとえ永遠の命をくれると言われても、マリアンネには無用のものだ。本当に欲しいものは、終わりのない人生なんかじゃない。

　明るい太陽の下で、ハリィと手を繫つないで歩ける人生だった。
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　翌年、マリアンネはついに念ねん願がんの仕立師の資格を手に入れた。女性の仕立師はまだ少なく、マリアンネは三人目という栄えい誉よを与えられた。

　エミリアはそれを機会に店をマリアンネに譲ゆずった。そして自身は、若い女性向けの学校を開設したのだ。貴族の子女でなくても学べる場所ができ、その後、社会に進出する女性が増ふえていくことになる。

　マリアンネはハリィと結婚し、店の名前をこう変えた。

『マダム・ソルジェの被ひ服ふく工こう房ぼう』と。

　この店のお針はり子こたちは最強で、一日でもドレスが作れる。それはエミリアが経営していた頃ころと変わっていない。

　しかも仕事は丁てい寧ねいで、マリアンネの作るドレスはいつでも斬ざん新しんだった。

「マダム・ソルジェ、いったいいつになったら、自分たちの部屋に引っ込むつもりだい。もう遅おそいぞ。僕ぼくは空くう腹ふくで目が回りそうだ」

　ハリィは接客フロアの椅い子すに座すわって、文もん句くを言っている。けれど本気で怒おこっているわけではなくて、笑え顔がおのままだった。

「開店したばかりよ。以前からのお客様の注文も途と切ぎれていないし、忙いそがしすぎてわたしも目が回りそう」

「せっかく厨ちゆう房ぼうのコックが、おいしい料理を用意してくれてるのに、冷さめちゃうぞ。スープがコールドスープになりそうだ」

「分かったわ。これだけ包ほう装そうしてしまうから、待ってて」

　近くに弁護士事務所を構えたハリィは、経営の面でも助けてくれている。そして今度は、紳しん士し服ふくも手掛けてくれとマリアンネにねだっていた。

　紳士服はまた別の技術を持つお針子が必要で、マリアンネは今それをどうするかで悩なやんでいる。そんな話を毎夜ハリィとするのは楽しかった。

「シフォン姉様が、育いく児じ休きゆう暇かに入ったのが残ざん念ねんだわ。ハリィ、いい乳う母ばなんていないかしら。やはり舞ぶ台たい用ようのドレスは彼女じゃなきゃ無理なのよ」

「そうだな。いずれ僕らにも、乳母が必要になるだろうし。捜さがしておくよ」

　ハリィはさらっと言ったが、照てれて赤くなっている。

　そのとき、表に馬車の停まる音がした。

　どうしてだろう。出来上がると必ず取りに来る。手紙を書いたわけでもないのに、なぜかイパネラは、自分のドレスが出来上がったことに気が付くのだ。

　マリアンネは包装の終わった箱はこを見つめる。

　今回のドレスは、春の緑色で、赤い薔ば薇らの花を摸もしたものが飾かざられていた。

　扉とびらが開かれ、美しい金の髪をした若者が入ってきた。珍めずらしくイパネラがいない。どうやら今夜に限り、外せない用事でもあったのだろうか。

「あれ？　もしかしてザビエル侯こう爵しやくではありませんか？」

　何も覚えていないハリィは、疑うたがうこともせずにその金の髪をしたザビエル侯爵に握あく手しゆの手を差し伸べていた。

「どこかでお会いしましたか？」

　ザビエル侯爵はハリィの手を握にぎったが、すぐに手を離はなしてしまう。

「会ったのは、あなたのお父様でしょうね。子供の頃、領地から帰るときに、馬車が脱だつ輪りんしてお世話になりました」

「ああ……そんなことも……あったようですね」

　ザビエル侯爵はマリアンネを見つめる。すると何も言われていないのに、マリアンネの手は箱を持っていた。

「あれ、でもおかしいな。ザビエル侯爵の子し息そくにしては……父上は結婚されていましたっけ」

　ハリィが混こん乱らんしている。するとザビエル侯爵は、ハリィの手をまた握っていた。

「よい夜を、ハリィ・ソルジェ……」

「……ありがとう、ザビエル侯爵。あなたもよい夜を」

　すぐにハリィの頭から、疑問に思ったことは消えてしまった。けれどザビエル侯爵は、マリアンネの記憶までは消さない。

「イパネラ女王は、王が帰国なさっておいでで忙しい。私が代理を頼まれたのだが」

「はい、約束どおりにできております」

「ありがとう、マダム・ソルジェ」

　毎年、一枚ずつ作られる夜の女王のドレス。それをイパネラが着た姿をマリアンネはまだ見たことがない。

　けれど見なくても、脳のう裏りに鮮あざやかにイパネラの姿が浮かぶ。

「女王はいつでも迎え入れる用意があると……」

　そこでザビエル侯爵は、ちらっとハリィを見た。

「けれどその誘いは、どうやら無む駄だのようだな」

「はい……ご期待には、応こたえられそうにありません」

「それでいいんだ。私の正体は、忘わすれたほうがいい」

　ザビエル侯爵の手が、マリアンネの額ひたいに触ふれる。するとマリアンネは、ザビエル侯爵が異い端たんの者であることだけを忘れてしまった。

　気が付いたら、ハリィと二人でソファに座っていた。イパネラが来て、ドレスを渡したような気がしている。けれど何もかもが夢のようで、はっきりしないままだ。

「ハリィ、お腹なかが空すきすぎると、おかしくなるのかしら」

「ああ、脳のうに血が足りなくなるらしいね」

　ハリィは盛さかんに頭を振っている。

「ザビエル侯爵が来ていたような気がするけど」

「そうね。確か、白いシャツを頼まれたんじゃなかった？　だけど男性物はまだ扱あつかってないからって断ことわったのよね」

「そうだな、ああ、そうだった」

　二人はそこで顔を見合わせ、そのまま身を寄せ合う。

　何となく不安になったときは、こうして抱き合うのが一番いい。マリアンネはハリィの肩かたに頭を乗せ、ささやかな幸せに浸ひたる。

　きっと今頃イパネラも、夫である王にこんなふうに寄り添そっているのだろうか。そのときに着ているドレスは、ぜひ自分の作ったものであって欲しいとマリアンネは願っていた。











終













あとがき






　いつもご愛あい読どく、ありがとうございます。

　スワンドールの物語も、いよいよ第二弾となりました。楽しんでいただけたなら幸いです。

　いやぁ、今回はドレスですよ、ドレス。

　私、ぽけっとビーズログで、十二粒の宝石姫などやらせていただいておりますが、そこでいつも思うのですが、本当にイラストレーターの先生方が描くドレスの素す晴ばらしいこと。

　乙女にとって、まさに眼がん福ぷくでしょう。

　女の子って、幼よう少しようの頃に絵を描くと、よくお姫様を描きますよね。やはりドレスは、憧あこがれの服なんだと思います。

　スワンドールは架か空くうの国ですが、ヨーロッパをモデルにしています。そのヨーロッパの服飾の歴史に目を向けると、いろいろと面白いことがいっぱいあるんですよね。

　たとえばハイヒールが、あまりにも道が泥どろだらけで、ドレスの裾すそを汚よごさないために考こう案あんされたとか、男性が足首までの長いズボンを穿はくようになったのは、実は割わりと近年になってからとかね。あの恐おそろしいコルセットで、今では想像もつかない細いウエストを作っていたとか、調べだしたらきりがないくらい、素敵な世界です。

　けれど現実に私たちがドレスを着るのは、滅めつ多たにあることではありません。最近は七五三などでも着せているようですけれど、後は発表会とかパーティとか、特別な場がある方だけでしょう。それと結婚式ですよね。

　日常とは無縁のドレス。だからこそ、ドレスは憧れのものなのでしょう。

　まぁ、物語なので、史し実じつどおりとはなっておりません。その辺あたりは、ご容よう赦しやくださいませ。

　で、でですよ。またあとがきページが、大量発生。毎度お馴な染じみのＳＳなのかぁ。

　もはや恒こう例れいになってしまったのかぁ。

　てことで、これは本編より、ちょっと前の物語です。




　シフォンは十二歳の頃から、劇場の衣い装しよう係がかりをずっとやっていた。家族を火事で亡なくし、一人になってしまったシフォンを引き取ってくれたのが隣りん人じんのガスパルで、元仕し立たて師しの彼が劇場の衣装担当だったからだ。

　舞ぶ台たいの世界は、夢のようだ。見ていると辛つらい現実をすべて忘れられる。舞台の袖そでで、毎日、毎日、シフォンはただで素晴らしい演目を見ていた。

「師し匠しよう、あの歌姫、少し太ったんじゃない？」

　十六歳になったシフォンは、生なま意い気きなことも言うようになった。その言葉にガスパルは苦にが笑わらいする。

「しっ、シフォン。聞こえたら、大おお事ごとになるぞ」

「そうね。歌姫って、何であんなにすぐに傷きずつくのかしら」

　連日着られるから、舞台衣装はすぐに傷いたむ。破れやほつれを直すのがシフォンの仕事だ。その合間にガスパルは、シフォンに型紙の描き方や、細かい縫ぬい方を教えてくれる。おかげでシフォンは、もう端は役やくの衣装くらいは縫えるようになっていた。

　ガスパルが太った歌姫のために、さりげなく衣装を直しているのを知っている。けれどそれでガスパルが褒ほめられることもなく、相あい変かわらず給きゆう金きんは安いままだ。

「なぁ、シフォン。こんなところにいるより、ちゃんとした被ひ服ふく工こう房ぼうに行きな。おまえもそろそろ年頃だ。綺き麗れいになっちまったからな。役者連中に目をつけられたりしたら、嫌いやな目に遭あう」

　実の親のように心配してくれるガスパルは、そこでオズモンドの被服工房への紹介状を書いてくれた。

「ここなら給金もずっといい。しかも客は女ばかりだし、働いているのも女ばかりだ」

「えーっ、師匠。そしたら私、どこで結婚相手を捜さがすの？」

「安心しろ。そんなものは道ばたにいくらでも転がってる」

　そんなものなのだろうか。ガスパルの言うことだから、とりあえずは聞くしかない。

　そしてシフォンは、オズモンドの被服工房で無事働けるようになった。けれどシフォンは工房に住むことはせず、ガスパルの家から通った。老いたガスパルを一人にしておいたら、きっと食事も満足にできない。そう心配したからだ。

　毎日、ガスパルの家から通うことになったシフォンは、その日の帰り、いきなり優しげな若者に話し掛けられた。

「よければその……似に顔がお絵えを描かせてもらえないかな」

　瘦やせた優しげな顔をした若者は、スケッチブックを示して言う。

「本当はこれで稼かせいでるんだけど、最近、あまりお客がいなくて。よければ、練習台になって欲しいんだけど」

「……何で私なんかを描きたいの？」

「えっ……き、綺麗だからだよ。ま、毎日、ここを通るだろ」

　そこで若者は、スケッチブックを開いてみせた。するとそこには、シフォンらしき娘が、パンを抱かかえて走っている様子が描かれていた。

「あらっ、黙だまって描くなんて駄だ目めよ」

「ごめん。これはあげるよ」

　若者は真っ赤になりながら、綴とじられたスケッチブックの中からその絵を抜き取り、シフォンに手渡した。

「いいわ。買うわよ。一枚いくらなの？」

「二十スワロ……パン、二個の値段だよ」

「安いのね。私はシフォンよ。お針はり子こなの」

「僕は……ジャン。そうか、シフォンか、いい名前だね」

　ジャンの顔はますます真っ赤になり、瞬まばたきを何度もしている。

「そんなに緊きん張ちようすることないのに。いいわ、モデルをやってあげる。ただし一枚はただにしてね。ちゃんと綺麗に描いて」

「あ、ありがとう」

　そこでジャンは、小さな椅い子すを組み立てて、シフォンに座すわるように促うながした。

　もしかしたらジャンは、毎日私のことを見ていたのかしらと、シフォンは嬉うれしくなってくる。

「そうか……師匠が言っていたのは、こういうことなのかしら。道ばたに転がってるって」

「道ばたに何が転がってるって？」

「何でもないわ……」

　そのとき、ジャンに似て瘦せた白い子こ猫ねこが、バッグの中から顔を出してニャアと鳴ないた。

「こいつも道ばたに転がってたんだ。今にも死にそうだったところを、何とか助けたんだよ」

　白い子猫は、シフォンの足あし下もとに身をすり寄せてくる。

「あんた、おなか空すいてるの？　そうよね、飼い主も稼いでなさそうだもの」

　シフォンはガスパルと食べるために買ったパンを千ち切ぎり、子猫に与えた。すると子猫は嬉しそうにガツガツと食べ始めた。

　それからシフォンは、毎日帰りにジャンの元に寄り、似顔絵を一枚、必ず描いてもらうことにした。そうしないとこの子猫が飢うえ死じにしてしまうと思ったからだが、本当はそれだけではない。最高に美しいものを見るようにして、ジャンに見つめられることが嬉しかったからだ。




　本編とは全く関係ない話でしたな。けどきっとこうしてシフォン姉様は、道ばたに転がっていた旦だん那なを拾ったに違ちがいない。




　イラストお願いいたしました凪なぎかすみ様。美麗なドレス姿、ありがとうございます。いや、もう表紙、細かい部分までがまさにドレスの世界でした。

　そして担当様、いつもご迷めい惑わくかけてすいません。あとがきが、担当様お気に入りの姉さんということで、許ゆるしてやってください。

　そして読者様。いつもご愛読いただき感謝しております。何かの機会がありましたら、ぜひ編集部に、スワンドールのこんな話も読みたいと、リクエストなどいただけたら幸いです。

　それではまた……。





剛ごう　しいら拝










著者

剛しいら

Siira Gou




我が家に犬がやってきた。

小型犬の黒ポメラニアン。

毎日散歩して、おかげでますます健康に。

だけどご飯がよりおいしくなってしまって、さてさて、どうしたもんでしょう。










イラスト

凪かすみ

Kasumi Nagi




７月27日生まれ・獅子座・ＡＢ型

ドレスにレースと好きなモチーフだらけでとても楽しく描かせていただきました！

以前レース編みに挑戦して玉砕しているのですが、また時間ができたら始めてみたいなあと思っています。
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